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    プロローグ


    



    



    　この世界に「死と破壊」をもたらさんとする、異い形ぎようの集団・『奈な落らくの使徒』。


    　その侵略から世界を守るため、異能力を持った高校二年の少年・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がは、人知れず戦い続けている。


    　激化する戦いの中、ついに『奈落の使徒』の王たる【魔神】が復活。町は大パニックとなってしまう。しかも【魔神】の依より代しろは、妹である火乃森杏きよう花か……火乃森龍牙は、かつてない最大の窮地に立たされる。


    　が、そんな苦境に屈することなく、龍牙は仲間らと力を合わせ【魔神】コントンを撃破。その器にされていた杏花も、見事取り戻したのだった。


    　ようやく訪れたかに思えた平和。しかし、戦いは終わったわけではなかった。


    　倒した【魔神】は、四凶と呼ばれる存在の一人。


    『奈落の使徒』を統すべる王は、あと三体も残っていたのだ──


    



    



    　……以上が第一部の、大まかな「あらすじ」である。


    　実際は龍牙が女の子だったり、隠れて疑ぎ似じ彼氏などを作ってたり、ナースやメイドなどのコスプレが趣味だったりするのだが、そこら辺は割愛する。興味のある方は是非、『第一部・魔神コントン編』をチェックして頂きたい。


    　さて。


    　そんな現実リアルでありながらフィクションのごとき、この「火乃森龍牙の異能バトル物語」なのだが……実は一人、困った登場人物がいる。


    　そいつは小こ林ばやし一いち郎ろうという、かつては主人公・火乃森龍牙の「友人ポジション」にいた少年だった。


    　主に日常パートでバカをやらかし、シリアスな本筋とのバランスを取る、コメディリリーフ的なサブキャラクター。それが彼の役割であるはずだった。


    　だが。ストーリーが進むにつれて、小林一郎はその立場からどんどん逸いつ脱だつしていった。


    　龍牙たちのバトルを勝手に観戦し出し、女の子だった龍牙と勝手にイチャつき出し、敵と勝手に接触し出し、果てはラストバトルへ勝手に参戦するという放ほう埒らつっぷり……決して彼を擁よう護ごするわけじゃないが、それは本人にとっても想定外の事態だった。


    　小林一郎とは、何者なのか？


    　その大きな謎なぞを残したまま、第一部は終幕してしまった。


    　それが俺──当の小林一郎が抱える、目下の懸け念ねん事項である。であるのだが。


    「旦那、期末テストはどうでやした？」


    　俺は、とうとう理解した。


    　自分が何者なのかを。どういう役どころなのかを。


    「央おう明めい高校って、思ったより偏差値が高いんスね。よく旦那が受かったなぁ」


    　そう。小こ林ばやし一いち郎ろうは、第二部のラスボスだったのだ。


    　龍りゆう牙がの妹・杏きよう花かちゃんと同じく、その身に恐ろしき【魔神】を宿していたのだ。


    「旦那ぁ。いい加減ちゃんと会話して下さいよぉ。いくら【魔神】でも傷つきやすぜ？」


    　つまり、第一部における俺の不ふ可か解かいな扱いは、第二部への前振りに過ぎず。


    　今度は俺が【魔神】の器となり、龍牙たちの前に立ち塞ふさが──


    「ねぇ旦那ぁ。旦那ってばぁ」


    「うっせぇよ！　今モノローグやってんだから、ちょっと黙ってろ！」


    　……あまりに【魔神】がしつこいので、つい叱りつけてしまった。


    　こいつが現代に復活してから、かれこれ一週間。ラスボスのクセに、ちょっと口数が多過ぎると思う。そしてフレンドリー過ぎると思う。


    「モノローグってのは何でやしょう？」


    「お前には関係ねえ話だ。というか、勝手に出てくるな。俺の中に入ってろ」


    「せっかく復活したのに？　家でくらい、くつろがせて下さいよぉ。今日はテレビでナイター中継もありやすし」


    「【魔神】が野球を観るんじゃねえ！」


    　自宅の茶の間にて、俺はまた【魔神】を叱る。


    　しかも腹立たしいことに、こいつはいつも阪神を応援しやがる。宿主おれが巨人ファンにも拘かかわらず、だ。


    「旦那は怒りんぼだなぁ」


    　そう言って頭を掻かきつつ、座ざ布ぶ団とんに胡座あぐらをかく【魔神】。その名をトウテツ。


    　──『奈な落らくの使徒』の王たる【魔神】は、実は四体いた。


    　──そして小林一郎は、その一体・トウテツの器だった。


    　倒した【魔神】は四天王の一人に過ぎず、その中でも最弱だったというのは、確かにバトル物では「あるあるの展開」なのかもしれない。


    　だが、個人的に言わせてもらえば、非常にありがたくない。


    　俺の希望するポジションは、龍牙の「友人キャラ」なのだ。いつかは現在の「女主人公のセミ彼氏」からも脱却し、かつての立ち位置に戻りたいのだ。


    　俺は幼少の頃から、誰かを際立たせ、輝かせ、プロデュースしてやることを生き甲が斐いとしてきた。助演の才能……それが無個性な自分に備わった唯ゆい一いつの特技だと、今でも信じている。


    　人にはそれぞれ天分というものがあり、俺は脇わきでこそ光る子なのだ。


    （そんな俺に、ラスボスなんて大役が務まるワケがねえ。できるなら今すぐ降板したい。お調子者の変態に戻りたい……）


    　そもそも第一部のラスボスが『主人公の妹』だったのだ。その次が『主人公のセミ彼氏』では、あまりに安直だと思う。インパクトにもかなり欠ける気がする。


    「また主人公の身内かよ」「しかも小こ林ばやしかよ」「ツマンネ」……そう批判されても文句は言えない。俺だってネットで叩くだろう。


    （ただでさえ俺、他のヒロインズともフラグがほんのり立ってんだよなあ……使徒の女幹部とも顔見知りなんだよなあ……）


    　しかも復活した【魔神】は、この有り様だ。


    　威厳の欠片かけらすら感じないのも問題だが、実はトウテツにはさらなる大問題があった。


    「旦那。風呂はどっちが先に入りやす？　あ、シャンプーがなくなりかけてるんで、明日はスーパーに行きやしょうや」


    　そう語る【魔神】トウテツは、少年の姿をしていた。


    　中肉中背の、さして特徴がない髪型をした、お世辞にもイケメンとは言いがたい顔だ。おまけに制服を着ている。これほど華のないラスボスは、前ぜん代だい未み聞もんじゃなかろうか。


    （いや。憂慮すべきはそこじゃねえ）


    　俺は──この外見を誰よりもよく知っている。


    　毎日のように、鏡で飽きるほど見ているから。自分を写真で撮ると、いつもこいつが写るから。


    「クソ、憎たらしいツラしやがって……」


    「そいつはお互い様でさぁ」


    　……そこにいるのは、俺だった。


    　どこからどう見ても、まさしく小林一いち郎ろうだった。


    



    　復活した四凶の一人、【魔神】トウテツは。


    　どういうわけか、俺とウリ二つのキャラデザをしていたのだ。
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    　いつだったか、「ドッペルゲンガー」なる存在について小耳に挟んだことがある。


    　そいつは自分と同じ容姿をしており、出会った本人は近いうちに死んでしまうそうだ。「共歩きダブル」とも呼ばれ、かの文豪・芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけも、死の前にドッペルゲンガーを見たという話が残っているらしい。


    　心霊現象だと言う者もいれば、幻覚現象だと言う者もいる。ゲームなんかだとモンスターの一種族として登場したりもする。


    　いずれにせよ、できれば遭遇したくない「もう一人の自分自身」……それがドッペルゲンガーだ。


    （トウテツが俺と同じ姿をしていること。もしかしたらそれは、俺の死を意味しているのでは……こいつは、俺のドッペルさんなのでは？）


    　そう危き惧ぐしたものの、それを【魔神】はあっさり否定した。


    「ずっと旦那の中にいたんで、影響を受けただけでさぁ」


    「…………」


    「気付いたら、性格と外見が伝う染つってやした。俺って結構、流されやすいモンで」


    　単に主体性がないだけだった。つくづく残念な【魔神】である。


    　……トウテツが言うには、彼は何百年も前から小こ林ばやし家の人間に宿り続けていたとのこと。器が死ねば「引っ越し」を繰り返し、復活する時をずっと待っていたらしいのだ。


    　ちなみに以前は、俺の祖父・小林喜き八はち郎ろうに宿っていたらしい。


    　しかし十一年前に祖父が死んだことで、当時五歳の俺へと引っ越してきたそうだ。……親父め、何とラッキーな。


    　十一年前。俺がちょうど幼稚園で『桃太郎』の演劇をして、脇わき役の魅力に目覚めた頃だ。


    「復活までは、あと百年ほどかかると思ってたんですがね。旦那とはかなり相性がいいみたいで、予定より早く力を蓄えられやした」


    「相性？」


    「器としての居住性ってヤツでしょうかね。もともと旦那の家系は、俺にとって抜群の住み心ごこ地ちなんでさぁ。中でも旦那は、歴代最高の器でさぁ」


    　そう言って、ヘヘヘと笑うトウテツ。


    　全くもって嬉うれしくない。おい、揉もみ手をするな。【魔神】が人間にゴマをするんじゃない。


    「これまでも、たまに声だけ出せたコトはあったんスけどね」


    「そ、そうなのか？」


    「はい。例えば、旦那が『ベルギーの首都どこだっけ』って呟つぶやいたときには、『ブリュッセルですぜ』って教えたり」


    　言われてみれば、そんなこともあった。てっきり屁への音だと思っていた。


    「まあ決定的なきっかけは、同族であるコントンの攻撃を受けたことっスけど。あれは強烈な活かつでやした」


    　……第一部のラストバトルで、俺は龍りゆう牙がを庇かばい、【魔神】コントンの波動を食らった。


    　なのに俺が無傷だったのは、こいつが宿っていたからなのか。お陰で「ラスボスに攻撃されてもピンピンしている」という、摩ま訶か不思議なキャラになってしまった。


    （不用意にコントンと絡んだことが、こんな形で裏目に出るとは……）


    　苦々しい表情の俺をよそに、トウテツはマンガ雑誌を読みながらケラケラ笑っている。
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    　今ここで両親が戻ってきたら、茶の間にいるダブル息子を見て腰を抜かすかもしれない。まあ、父も母も「年内は仕事で帰れない」と言っていたので、当面は大丈夫だろうけど。


    　とにかくそれまでに……この【魔神】を何とかしなければ。


    「話は分かった。トウテツ、ちょっと一緒に庭へ来い」


    「テッちゃんで結構でさぁ」


    「【魔神】をニックネームで呼べるか！　いいからついてこい！」


    　トウテツを伴って家から出ると、俺はすぐさま庭にシャベルで穴を掘り──そこにトウテツを埋めた。


    　繰り返すが、俺はラスボスなんて柄じゃない。この役回りは慎んで返上させてもらう。


    （今ならまだ、誰にも知られていない。バレる前に処分するんだ！）


    　やっぱり俺は、龍りゆう牙がの友人キャラでいたいのだ。未練があるのだ。


    　望みを捨てるべきじゃない。必ず回帰できる道はあるはず。辻つじ褄つまはあとで合わせるとして、とりあえずトウテツのくだりはなかったことにするんだ！


    　が、失敗だった。


    　玄関へ戻ろうとしたところ、【魔神】がすぐに土中から這はい出てきてしまった。


    「もう、何するんスかぁ。こういうのって普通、ビーチでやるモンですぜ？」


    「くっ、駄目か……！」


    「あ～あ、全身が土まみれでさぁ。風呂、俺が先に入りやすからね」


    　ならばと次は、トウテツを近所の公園に連れていく。


    　持参した段ボールの中に座らせ、油性ペンで「どなたか拾って下さい」と書いておいた。


    　捨て犬ならぬ、捨て【魔神】……本来はペットを捨てることなど許されないが、【魔神】なら仕方ない気がする。飼えない事情を分かってもらえるはず。


    　が、これも失敗だった。


    　帰宅すると、何とトウテツが先に戻っていたのだ。


    「あ、お帰りやさい」


    「おう、ただいま……何でいるんだ！」


    　しかもすでに風呂へ入り、とてもサッパリしている。湯が短いところまで俺とそっくりだ。


    「公園に戻れ！　きっと優しい人が来るから！」


    「というか俺、旦那と同じ姿してるんですぜ？　色々と問題があるでしょう」


    「う……」


    「そもそも気持ち悪くて、誰も拾ってくれないでしょう」


    「さらっとディスってくるんじゃねえ！」


    　とは言ったものの、確かにその通りだ。ご近所さんに「小こ林ばやしさん家の一いち郎ろうくんが、何やら奇行をしている」と噂うわさされるのがオチだろう。俺らしからぬ軽挙だった。


    　その後も梱包して物置にしまってみたり、お経を上げて成仏を試みたりしたのだが、全て徒労だった。どう隠いん蔽ぺいしても、気付けばこいつは俺の背後にいた。


    「こうなったら、誰かに器を代わってもらうしかねえのか……」


    　茶の間に一いつ旦たん戻って頭を抱えていると、トウテツがテーブルの斜はす向かいに座った。


    「そいつはあまりお勧めしやせんぜ」


    　湯飲みを二つ用意して、順番にお茶を淹いれていく。その片方を俺に差し出しつつ、【魔神】は玄米茶をズズズとすすりながら続けた。


    「普通の人間じゃ、【魔神】の器として耐えきれやせん。宿られた瞬間にオダブツでさぁ」


    「し、死んじまうのか？」


    「はい。だからこっちも、器を探すのは大変でして……【魔神】は依より代しろがいないと、この世界では存在できやせんから」


    　そう言って、トウテツが軽く肩をすくめてみせる。自分と会話しているみたいで、すこぶる奇妙な心ここ地ちだ。


    「だから旦那の家系は、凄すごく重宝してやす。小こ林ばやし一族ってのは、俺にとって最高のホストファミリーでさぁ」


    「同姓ならいいのか？　小林くらい、多分その辺に歩いてるぞ」


    「いや、旦那の血筋じゃないと危険だと思いやすよ。もし失敗すりゃ殺人者ですぜ？」


    　……確かにリスクが高過ぎる行為だ。法で裁かれることはないだろうが、俺の良心が咎とがめてしまう。


    　そもそも、仮に器として耐えられる人間がいたとしても、【魔神】を押しつけるのはいかがなものか。そんなことをする悪人に、龍りゆう牙がの「友人キャラ」へ戻る資格があるのか？


    「お願いしやすよぉ。このまま旦那に宿らせといて下さいよぉ」


    　トウテツが俺の後ろへ回り、肩を揉もんでくる。だから【魔神】が媚こびを売るんじゃない。


    「大丈夫、ご迷惑は極力おかけしやせん。家のお手伝いだってしまさぁ」


    「それより、ずっと気になってたんだが……」


    　渋じゆう面めんで腕を組んだまま、俺はトウテツに問いかけた。気持ちいいので肩は揉ませておく。


    「さっきお前、風呂に入ってたよな？」


    「はい」


    「今しがた台所で、お茶の用意もしてきたよな？」


    「はい」


    「つまり……俺から離れて行動してたってコトだよな？」


    　それが先刻から引っかかっていた。


    　というか、公園に置き去りにした時点で抱くべき疑問だった。


    「もしかしてお前って、俺と別行動できるのか」


    「できやすよ。普通に」


    「ズルいぞ！　そんなこと、コントンはできなかったのに！」


    　杏きよう花かちゃんに宿っていた【魔神】コントンは、常に彼女から離れることはなかった。戦闘中だって、杏花ちゃんの頭上に留まって行動していた。


    　それはそうだ。この世界に【魔神】が存在するには、器が必要なんだから。


    　俺に無断で動き回るなんて、グリがグラに黙って単独営業に行くようなものだろう！


    「その代わり俺は、異界あつちとの扉とびらを開く能力がありやせん。一口に【魔神】と言っても、特技がそれぞれ違いやして……あ、ちなみに角も出せやすよ」


    　トウテツの両側頭部に、羊みたいに湾曲した角がニュッと現れた。


    「引っ込めろ！　というか、それじゃ仲間の使徒たち呼べねえじゃん！　ピンでどうする気なんだよ！」


    「部下なんざ必要ありませんや。俺、個人主義っスから。一匹魔神っスから」


    「とにかく、自由行動だけは絶対に禁止だ！」


    　トウテツは、俺とウリ二つ。勝手に出歩かれては堪たまらない。


    　もしこいつが町を破壊したりすれば、俺が逮捕される。それで退学にでもなったら、二度と龍りゆう牙がの友人に戻れなくなってしまう。


    「え～、いいじゃないっスかぁ。せめてコンビニくらい……」


    「駄目だ！　外出は認めねえ！　外泊なんてしたらぶっ殺す！」


    「何とでも言い訳できやすって。ドッペルゲンガーとか、２Ｐキャラとか」


    「できるワケねえだろ！　特に後者！」


    「じゃあ、『科学忍法・式しき神がみクローンの術』ってコトにしときやしょう」


    「俺をこれ以上ややこしいキャラにするんじゃねえ！」


    　自分と同じ顔に怒鳴りつつ、俺は軽い目め眩まいを覚えた。
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    　そうこうしているうちに、あれよあれよと期末テストが終わり夏休みとなった。


    　俺が通う県立央おう明めい高校は、曲がりなりにも進学校。赤点を取れば補習が待っていたところだが、何とか全教科ピッタリ平均点で乗りきった。「そっちの方が取るの難しいだろ」と担任の峰みね岸ぎしに言われたが、そこは無個性キャラの面めん目もく躍やく如じよだ。


    （これで時間的な余裕ができた。今のうちに、何としても【魔神】を投棄しないと……）


    　俺が元のポジションに戻るためには、トウテツの器であってはならない。何の力も持たない一般人でなくてはならない。


    　主人公の友人とは、日常パートの象徴……本筋たる戦闘パートに絡むべきじゃないのだ。異能バトル物において、「オレＴＵＥＥＥＥ」はあっても、「ツレＴＵＥＥＥＥ」などあってはならないのだ。


    （なに、夏休みは一か月以上もある。必ずラスボスを回避する手段が見つかるはず！）


    　だが、その見通しは甘かった。


    　時間に余裕ができたのは、俺だけじゃなかったのだ。


    　一学期の終業式が終わったその夜。俺の携帯に、無情にも龍牙からのメールが入った。しこたま絵文字がちりばめられた、悲しいほどファンシーな文面だった。


    『一いち郎ろうへ。明日から夏休みだね！　早速だけど、カワイイ彼女が会いたがってるよ！』


    　……そんなわけで、俺は夏休みの初日から火ひ乃の森もり邸ていへと赴おもむくことになってしまった。


    　こちらにしたら出で端はなを挫くじかれた思いだが、主人公のお誘いを無む碍げには断れない。この世界において、彼女の都合はあらゆることに優先するのだから。


    　──火乃森龍りゆう牙がは、【黄こう龍りゆう】という守護神をその身に宿す、この物語の主人公。


    　表向きは「ただの男子高校生」だが、裏では『奈な落らくの使徒』に敢かん然ぜんと立ち向かい、世界の平和を守り続ける正義のヒーローを務めている。かつて俺もそのスター性に惚ほれ込み、「こいつの親友になりたい」と強く熱望した。


    　高校入学の当初からひたすらつるみ続け、俺は晴れてそのポジションを獲得した。そこからは「おバカなノリの能天気な友人」という、レトロだが手堅いキャラを担になってきた。


    　しかし。火乃森龍牙には、さらなる裏の顔があった。そう、女の子だったのだ。


    　ヒロインたちから想いを寄せられる、強く優しくクールな少年は、実は当人自身がヒロインであり──


    　しかもどういうわけか、俺を『恋人修行』の相手に選んだのだ。


    



    「一郎、いらっしゃい！」


    　武家屋敷のごとき豪壮な館へと辿たどり着き、玄関の引き戸をガラガラと開いた瞬間。


    　中から飛び出てきたメイド服姿の少女が、勢いのまま俺に抱き着いてきた。


    　慌あわててそれを受け止めると、期せずしてお姫様抱っこの形となる。鼻先をくすぐるサラサラの髪からは、ほのかなシャンプーの芳香がした。


    「お、おいリューガ、まだ玄関だぞっ。そのカッコはマズいって！」


    「平気だってばあ。通りからは見えないから」


    　確かに火乃森家は、この界かい隈わいでは有数の巨大邸てい宅たくだ。表門は城じよう塞さいのごとく堅けん牢ろうで、庭も恐ろしく広大な上に、松の木が林立している。とても家屋の様子を窺うかがえるものじゃない。


    　だとしても、この衣装で外に出るのはフライングだろ……。


    「えへへ。今日はメイド龍牙ちゃんだよっ」


    「自分で『ちゃん』を付けるな」


    「だから今日の一郎は、旦那様だよっ」


    「その呼称はやめてくれ。トラウマになりかけてるんだ」


    「じゃあご主人様ねっ」


    　俺に抱っこされたまま、龍牙がニコニコと言ってくる。


    　ヒラヒラのスカートから覗のぞく太ふと股ももが眩まぶしい。瞳ひとみは大きく、睫まつ毛げは長く、間近で見ると改めて女の子だと痛感する。形のいい小さな唇には、薄ピンクのリップが塗られてあった。


    （大丈夫。トウテツの気配には感付かれてねえ……）


    　そこは安心していいはず。不幸中の幸いというべきか、どうやら【魔神】というのは邪じや気きを完全に消せるらしいのだ。


    　その隠おん密みつ性たるや、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がさえも欺あざむくほどに完かん璧ぺき。一緒に暮らしている妹に【魔神】が宿っていたことにすら、ずっと龍牙は気付けなかったのだから。


    （使徒たちでも訓練をすれば、邪気を消せるって言ってたか……そういや、前にカラオケ店長に化けてた使徒も、最初は正体がバレてなかったもんな）


    　俺の心中など知る由よしもなく、相変わらず龍牙は上機嫌で俺に抱っこされている。普段はサラシで締めつけてあるＥカップも、今は拘こう束そくを解かれて自由を満喫中だ。


    　そして先ほどからその片乳が、俺にムニュムニュと当たっている。これでもかと理性を掻かき乱してくる。……恐るべし、ドラゴン・ブレスト。
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    「さあご主人様、このまま私を部屋までエスコートして下さい。優しく紳士的にね」


    「どんなメイドだ」


    「ツッコミありがとっ」


    　説明の必要もないだろうが、もちろん彼女はメイドじゃない。両親が海外へ長期滞在中である今、実質的にこの屋敷の主あるじと言える。


    　これは単なるコスプレであり、龍牙の趣味なのだ。部屋のクローゼットには、まだまだ数多くの「女の子変身セット」が隠されているのだ。


    　ちなみに俺のイチオシは、バニーガール衣装だ。龍りゆう牙がが美び尻しりを左右にフリフリすると、丸い尻しつ尾ぽも同時にピコピコ揺れる……その様は、十五夜の月より見応えがある。恐るべし、ドラゴン・ヒップ。もといラビット・ヒップ。


    （まさかプライベートのリューガがこんなコスプレショーをしてるなんて、学校のみんなは夢にも思ってないだろうな）


    　……火ひ乃の森もり家の守護神・【黄こう龍りゆう】とは、本来は男子が継ぐことになっているという。だから女子しか生まれなかった場合、継承者は男として育てられるそうだ。


    　そんな馬鹿げた掟おきてによって、龍牙の人生は振り回されている。


    　ついでに、俺の人生も振り回されている。


    



    「ね、一いち郎ろう。その後、体調とか変わりない？」


    　龍牙の部屋に行き、ひとしきりイチャイチャしたのち。


    　やにわに龍牙が心配そうな表情になり、こちらの顔を覗のぞき込んできた。胡座あぐらをかいた俺の膝ひざの上に、依い然ぜんとして乗っかったままだが。


    「ああ、別に今まで通りだよ」


    「いきなり胸が苦しくなったりしない？　変に力がみなぎったりしない？　体からオーラが出たりしない？」


    　この龍牙の問診は、今や恒こう例れいになりつつある。


    　二週間前。俺は【魔神】コントンの波動を食らい、そのまま病院に運び込まれた。トウテツのお陰で事なきを得たものの、本当なら天に召されていてもおかしくなかったのだ。


    　なのに無傷だった俺が、龍牙はまだ腑ふに落ちていないのだろう。二日で退院した俺が、不思議で仕方ないのだろう。


    　その結果──どうも彼女は、「もしかして、一郎って異能力者なんじゃ？」と勘繰り始めているみたいなのだ。


    「汐しお莉りたちに聞いたよ。一郎、使徒とも互角に渡り合ってたんだよね？」


    「いや、えっと……」


    「幹部クラスを撃退したんだよね？」


    「そ、その件については、残念ながら記憶がなくてだな……」


    　第一部のラストバトルでやらかした一いつ切さい合がつ切さいを、俺は覚えていないことにしている。


    　できれば龍牙が女であることも、『奈な落らくの使徒』と戦っていることも、全て忘れた設定にしたかったが……そこまでごまかすのは不可能だった。それを俺は今でも無念に思っている。


    「私、やっぱり一郎は『力』を持ってるんだと思うな。【魔神】の攻撃を受けて何ともないなんて、普通じゃ考えられないもん」


    「じ、実は当たってなかったんじゃないか？　風圧で吹っ飛んだだけなんじゃ？」


    「ええ～、絶対当たってたよお」


    　俺の膝ひざの上で、龍りゆう牙がが頬ほおをぷくりと膨らませて抗議する。こういう表情の火ひ乃の森もり龍牙は、二人きりのときにしか見られない。


    「あの時、本当に怖かったんだからね？　一いち郎ろうが死んじゃったのかと……未成年で未亡人なんて、あり得ないよ」


    「いつ籍を入れた」


    　さらりと何てこと言いやがる。婿むこ役にまでなってたまるかってんだ。


    　お前のダチに戻るのを、俺はまだ諦あきらめたわけじゃないぞ。最近ちょっとコスプレが楽しみになってきていても、希望はあくまでお前の「親友ポジション」だぞ。


    　現状は彼氏役だけど。というか、ラスボス役だけど。


    「ひ、ひどぉーい！　恋人同士って、こういう会話をするもんでしょ！」


    　俺の素っ気ない返事に、唇を尖とがらせて不服を表明するメイド龍牙。


    　ここだけの話、何な故ぜこいつが俺を選んだのかが未いまだに分からない。イケメンなんて、他にいくらでもいるだろうに。ドーベルマンにだって、俺よりシュッとした奴やつは大勢いる。


    「ちゃんと婚約者になりきって！　さあ、プロポーズしてみて！」


    「そ、そう早まるな。俺たちはまだ高校生なんだし、お前にはほら、残りの【魔神】を倒すという大切な使命が……」


    「もちろん使命も大事だけど、結婚だって大事なコトだよ。私は火乃森家の嫡ちやく子しとして、必ず子供を生まなきゃいけないんだから」


    「それは分かるけど……」


    「赤ちゃんのパパが一郎の可能性だって、ゼロじゃないもん」


    「赤ちゃ……！」


    　ちょくちょくこの話題を出すが、それがどういうコトかお前は分かっているのか。赤ちゃんを作るには「仕込み作業」ってのがあるんだぞ！


    　しかも生まれてくる子は、忌いまわしき小こ林ばやし家の血を引いてるんだぞ！　【魔神】の器として最高の物件なんだぞ！　何より、もし俺に似ちゃったら全く華がないぞ！


    「落ち着くんだリューガっ。俺みたいな奴、きっとお前の両親は認めないから！」


    　必死で説き伏せる俺に、しかし龍牙は「大丈夫だよ」と笑顔で首を振った。


    　この抱っこの体勢、そろそろ何とかならないだろうか。教室ほどもある広い室内で、どうしてピッタリと密着しなきゃならないのだ。……彼氏役だからか。


    「実はこの前ね、お父さんと電話で話したの。【魔神】コントンを倒した報告のために」


    「え？」


    　龍牙のご両親は、現在も中国にて【魔神】のことを調べていると聞いている。もともと四凶というのは大陸から来た存在であり、それは龍牙たちの守護神も同じとのこと。


    　彼女の父は、いくら修行を積んでも【黄こう龍りゆう】を制御することができず、泣く泣く龍りゆう牙がを早期に継承者としたそうだ。幼い娘に宿命を背負わせるのは、さぞ断腸の思いだったろう。


    「その時に、一いち郎ろうのことも話したんだ。『私が女だと知ってしまった人がいる』って。『その人と、コッソリお付き合いしてる』って」


    　いつの間にか、マジ彼氏として紹介されていた。


    「そうしたらね、『全ての【魔神】を倒したら、高校卒業後に入籍していいよ』って」


    　いつの間にか、火ひ乃の森もり家から結婚許可が下りていた。


    　……マズい。知らないうちに、着々と外堀が埋められつつある。これではラスボスを回避できても、友人ポジションに戻るのは非常に困難となる。


    　というか、やっぱりこいつ本気なんじゃねえのか！　もう『恋人修行』とかのレベルじゃねえぞ！　今の俺と結婚したら、もれなく【魔神】もついてくるんだぞ！


    「ね、一郎。一つ訊きいてもいい？」


    　顔面を引き攣つらせている俺を、龍牙が上目遣いで見詰めてくる。


    「一郎ってさ……婿むこ養子になっても、大丈夫？」


    「そ、それは別に……ただ、さすがにこれは修行の域を超え──」


    「ホント!?　嬉うれしい！　私もお父さんも、それだけが心配だったの！」


    　俺の言葉を聞かず、たちまち龍牙がギュッと抱き着いてきた。


    　次いであろうことか、頬ほっぺにチュッとキスまでしてくる。


    　あまりの反則攻撃に、俺は金かな縛しばりになってしまった。ちょっと待って。カメラ止めて。今のなかったことにして！　


    「おい、やめろって！　こんなトコ、杏きよう花かちゃんに見られたら大変だぞ！」


    「杏花は図書館に行ってるから平気だよ。夏休みの宿題、早めに片付けるんだって。お昼まで帰ってこないから」


    「もうすぐ昼だって！　夏休み初日だし、きっと早めに帰ってくるって！　食卓が気まずくなっても知らねえぞ！」


    「えへへ。『火乃森一郎』って、なかなか素敵な名前だよねっ」


    「誰が火乃森だ！　一郎とのギャップを考えろ！」


    「子供の名前は、男の子なら『火乃森正しよう平へい』、女の子なら『火乃森元もと子こ』でどうかな？」


    「駄目だ！　普通っぽいのはやめろ！　せめて『火乃森阿ア虎トラ須ス』とか、『火乃森戦女神アテナ』とかにしろ！」


    「え～、そんなのヤダぁ」


    　……それから数分ばかりチチくり合ったのち。


    　ようやく気が済んだのか、龍牙は俺から離れてくれた。よく「英雄は色を好む」と言うが、こいつも相当なものだ。


    （夏休み初日からこの調子じゃ、とても身がもたねえ……）


    　フォローするわけじゃないが、普段の龍りゆう牙がは本当にカッコいいのだ。その凄すさまじい戦闘力で『奈な落らくの使徒』を倒す勇姿は、まさにヒーローそのものなのだ。


    　ああいう火ひ乃の森もり龍牙こそが、俺の求める主人公像なのに……。


    「心配しないで一いち郎ろう。『奈落の使徒』の動きには、ちゃんと目を光らせているから。夏休み中も町の巡回は続けるつもりだよ」


    　そこで龍牙が、やっと真ま面じ目めな話をしてくれた。


    　龍牙たちの活躍によって【魔神】コントンは倒され、使徒たちも大部分が退治された。しかし壊滅には至らず、まだこの町には僅わずかな残党が潜んでいるという。


    　使徒らは次なる王の復活を求め、その器となっている人間を捜している──一向に俺の前に現れないところを見ると、華のある奴やつばかり当たっているのかもしれない。


    「お父さんが言うにはね、他の四凶もこの近くで眠ってる可能性が高いんだって。かつて私のご先祖様たちが、幾度も【魔神】を封印してきた場所……それがこの町らしいから」


    「そ、そうか」


    「【魔神】コントンは、最後に言っていた。『いずれ他の三王も、復活するだろう』って。私は必ずその全てを倒してみせる……火乃森の宿命を、私の代で終わらせる」


    　龍牙の顔が、男の子になっている。


    　そう。俺はこういうお前がいいのだ。その凛り々りしい表情、力強い眼光こそが、本来あるべきお前なのだ。メイド服とか着てる場合じゃないぞ。


    「きっと次の【魔神】は、息を殺して復活の時を待っている……一体どこに潜んでるの？」


    　ここに潜んでます。


    「どんなヤツなんだろ、次の【魔神】」


    　かなり残念なヤツです。次の【魔神】。


    「ま、いっか。そんなコトを考えてても仕方ないよね。せっかく一郎といるんだし、今は恋人修行を頑張っちゃお！」


    　遺い憾かんにも、龍牙はすぐに女の子へと戻ってしまった。またしても俺の膝ひざにチョコンと乗ってきて、一段落したと思われたイチャイチャを再開する。


    「一郎、頭をナデナデして」


    「こ、こうか？」


    「頬ほっぺをツンツンして」


    「こ、こうか？」


    「次はコチョコチョして」


    「こ、こうか？」


    「あははは。くすぐった～い」


    　……これだけのスキンシップを毎度毎度しながらも、俺は鋼はがねの意思で「自分からは決して龍りゆう牙がにお触りしない」と決めていた。


    　それは小こ林ばやし一いち郎ろうの、サブキャラとしての矜きよう持じ。どれだけベタベタされようと、股間がムクムクしようと、俺は決してエロ展開に流されたりはしない。オッパイもお尻しりも太ふと股ももも、こちらからはタッチしない。


    　女主人公とは、「新品」であるべきだ。


    　龍牙が「あんなコト」や「こんなコト」をされるのは、同人誌だけで充分なのだ。
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    　それから二十分ほどのち。


    　杏きよう花かちゃんが帰宅するのと入れ替わりで、俺は火ひ乃の森もり邸ていを後にした。


    　龍牙からは「帰るの早いよお」と不満を言われたが、明日も来るからと約束して何とか納得させた。とにかく今日のところは、昼までに去らねばならない理由があった。


    （思ったより長居しちまった。もう迎えが来てるかも……）


    　──昨日の夜。俺にお誘いメールをよこしてきたのは、実は龍牙だけじゃない。


    　本日の俺には、まだ会わねばならない相手がいる。スケジュールが押している。


    　これも第一部でしゃしゃり出過ぎた、そのツケというべきか。


    　龍牙とトウテツの案件以外にも、小林一郎はいくつかの厄やつ介かい事を抱えているのだ。


    



    　ダッシュで自宅前まで戻ってくると、家の前に一台の外車が停とまっていた。


    　いわゆるロールスロイス・ファントムという、まず街中では見かけない高級車だ。黒塗りの重厚なボディはいかにも厳いかめしく、点滅するハザードランプまでもが偉そうに見えた。


    　……送迎してくれるのはありがたいが、できればもっと普通の車種にして欲しい。


    　ここは火乃森家みたいな上流層じゃなく、庶民が慎ましく暮らす一般住宅街なのだ。軽自動車の人だっているのだ。


    （まあ、最初はヘリをよこす気だったらしいから……それに比べりゃマシか）


    　そう思い直しながら車へと近付き、俺はそそくさと後部座席へ乗り込んだ。


    「小林様。お待ち致しておりました」


    　それと同時に、運転席の初老男性が、やたら仰ぎよう々ぎようしく挨あい拶さつをしてくる。


    　白髪混じりだが、ポマードでキッチリと固められた頭髪。綺き麗れいに整えられた口髭ひげ。そしてオーダーメイドなのだろう、高そうな燕えん尾び服ふく……顔立ちからして明らかに外国人なのだが、言葉はとても流りゆう暢ちようだった。


    「すみません、セバスチャンさん。ちょっと遅れました」


    「いいえ。では参りましょう。汐しお莉りお嬢様がお待ちです」


    　恭うやうやしく一礼すると、彼はすぐに車を発進させた。


    　……その「セバスチャン」という分かりやすい名前の通り、この運転手は執事さんだ。それも、かの世界的企業・雪ゆき宮みやグループに二十年以上も勤務している、軽く十か国語はペラペラだという、筋金入りの執事キャラだ。


    　会長からの信任も厚く、今はその愛まな娘むすめのお世話を任されているとのこと。会うのはこれで二度目だが、いつ見てもダンディーな人だった。


    （俺も一度でいいから、執事を雇ってみてえな。茶を淹いれてもらったり、肩を揉もんでもらったり……つい最近そんな体験をしたような気もするが）


    　程なくして前方が赤信号になり、車が停止する。


    　さっきから振動を全く感じないのは、やっぱり高級車だからだろうか。それとも運転技術のなせる業わざだろうか。


    「小こ林ばやし様。本日、ご予定は大丈夫でございましたか？　どちらかへお出かけになられていたようですが」


    　そこでセバスチャンさんが、再び口を開く。俺もこんな渋い低音ボイスになりたい。


    「大丈夫です。もう用事は済ませてきたので」


    「急なご招待で申し訳ございません。そして改めまして、いつもお嬢様と懇こん意いにして頂き、まことにありがとうございます」


    「俺みたいな平民とは、あまり懇意にしない方がいいんじゃ……」


    「いいえ。央おう明めい高校に入られてから、お嬢様は実に活いき活きとなさっております。これも小林様や、火ひ乃の森もり様たちのお陰でございましょう」


    　雪宮汐莉──それが龍りゆう牙がに続き、俺にお誘いメールをよこした二人目の人物である。


    　彼女は生きつ粋すいの令嬢なだけでなく、成績優秀、容姿端麗という学校のアイドル的存在。俺の調べでは、実に全校男子の五人に一人が惚ほれている。まさに王道の正統派ヒロインだ。


    　……それと同時に雪宮さんは、『奈な落らくの使徒』と戦う異能力者でもある。


    　すなわち、龍牙の「仲間キャラ」なのだ。彼女は治癒の異能を持つ、『祝命の巫み女こ』と称されるヒーラーなのだ。


    （色んな意味で、本来なら俺が絡むべきキャラじゃなかったんだよなあ……）


    　主人公の恋人候補であり、戦闘にも参加している雪宮汐莉は、まぎれもなくこの物語の主要人物と言える。


    　対する俺は、女子のスリーサイズ調査に血道を上げる、主人公のエロ友人……どう考えても月とスッポン、水と油の存在だった。


    　だがそんな俺たちの関係は、お互いを繋つなぐ接点だった火乃森龍牙が女だったことで、大きく変化してしまった。


    　何だかんだとあった末に、現在の俺は。


    　甚はなはだ不本意ながら、雪ゆき宮みや汐しお莉りの人生相談に乗る「専属アドバイザー」となっているのだ。


    



    　それから約三十分で、車は目的地に到着した。


    　山さん麓ろくに程近い、まるで自然公園のごとき緑豊かな私有地……その広大な「庭」を縦断した先に雪宮家の洋館はあった。館というより、ほとんど宮殿だった。


    （どんだけ金があったら、こんな土地と家が持てるんだよ……）


    　火ひ乃の森もり邸ていでも大概だと思うのに、それを遥はるかに上回るブルジョワがいた。これが大富豪というやつか。あれってトランプゲームだけの存在じゃなかったのか。


    「小こ林ばやしさん！　お待ちしていました！」


    　セバスチャンさんに案内され、館内へと足を踏み入れるなり。


    　そんな弾んだ声と共に、こちら目がけてパタパタと駆けてくる少女の姿が見えた。


    　腰まで届くロングヘアーに、品のある清せい楚そなサマードレス。袖そでがないため、肩口から指先までが惜しげもなく露出している。膝ひざ下から覗のぞく両脚はスラリと長く、細く、そして雪のように白かった。


    　いつもの制服姿とは違って、「お嬢様度」が格段にアップしている。胸が慎ましやかな点だけは残念だが、それを差し引いても最上ランクの美少女には違いないだろう。


    「やあ雪宮さん。今日はお招き頂いて──」


    「そんなことより、どうぞこちらへ！」


    　挨あい拶さつもそこそこに、雪宮さんが俺を引っ張っていく。何だかとても急いでいた。


    　……雪宮汐莉は、その身に【白びやつ虎こ】という守護神を宿している。それは天の四方を司つかさどる聖獣の一体であり、中央に位置する龍りゆう牙がの守護神・【黄こう龍りゆう】に従う眷けん族ぞくだという。


    　雪宮家は古来、その守護神を連綿と受け継いできた血筋なんだそうだ。『祝命の巫み女こ』というだけあって、女性にしか継承できないらしいが。


    「あ、あの、雪宮さん。一体どうしたの？」


    「いいからついてきて下さい！　小林さんのアドバイスが必要なんです！」


    　こちらの質問に要領を得ない言葉を返し、雪宮さんはどんどん進んでいく。


    　これはちょっと違う気がする。雪宮さんは本来、男に手を引かれる側のはず。そして相手の強引さに戸惑いつつも、頬ほおを染めて楚そ々そとついていく……そういうキャラのはず。


    　頼むから、ちゃんとセオリーを守って欲しい。「いいからついてこい」なんて、男前な発言は自じ重ちようして欲しい。


    「用事って何？　そんなに急ぎなの？」


    「たった今、ちょうどできあがったところなんです！」


    「え……」


    「冷めないうちに食べて頂きたいのです！」


    　そのセリフで、俺はたちまち相談内容を察してしまった。そして戦せん慄りつした。


    （まさかこいつ、何か作りやがったのか！　それを俺に食わせるつもりか！）


    　数多くの男子生徒を虜とりこにする雪ゆき宮みや汐しお莉りには、しかし一つのアクがある。彼女は「メシマズ属性」を持った少女なのだ。


    　その料理は、人じん外がいたるヴァンパイアすら青ざめるほど凶悪無比。だが彼女は、自身の腕を決して疑わない。この属性を備えた奴やつは、何な故ぜか「まず自分で味見してみる」という当たり前の行為をしないのだ。上う手まい＆美う味まいと決めつけているのだ。


    「昨日の夜からコツコツと下準備してたんですっ。自信作なんです！　それはもう、一流シェフが裸で逃げ出すほどの！」


    「何でシェフはフリチンになってんだ！　セ、セバスチャンさん、助けて下さい！　貴方あなたなら彼女の料理の恐ろしさを──」


    　悲鳴のごとき声で、後ろの執事に救いを求める。ところが。


    　──いなかった。


    　いつの間にか彼は、煙のように姿を消していた。


    （セバスの奴、逃げやがった！　畜生、さては最初から俺を人ひと柱ばしらに……！）


    　必死に足を踏ん張るも、雪宮さんは平然と俺を引きずっていく。何という馬鹿力。


    　そういえば、彼女は『力』によって身体能力を強化することができたのだ。治癒能力の本質とは、「生命に活力を与える」こと……なのでそういった応用も可能なんだろう。


    「フフ、小こ林ばやしさんの舌した鼓つづみを打つ姿が、目に浮かぶようです」


    「待ってくれ！　実は俺、もう昼飯を食ってきちゃったんだ！　こういう用事だって知らなかったから！　悪いけど満腹なんだ！」


    「大丈夫。まだいけます」


    「お前が判断するんじゃねえ！」


    「いけます。育ち盛りなんですから」


    「育つ前に死んじゃうから！」


    　……助命の嘆願も虚むなしく、俺は食堂らしき大広間へと連行された。


    　巨大な長方形のテーブルが中央にでんと置かれた、洋館にありがちな一室だ。食卓を取り囲む椅い子すを数えてみると、十六脚もあった。


    「小林さん、さあどうぞ！　ボルシチです！」


    　椅子の一つへと座らされた俺の前に、すでにその物体はあった。


    　一目で高価だと分かる皿に、一目で危険物だと分かる毒汁が満たされている。おまけに禍まが々まがしい瘴しよう気きを発している。


    （ボルシチって、確か赤色のはずだよな？　赤カブを煮込んだスープだから……）


    　なのに眼前にあるスープは、七色をしていた。良く言えば虹にじのよう、悪く言えば工場廃水のようだった。


    　──これを、食えというのか？　体内に摂とり入れろというのか？


    「さあ、どうぞ召し上がれ！　そしてご感想を！」


    　キラキラと瞳ひとみを輝かせ、雪ゆき宮みやさんが俺を促うながしてくる。天使のような悪魔の笑顔だった。


    （もはや逃亡は不可能だ。腹をくくるしかねえ）


    　震える手でスプーンを取り、そのボルシチ……もとい、暴留死致ボルシチを掬すくう。やたらトロみがあり、刺激臭がツンと鼻を突いた。


    （もしこれで死んだら、雪宮さんは第二部のＭＶＰだな。ラスボスを倒したんだから……）


    　そんなことを考えながら、南な無む三さんとばかりにスプーンにパクつく。


    　……不ま味ずいとか苦いとかいう以前に、痛かった。


    　口内がビキビキ痺しびれ、舌がメリメリよじれる。ついでに豆らしき具はガチガチにかたく、いくら噛かんでも潰つぶれない。明らかに俺の歯より硬度が上だった。


    「小こ林ばやしさん、いかがですか？」


    　胸の前で両手を組み合わせながら、雪宮さんが問うてくる。


    「実はお塩の量を、一匙さじほど間違えたかもしれなくて」


    　そういう次元の問題じゃないのだが、正直な感想など伝えられなかった。「これは料理じゃねえ、ヘドロだ」とは言えなかった。


    　雪宮さんはヒロイン候補であり、この物語のメインキャラだ。もはや前者のポジションは破は綻たんしてしまったが、それでも龍りゆう牙がと近しい存在であることに変わりはない。


    　ここで雪宮さんとの関係がギスギスするのは、非常に困る。いつか俺が「友人キャラ」に戻れたときのためにも、禍か根こんは残したくなかった。


    「もしかして……美お味いしくないですか？」


    　不安げに眉まゆを下げた彼女に、俺は慌あわてて首を振った。


    「い、いや、美味しくないことはないよ。そうだね、塩がもう一匙あれば完かん璧ぺきだったね」


    「ああ、やっぱり」


    　やっぱりじゃねえよと思いつつ、ヤケクソで何度もスープを飲んでみせる。幸いにも口内の感覚はなくなっていた。


    　ちなみに、豆はまだ噛み潰せていない。文字通り歯が立たない。


    「うん、でも悪くない。上達したね雪宮さん」


    「はいっ。よかったら、お代わりして下さいね！」


    　よくない。全然よくない。


    　とにかく彼女を悲しませないため、この一杯だけでも完食せねばと、根性を出してスプーンを動かす。豆は咀そ嚼しやくを断念し、もう飲み込むしかなかった。


    　……すると皿の中から、新たな刺し客かくが現れた。


    　薄くて四角い、ハンペンのような具だ。スプーンで掬すくい上げると、これまたガチガチにかたかった。しかも割と重かった。


    　さすがにこれは噛かみきれない。そこで俺は思いきって、豆やハンペンの正体を尋ねてみることにした。


    「あの、雪ゆき宮みやさん。質問していい？」


    「はい。何なりと」


    「このかたい豆なんだけど……食材は何？　フルーツの種かな？」


    「真珠パールを入れてみました」


    「お前は馬鹿なのか！」


    　穏おん便びんに済まそうと思っていたのに、我慢できず叱しつ責せきしてしまった。


    「食材でも何でもねえだろ！　十個ほど食っちまったじゃねえか！」


    「ダイヤやルビー、サファイアも入ってます」


    「ふざけんな！　きっと明日の俺、世界一ゴージャスなウンコ出すぞ！」


    「もう小こ林ばやしさんったら。ダメですよ、お食事中に」


    「それから、この四角いのは何だ!?　このハードなハンペンは！」


    「それは、私のスマホですね」


    「もうワケ分かんねえよ！」


    「どうりで昨日から見当たらないと……多分、調理中に入っちゃったんですね」


    　そう言って、テヘッと舌を出す雪宮さん。


    　分かってる、殴っちゃ駄目だ。元・ヒロイン候補を。メインキャラを。


    「でも安心して下さい。耐熱性ですから」


    「スマホの心配なんざしてねえよ！」


    「隠し味ということで」


    「ちっとも隠れてねえ！　おい、しかも何か着信が来たぞ！」


    　スプーンの上で、いきなりスマホがブルブルと振動を始める。着信音はベートーベンの「エリーゼのために」だった。


    　一晩中ずっと煮込まれておきながら……確かに凄すごい耐熱性だ。


    「この着信音は、お父様のご友人の方かしら。家族ぐるみのお付き合いをしている相手が、何人かおりまして」


    「いいから早く出ろ！」


    「えっと……ああ、アメリカのゲイツさんからですね。無視しましょう」


    「ゲイツさんをシカトするな！」


    　……結局、俺は暴留死致ボルシチを二杯も平らげて、再びセバスチャンさんに家まで送られた。


    　後部座席にグッタリと横たわる俺を、彼はバックミラー越しに何度もチラ見してきた。


    　とても申し訳なさそうな眼まな差ざしだった。


    



    　　　　　　　　　　４


    



    　一時間ほどの小休止を入れると、俺は再び家を出て、次なる用事へと向かった。


    　今日の予定はまだ終わっていない。俺にお誘いメールをよこしてきたのは、龍りゆう牙がと雪ゆき宮みやさんだけじゃないのだ。


    （まだ頭痛と吐き気が残ってるが、遅れるわけにはいかねえ）


    　──今度の相手は、蒼あおヶが崎さき怜れいさん。時間には厳しい人だ。


    　彼女もまた龍牙の「仲間キャラ」であり、【青せい龍りゆう】の守護神を宿した異能力者。長身でキリリと凛り々りしい、侍さむらいのごとくストイックな女剣士だ。


    　主要人物では唯ゆい一いつの三年生だけあって、そのプロポーションは群を抜いている。特筆すべきは、たわわに実った見事な巨乳か。彼女が剣をブンブン振るうたびに、胸もブルブル揺れる様は、まさに圧巻の一言である。


    （雪宮さんが男子生徒の憧れなら、蒼ヶ崎さんは女子生徒の憧れ……彼女も本来なら、俺が深く関わるべきキャラじゃなかった）


    　だがそんな俺たちの関係は、お互いを繋つなぐ接点だった火ひ乃の森もり龍牙が女だったことで、やっぱり変化してしまった。


    　何だかんだとあった末に、現在の俺は。


    　甚はなはだ不本意ながら、蒼ヶ崎怜の「専属コーディネーター」となっているのだ。


    



    「──来たか、小こ林ばやし」


    　火乃森邸ていに勝るとも劣らない、年季の入った巨大屋敷へと辿たどり着くなり。


    　門前で待ち構えていた蒼ヶ崎さんが、澄まし顔で俺にそう告げてきた。わざわざ出迎えてくれたのは恐縮だが、仁に王おう立ちする姿は寺の金こん剛ごう力りき士し像みたいだった。


    　夏休みになったというのに、今日もきっちりと制服を着ている。こちらを見み据すえる切れ長の両目は、相変わらずチビりそうなほど鋭かった。


    「遅れずに到着したのは誉ほめておこう。しかし何なんだ、その死にそうな顔色は。悪い物でも食べたのか？」


    「ちょっと、ジュエリーなヘドロを……」


    「ヘドロ？　まあいい、ついてこい小林」


    　それ以上の追及をすることなく、蒼ヶ崎さんが踵きびすを返す。同時に長いポニーテールがサラリと流れた。


    　そのまま彼女に追従し、庭を抜けて屋敷へ上がる。通されたのは彼女の私室ではなく、離れにある広い道場だった。


    　蒼あおヶが崎さきさんの家は、三百年の歴史を持つ由緒ある剣術道場だ。彼女は幼い頃から跡継ぎとして厳しい鍛錬を重ね、今では女子高生にして免許皆かい伝でんの剣腕を有している。


    　その太た刀ち筋は、神速にして華麗。真空をまとわせた木刀によって何でも両断してしまうことから、ついた異い名みようは『斬ざん舞ぶの剣士』──もっともその妙技は、古来より蒼ヶ崎家に伝わる守護神・【青せい龍りゆう】の加護なのかもしれないが。


    「今日はちょうど門下生たちが来ない日でな。家の者も出払っているので、そう硬くなる必要はないぞ」


    　冷えた麦茶を出してくれつつ、蒼ヶ崎さんが微ほほ笑えんでくる。


    　……それはつまり、意訳すると「今日はパパもママもいないの。小こ林ばやしくんと家に二人っきりよ」ということだ。


    　本来なら「硬くなるな」と言われても、嫌でも一部分が固くなってしまうところだが……残念ながら、全然そういう気持ちにはならなかった。


    　部屋で女の子と二人きりのシチュエーションには、龍りゆう牙がで慣れている。そして何より、俺は知っている。


    　これから何が始まるのかを。俺がどうして呼び出されたのかを。


    「では、少し待っていてくれ。支度してくる」


    　そう言って、蒼ヶ崎さんがいそいそと退出していく。


    　その背中を見送りながら、俺はとりあえず麦茶を一気に飲み干した。


    　水なら家で一リットルほど飲んだのだが、まだ口内がヒリついていた。さすがは雪ゆき宮みやさんの料理……後味の悪さもピカ一だ。


    （はあ。今日はもう帰って寝込みてえ）


    　心でそんな愚ぐ痴ちをこぼし、深い溜ため息いきをつく。


    　いや──寝込んでいる暇ひまはない。今の俺には「トウテツを処分する」という、夏休みの宿題より重要な急務が課せられている。


    　あの【魔神】を宿している限り、俺はおちおち夜も眠れない。ナイター中継のある日は、観たい番組も観られない。


    　ちなみに当のトウテツは、朝から静かなものだった。どうやら【魔神】というのは、一日の半分以上は宿主の中で眠っているらしい。猫みたいな奴やつらである。


    （ムツゴロウ王国で引き取ってもらえないかな？　いや駄目だ、あいつって俺のビジュアルしてるし……）


    　思案を巡らせていると、程なくして蒼ヶ崎さんが戻ってくる気配がした。


    「待たせたな、小林」


    　再登場した彼女が、軽快な足取りでこちらへ向かってくる。いわゆるモデルウォークというやつだった。


    　やがて俺の眼前まで来ると、蒼あおヶが崎さきさんの足が止まる。次いで彼女はその場でクルリと一回転し、片手を腰に当ててポーズを決めてみせた。


    （厳粛な道場で何やってんだ、この人は……）


    　蒼ヶ崎さんは制服を着替え、すっかり別人のような出いで立ちになっていた。


    　純白のシルクブラウスに、ピンクのフレアスカート。ブルーストライプのスカーフを首に巻き、髪留めにカンザシを使っている。よく見るとマニキュアだけでなく、ペディキュアまで塗ってあった。


    「どうだ小こ林ばやし。イケてるだろう！」


    　これでもかとドヤ顔をして、蒼ヶ崎さんがドヤ声で言い放つ。鼻息がここまで聞こえてくるようだった。


    　イケてるのは当たり前だ。


    　この服は、俺がコーディネートしたんだから。期末テスト中にも拘かかわらず、丸一日ショップ巡りに付き合わされたのだから。
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    「カッコいいだろう！　可愛いだろう！　ドキドキするだろう！」


    「ええ、まあ……」


    「このカンザシ、買ってよかった。やはり小こ林ばやしのセンスは見事だな！」


    「実は最近、密ひそかなブームなんです」


    　そこは俺も、自信を持ってお勧めした。あえて彼女のキャラを活いかし、和のアイテムを取り入れる……その見立てはやはり正しかった。


    「想定していた予算より三千円も安く、ここまでの買い物ができるとは……お陰で新しい稽けい古こ着が買えそうだ」


    「そっちを優先するべきなんじゃ……」


    　──古風でストイックな女剣士・蒼あおヶが崎さき怜れいには、実はこういう裏の顔がある。


    　彼女は流行に、とりわけファッションに敏感な、典型的ミーハー少女なのだ。龍りゆう牙がとはまた違った意味での、「お着替えショー」大好き人間なのだ。


    　ひょんなことからそれを知ってしまい、しかも何な故ぜかセンスを買われてしまい、俺はこんな状態になっている。それぞれのヒロインと、それぞれに内緒で密会しているのだ。


    「小林に比べれば、私はまだまだファッションに甘い。もっと研けん鑽さんせねば」


    　頼むから、剣の研鑽をして下さい。


    「これからも是非、私の新たな扉とびらを開けてくれ」


    　その扉、できたら閉じたままにして下さい。


    　……それからしばし、膝ひざを突き合わせてのファッション談義をしていたところ。


    「それはそうと小林。改めて確認しておきたいのだが」


    　やおら蒼ヶ崎さんが真ま面じ目めな顔になって、居住まいを正した。


    　その表情は、いつしか剣士のそれに戻っている。かつて五十体もの異い形ぎようを葬ほうむった、ラストバトルのときの彼女のように。


    「確認というのは外ほかでもない。先の【魔神】コントンと戦ったときのことだ。あの時の記憶がない小林に、訊きくだけ無意味なのかもしれないが……」


    「な、何でしょうか」


    「コントンとの決戦の直前、私は一人の女使徒と戦闘をした。『魅ミ怨オン』という、恐ろしく手て強ごわい敵だった」


    　魅怨──そいつは『奈な落らくの三さん姫き』を名乗る、幹部クラスの使徒のことだ。


    　俺は以前、自分が何者なのかを知りたくて、敵とコッソリ接触したことがあった。そして結果的に、出会った女使徒と顔見知りになってしまった。それが魅怨である。


    　蒼ヶ崎さんはラストバトルにおいて、その魅怨と一騎討ちになった。が、勝敗は決しなかった。俺の介入によってドローのような形となったのだ。


    　弁解するわけじゃないが、あの行動は蒼ヶ崎さんを死なせないために取ったものだ。その一方で、魅怨を死なせないためでもあったのだが。


    「どうだ小林。やはり何も覚えていないか？」


    　目を泳がせている俺に、蒼あおヶが崎さきさんがズイと身を乗り出してくる。美人なだけに、かえって迫力があった。


    （そりゃ、使徒と面識があったら気になるよな……）


    　当然ながら、俺はシラを切ることにする。


    　知り合いといっても、実際のところ魅ミ怨オンとは深い関係ではない。せいぜい膝ひざ枕まくらや耳掃除をしてもらった程度だ。あとパンツを見たくらいだ。


    「す、すみません蒼ヶ崎さん。あの日のことは、何度も思い出そうとしてるんですけど……朝からの記憶がスッポリと抜け落ちていて」


    　蒼ヶ崎さんが腕を組み、「ふむ……」と唸うなる。


    　どうも彼女は魅怨を取り逃がしたことを、決着をつけられなかったことを、ずっと気にしているようだった。やっぱりこの人の本質は剣士なのだろう。


    「あの女使徒は、いずれまた小こ林ばやしの前に現れる可能性がある。放置しては危険だ」


    「記憶がない俺が言うのもアレなんですけど……その魅怨って使徒のことは、そこまでこだわらなくてもいいのでは？」


    「何な故ぜだ？」


    「いや、その……魅怨って、俺を見て逃げ出したんですよね？　特に危害を加えてこなかったんですよね？　もしかして、これまでの使徒とは少し違うヤツなのかな？　なんて……」


    　これは本音だった。あの女使徒からは、何というか「人間味」っぽいものを感じるのだ。


    　初対面時は俺を殺そうとしていたし、凶悪は凶悪なんだろうけど、反面やけに面倒見のいい奴やつでもあった。俺の愚ぐ痴ちにも、夜遅くまでずっと付き合ってくれた。


    「小林。私は正直、君の眼力には一目置いている。しかし、さすがにそれは……」


    「もちろん単なる憶おく測そくです。ただ何となく、対話可能な相手なんじゃないかな？　と」


    「私とノリノリで戦っていたように見えたが」


    「使徒だから、バトル自体は好きなんでしょう。きっとそうでしょう」


    「使徒と分かり合うことなど、果たしてできるものだろうか……」


    　自身の顎あごを摘つまみつつ、また蒼ヶ崎さんが唸る。


    　……この上は俺がラスボスであるうちに、魅怨を捜すべきかもしれない。そして【魔神】命令で、悪事は控えるよう通達すべきかもしれない。


    　敵の幹部クラスには、一般人を襲うことより、主人公らの打倒に固執するタイプが一人はいるものだ。魅怨には、是非その立ち位置になってもらいたい。蒼ヶ崎さんと「因いん縁ねんのライバル関係」を構築して欲しい。


    　そういうサイドドラマは、物語に厚みをもたらす。上う手まくいけば丸々一冊、そのエピソードでお茶を濁にごせたり──


    「と、ところで小林。もう一つ確認してもいいか」


    　そんな俺の思考は、蒼あおヶが崎さきさんの一言によって中断された。


    「これはあくまで、参考のために訊きくのだが。別に深い意味はないのだが」


    「は、はい」


    　次は何を問い詰められるのかと、戦々恐々と身構えたところ。


    　どういうわけか、今度は蒼ヶ崎さんの方が目を泳がせていた。しきりにソワソワして、こちらをチラチラと窺うかがってくる。


    　そんな挙動不審を十秒ばかり続けたのち。やがて彼女は遠慮がちに、しかし単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊いてきた。


    「君は──年上は好きか？」


    「へ？」


    　質問の意味がよく分からなかった。


    　見ると、蒼ヶ崎さんの顔が異様に赤くなっている。額にうっすら汗まで浮かべている。首のスカーフをきつく巻き過ぎなんじゃないだろうか。


    「それは、交際相手というコトですか？」


    「う、うむ。まあそうだ」


    「特に年齢はこだわりませんけど」


    「ふ、ふうん。そうなのか。ふうん」


    　蒼ヶ崎さんの挙動不審が、どんどん加速していく。耳元の後れ毛をクルクルと指で弄もてあそび、下へ手たな口笛まで吹いている。ほとんど音が出てなかった。


    「いや、急にすまない。本当に深い意味はないんだ。ただ……」


    「ただ？」


    「最近よく思ってしまってな。龍りゆう牙がには私などより、汐しお莉りやエルミーラや里り菜なの方がお似合いなんじゃないかと……」


    「…………」


    「私には、その、もっと趣味が合う人の方がいいのではと……う、嘘うそ嘘！　今のナシ！」


    　そこまで言って、いきなり蒼ヶ崎さんがガバリと立ち上がった。続いてベチベチと自分の両りよう頬ほほを叩き、ブンブンと頭を左右に振る。


    「よ、よし、今日はこれでお開きだ！　私は稽けい古こに戻らせてもらう！」


    「えっ？　あの、蒼ヶ崎さん」


    「また近く連絡する！　つ、次はショッピングだけでなく、ランチとディナーにも付き合ってもらうぞっ！　いいな！」


    　……そんなこんなで、俺は瞬またたく間に屋敷から追い出されてしまった。


    　門前にポツリと残され、しばらく途方に暮れる。彼女が何を言いたかったのかは、すでに胸中では薄々察していた。


    （もしかして俺、アプローチされてたのか？　蒼あおヶが崎さきさんの中で、俺はリューガよりも特別な存在になりつつあるのか？）


    　ヒロインズの中でも、とりわけ由々しきフラグのような気がする。が、ともあれ解放されたのはありがたい。どのみちあと十分ほどで辞去するつもりだったのだから。


    　本日の俺には、まだ会わねばならない相手がいる。お誘いメールをよこしてきた最後の一人が残っている。


    　つまり俺は昨夜、計四人からの呼び出しを受けていたのだ。


    　何かもう、売れっ子タレントのような忙しさだった。
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    「待っていましたわよ、小こ林ばやし一いち郎ろう」


    　そろそろ昼の三時を過ぎようかという頃。


    　俺は母校である央おう明めい高校を訪れ、自分の教室に足を踏み入れたところだった。


    　夏休みなので、学校に来ているのは部活動がある一部の生徒だけだ。当然ながら教室には誰もいるはずがなく……だからこそ彼女は、ここを待ち合わせ場所にしたのだろう。


    「日本の夏は、暑くて困りますわね。蝉せみのシャウトも激しいし」


    　世間話めいたセリフをよこしつつ、その密会相手は小さく肩をすくめた。


    　非の打ちどころなく整った、西洋人形のごとき美び貌ぼう。華きや奢しやながらも女性的な丸みを帯びた、しなやかな肢し体たい。そして、燃えるように赤いミディアムロングの頭髪。


    　どことなく高貴な雰囲気を感じさせるが、その一方で俗っぽい愛あい嬌きようも併あわせ持っている。まさにミステリアスを絵に描いたような少女だった。


    「それにしてもアナタ、ずいぶんと顔色が優れませんわね。どうかしましたの？」


    「別に何でもないよ。軽い食あたりだ」


    「お気をつけなさい。この季節、食べ物は傷みやすくなっていましてよ」


    　教卓の上に足を組んで座りながら、少女がホホホと上品に笑う。行儀が良いのか悪いのか、はっきりして欲しい。


    　……彼女の名は、エルミーラ＝マッカートニー。一学期の頭に、俺や龍りゆう牙がのいるクラスに転入してきた東欧出身の外国人だ。


    　しかしそれは仮の姿。エルミーラさんの正体は、『常とこ闇やみの血族』と呼ばれるヴァンパイアなのだ。おまけに【朱す雀ざく】の守護神をその身に宿す、龍牙の「仲間キャラ」でもあるのだ。


    　その異能は、炎を自在に操あやつること。髪が真っ赤なのも、そのためだろうか。地毛なので先生たちも注意ができないという。


    「では、早速ですがよろしくて？　もうお腹ペコペコですわ」


    　教卓から音もなく降り、エルミーラさんがチョイチョイと手招きしてくる。


    　俺は仕方なくそれに従いつつ、シャツのボタンを上から三つほど外した。


    　エチケットとしてデオドラントスプレーでもしてきたかったのだが、彼女はそれを嫌がるのだ。「添加物は不要ですわ」と。


    「さあ小こ林ばやし一いち郎ろう、そこに座って」


    　近くの席に俺を座らせ、エルミーラさんが背後へと回る。しなやかな指先にそっと頬ほおを撫なでられ、思わずビクリと全身で反応してしまった。


    「ウフフ。今さら緊張することもないでしょう？」


    「い、いいからさっさとやってくれ」


    　……人ひと気けのない教室で密会し、ピッタリと寄り添う男女。傍はたから見れば、これからエロい行為でも始まるように思うだろう。


    　が、これから始まるのは「食事」である。正確に言うと「エネルギー補給」である。


    　吸血鬼たるエルミーラ＝マッカートニーは、血液を炎に転化することができる。しかしそのための吸血行為を、彼女は龍りゆう牙がから禁じられている。吸っていいのは龍牙の血だけ……そういう約束になっているのだ。


    　なのに、どうして俺がこんなことをしているのか？


    　龍牙に内緒で、コッソリ血を与えているのか？


    　──答えは簡単。俺の血が美う味まいからだ。一度たまたま吸わせて以降、彼女がすっかり病みつきになってしまったからだ。


    　そんなわけで現在の俺は……甚はなはだ不本意ながら、エルミーラ＝マッカートニーの「専属ドナー」となっている。定期的な献血に協力している。


    「ああ……待ち焦がれましたわ。十日もお預けでしたのよ？　昨日くらいから、禁断症状で手がブルブル震えてましたの」


    「俺の血は、何かヤバい成分でも入ってんのか」


    「フフ、そうかもしれませんわね」


    　甘い囁ささやきが、吐と息いきと共に耳をくすぐる。いつしかエルミーラさんは、後ろから俺をガッチリ抱き締めていた。背中にムニリと当たる二つの感触は……みなまで言うまい。


    （こんなところを誰かに見られたら、エラいことになっちまうな）


    　特に龍牙に見られたら、ただじゃ済まないだろう。自身を光弾と化しての爆撃、通称「ドラゴン・ファング（俺の命名）」をお見舞いされかねない。


    「小林一郎、もっと肩の力をお抜きなさいな。目を閉じて、ゆっくり呼吸をして……はい、ヒッヒッフー」


    「ラマーズ法じゃねえか。というか、人目につかない場所は他にもあったろ」


    「学校なら、すぐに保健室へ直行できるでしょう？」


    　言うなり、エルミーラさんが俺の首筋にかぶりついた。


    　一瞬だけチクリとしたのち、彼女の舌が這はうこそばゆい感覚へと変わる。シンと静まり返った教室に、しばしピチャピチャという怪しい音だけが続く。


    　毎度のことながら、いかがわしさ極まりない。


    　そして毎度のことながら、次第に貧血で視界がチカチカとしてきた。


    「あの、エルミーラさん。そろそろ……」


    「まだですわ」


    「もうそれくらいで……」


    「まだですわ。今日はとことん飲みましょう」


    「その居酒屋の感覚やめろ！　お前しか飲んでねえし！」


    「静かになさい、人が来ますわ。……はむはむ」


    「おい！　何を食ってる！」


    「スルメですわ。アナタの血によく合いますの」


    「オッサンかお前は！」


    　……結局、エルミーラさんが離れてくれたのは、それから三分後だった。


    　満足げにハンカチで口元を拭っている彼女を、俺は床に倒れながら朦もう朧ろうと見上げていた。真夏なのに、異常に寒かった。


    「ふう。ご馳ち走そう様ですわ」


    「あと二秒も吸われてたら……マジで死んでたぞ……」


    「大おお袈げ裟さですわねえ」


    「お前……第二部のＭＶＰになってたぞ……」


    「何を言ってますの？　ところで小こ林ばやし一いち郎ろう」


    　俺の言葉に取り合わず、エルミーラさんが話題を変える。介抱してくれる気など微み塵じんもないようだ。


    「アナタには言ってませんでしたけど、実はワタクシ……小説を書き始めましたの」


    「小説？」


    　こいつにそんな趣味があるとは知らなかった。意外とクリエイティブな吸血鬼だ。


    　まあ、蒼あおヶが崎さきさんのようにラストバトルのことを追及してこないだけマシと言える。ここは話を合わせておこう。そしてさっさと保健室で休もう。


    「それ、どんな小説？」


    「フフ、聞きたくて？　いいですわ、特別に教えてあげましょう」


    　勿もつ体たいぶるように、一つコホンと咳せき払いをしてみせるエルミーラさん。どう見ても語りたくてウズウズしていた。


    「親友である龍りゆう也やと次じ郎ろうが、禁断の恋に落ちる物語ですわ」


    「龍りゆう也やと、次じ郎ろう……」


    　そのモデルが誰と誰かなど、考えるまでもない。名前で丸分かりだ。


    「どんどん惹ひかれ合う二人。そこに立ち塞ふさがる様々な障壁。そして、やがて明かされる前世からの因果……そんな美しくも激しい、壮大な純愛ストーリーですわ」


    「でも、男同士なんだろ？」


    「何か問題ありまして？」


    　エルミーラさんが、どんどん腐女子になっていく。龍りゆう牙がの正体を知ったら、さぞヘコむことだろう。


    「この学校の文芸部には、たくさん同好の士がおりますの。今日はその活動日ですわ」


    「場所を学校にしたの、お前の都合じゃねえか！」


    　床に横たわったまま、俺は非難の声を上げる。体を起こす余力はなかった。


    「ワタクシの作品、大人気ですのよ」


    「一つ聞かせろ！　次郎はどっちの担当なんだ！　まさか……ぶち込まれる方か!?」


    「ぶち込まれる方ですわ」


    「ぶち込まれる方かよ！」


    「もう完全にぶち込まれますわ。龍牙に」


    「龍也だろ！」


    「号泣しますわ。一いち郎ろうは」


    「次郎だ次郎！　そりゃ泣くだろ俺だって！」


    　その後。


    　エルミーラさんが意気揚よう々ようと文芸部へ向かってしまったので、俺はナメクジのように這はいながら自力で保健室に辿たどり着いた。十五分もかかった。


    　立てるようになった頃には、もう日が暮れていた。
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    　フラフラになりながら帰宅すると、俺はそのまま茶の間にバタリと倒れ込んだ。


    　時刻はすでに、夜の八時前。重度の貧血に加え、昼に食べたヘドロが腹痛を引き起こし、コンビニのトイレを梯はし子ごして戻ったからだ。


    　……長い一日だった。今日だけで十日分ほどの気力と体力を使ったような気がする。今度からは、ちゃんと日程を調整しなければ。


    （もう晩飯は抜こう。カップラーメンすら作る元気がねえ……）


    　突っ伏しながらそんなことを考えていると。


    　いきなり俺の顔をヒョイと覗のぞき込んできた奴やつがいた。いつも見慣れている、さして特徴のない、自分と全く同じ容よう貌ぼう……トウテツだった。


    　感心にも俺の言いつけを守り、家に着くまで出てくるのを控えていたようだ。なかなか律りち儀ぎな【魔神】である。


    「旦那、かなりお疲れみたいっスね」


    「色々あってな……」


    「大体は把握してやす。ちょいちょい起きてたんで。いや～、旦那って人気者だなぁ」


    「このペースだと、夏の間に力尽きちまう……」


    「蝉せみみたいだなぁ。ちょっと待ってて下さい。茶漬けくらいなら食えるでしょう？」


    　能天気に笑いつつ、トウテツが台所へと消えていく。


    　程なく用意されたお茶漬けは、即席でありながら非常に美う味まかった。丁てい寧ねいにほぐされた塩しお鮭ざけに、ほんのり香るワサビの風味……雪ゆき宮みやさんよりよっぽど料理上じよう手ずだ。


    「ふう。お陰で少し生き返った」


    「体には気を遣って下さいよ。旦那が死んだら、俺だって困るんスから」


    　トウテツが心配するのも無理はない。依より代しろがいなければ、【魔神】はこの世に存在できないのだから。


    　仮に俺が死ねば、トウテツはまた宿主を探さねばならない。だが、【魔神】の器として耐えられる人間は稀少……ほとんどの者は、憑つかれた瞬間に死んでしまうという。


    　ちなみに【魔神】は、好き勝手に「引っ越し」ができるわけじゃないらしい。宿主を変えるための、彼らなりの条件があるんだそうだ。


    　一つ──宿っている器が死んでしまうこと。


    　一つ──今の宿主が存命中なら、その本人から「引っ越し」の許可を貰もらうこと。


    　そのどちらかを満たすことで、初めて宿主を変えられるらしいが……正直、大した条件じゃないと思う。


    　前者は当たり前のことだし、後者に至っては許可を出さない人間などいるはずがない。むしろ新しい宿主の許可を貰う方が、何倍も大変だろう。


    （俺だって、こいつが去る許可ならいくらでも出す。金一封も出していいくらいだ）


    　旅のサーカス団にでも引き取ってもらえないだろうか……などと思っていたとき。


    　テーブルの斜はす向かいに座るトウテツが、お茶をすすりながら語りかけてきた。


    「それにしても……現世の【白びやつ虎こ】、【青せい龍りゆう】、【朱す雀ざく】は、どいつもこいつも優秀な器たちみたいっスね」


    「え？」


    「とりわけ【黄こう龍りゆう】の器は、これまでで一番の大物かもしれやせん。ありゃコントンがやられるワケだ」


    　……その言葉に、俺はたちまち全身に緊張を走らせた。


    　もしやこいつは今日一日、俺の中に潜みつつ敵を観察していたのか？　どんな性格で、何が弱味なのかを、ずっと探っていたのか？


    　だとしたら俺は、トウテツの企たくらみに協力したことになる。各メインキャラを一人ずつ、そのプライベートまで詳しく紹介したことになる。


    「お前──まさか、やるつもりか」


    　恐る恐る尋ねてみると、【魔神】が「はい？」と間抜けな返事をした。


    「やるって、何をっスか」


    「近く俺の意識を乗っ取って、リューガたちを襲うつもりか？　世界を滅ぼすために……」


    　俺の問いを受け、トウテツが姿勢を改める。こちらを見み据すえるその顔が、いつになく真剣だった。普段はトボケたキャラだが、やっぱりこいつも【魔神】ということか。


    「それなんですがね旦那。もう俺、そういうヤンチャは卒業しやす」


    「へっ？」


    　予想外の一言に、今度はこっちが間抜けな返事をしてしまった。


    「……何だって？」


    「戦ったりはしやせん。人間にも手は出しやせん」


    　それは聞き捨てならない。そりゃ俺だってラスボスなんてゴメンだが、トウテツは俺と立場が違う。だってこいつは【魔神】だもの。


    「理由は二つ。一つは、旦那の意識を乗っ取ることは、俺には多分できやせん」


    「何でだよ！　コントンは杏きよう花かちゃんを支配してたぞ！　ちょっと抵抗されてたけど！」


    「そこは一長一短ってヤツでさぁ。知っての通り、俺らが宿る人間には『器としての素質』が不可欠なんスけど……そういう人間って、得てして抵抗力もあるんで。コントンの野郎も、火ひ乃の森もり杏花には手を焼いてたでしょ？」


    　そういえば、コントンが復活する少し前、杏花ちゃんが発熱して寝込んだことがあった。彼女はずっと【魔神】に抗あらがっていたのかもしれない。


    　つまり、【魔神】の器として耐えられる人間は、それだけ精神力も強きよう靭じんなのだ。確かに彼らにとっては痛し痒かゆしだろう。コントンなどは、そのお陰で敗北したと言っていい。


    「ここだけの話、旦那の抵抗力はそれ以上っス。少なく見積もっても、火乃森杏花の数倍はありやす。下へ手たすりゃ逆にこっちが支配される恐れがありまさぁ」


    「何で俺、そんなに強いのっ？」


    「こればっかりは、持って生まれたモンとしか……旦那はそれだけ凄すげぇお人ってコトでさぁ。最強の小こ林ばやしでさぁ」


    「嬉うれしくねえし、カッコよくもねえよ！」


    　宿主の素質なんて、俺はいらない。そんなものがあっても、友人キャラには何の役にも立たない。というか邪魔だ。


    「で、もう一つの理由は何だよ」


    　自分の問題をひとまず脇わきに置いて、俺は再び本題に戻す。


    　トウテツが職務放棄をしたい理由は、もう一つあるとのこと。こいつを説得するのは、そちらも聞いてからだ。


    「そ、それは」


    　すると、途端にトウテツの歯切れが悪くなった。


    　俺から視線を外し、こめかみをポリポリと掻かき、しきりに尻しりを浮かせて座り直している。ラスボスがやっちゃいけないリアクションだった。


    「やっぱ、そっちも言わなきゃダメっスかね……」


    「当たり前だ。俺にはお前の器として、それを知る義務がある」


    「うう……参ったなぁ」


    　たっぷり二十秒ほど逡しゆん巡じゆんしたのち、ようやくトウテツが重い口を開く。


    　何な故ぜだか異様にモジモジしていた。自分がはにかむ姿が、こうも気持ち悪いとは。


    「火ひ乃の森もり龍りゆう牙がとは、戦いたくねぇんでさ」


    「何でよ」


    「それは、その……火乃森龍牙って、か、可愛いじゃないっスか」


    「…………」


    「ぶっちゃけ、嫌われたくないっていうか……今のまま旦那をパイプ役にして、彼氏でいたいっていうか……」


    「惚ほれてんじゃねえよ！」


    　ヘトヘトにも拘かかわらず、俺は怒声を上げて立ち上がっていた。


    　こいつは何を言ってるんだ！　何を赤くなってんだ！　ラスボスのくせに！　【魔神】のくせに！　四凶のくせに！


    　俺が必死こいて「友人キャラ」に戻りたがってるのに、現状の「恋人キャラ」志望だと!?


    　龍牙の打倒に燃えていたわけじゃなく、単に萌えていただけだと!?


    「いいかテッちゃん！　俺はリューガの友人キャラに戻りてえんだ！　お前なんか今すぐヤフオクに出品して、送料負担で売り飛ばしてえくらいなんだ！」


    「や、やめて下さいよぉ。龍牙たんのコスプレ、見れなくなっちまうじゃないっスかぁ」


    「龍牙たんって言うな！　奴やつは憎き『龍神の継承者』だぞ！」


    「旦那はどのコスプレが好きっスか？」


    「バニーガールだ！」


    「俺はナースかなぁ。今日のメイドさんも良かったなぁ」


    「いや、お前は分かってねえ。あいつの美尻は、ウサギの尻しつ尾ぽを得たときこそ最大限に魅力を発揮……そうじゃねえだろ！　もっとラスボスとしての自覚を持て！」


    　テーブルをバンバン叩いてみせたが、トウテツは聞いていなかった。


    　だらしなく頬ほおを緩ゆるませ、コスプレ龍りゆう牙がに思いを馳はせつつヨダレを拭っている。……いよいよ駄目だ、この【魔神】。もう本当に、何もかも駄目だ。


    「分かった！　俺も協力する！　だから戦ってくれテッちゃん！」


    「龍牙たんを攻撃するなんて、俺には無理でさぁ。怪け我がでもさせたらどうするんで？」


    「奴やつには治癒能力がある！　構うこたぁねえ！」


    「はあ。龍牙たんと砂浜で追いかけっこしたいなぁ……」


    「話を聞け！」


    「テッちゃんって呼ばれてみたいなぁ……」


    「世界を滅ぼせや！」


    「あ、何でしたら残りの四凶、俺が倒しやしょうか？　使徒たちも殲せん滅めつしやしょうか？」


    「どんな超展開だよ！　おかしいだろ第二部！」


    　……それから小一時間ほど説得を試みたが、トウテツは頑として聞き入れなかった。「龍牙たんペロペロ」の一点張りだった。


    （こうなったら──友人キャラに戻るのは一いつ旦たん中止だ）


    　ちゃんとラスボスとして、龍牙たちに倒されねば。


    　ちゃんと第二部を成立させなければ。


    　もはや「また主人公の身内がラスボスかよ」なんて批判を気にしている場合じゃない。このまま放っておいたら、トウテツはマジで役割を放棄してしまう。


    （やるしかねえ、ラスボスを。リューガの敵に回るしかねえ）


    　そしてトウテツを滅ぼしてもらい、謎なぞキャラから脱却し、綺き麗れいな体になるのだ。悲願の友人キャラ回帰は、そのあとだ。


    　……考えてみれば、【魔神】から解放される方法は、「器が死ぬこと」と「引っ越しの許可を出すこと」だけじゃない。それはこいつらの事情だ。


    　宿主側からすれば、要は【魔神】そのものが消滅すればいいのだ。それが最もベストな解決法だろう。


    （大丈夫。【魔神】が滅んでも器が無事に残るのは、杏きよう花かちゃんで証明済みだ。テッちゃんさえ処分できれば、俺は晴れて一般人に戻れる）


    　ラスボスでも友人でも、「主人公を輝かせる」という俺の立場に変わりはない。


    　ならば当面、小こ林ばやし一いち郎ろうは──微力ながら悪役を務めてみせよう。


    　恐怖と混乱を、世界にもたらしてくれよう。龍牙たちを窮地に陥おとしいれてくれよう。


    　この夏限定で。
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    　翌日の昼過ぎ。俺は早速、ラスボスとしての行動を開始した。


    　本当なら朝一から動きたかったのだが、午前中は例によって龍りゆう牙がとイチャつかねばならなかった。修行という名のコントに付き合わねばならなかった。


    　でも、今日は他に呼び出しは受けていない。ここからが俺の真なる夏休みだ。


    （その夏休みが、まさかこんなコトになっちまうとは……まあ愚ぐ痴ちってても始まらねえ。やると決めた以上、しっかりラスボスを務めないと）


    　街へ繰り出すに当たって、とりあえず悪者らしく黒いコートとサングラスで決めてみた。うん、悪そうだ。これなら地味なビジュアルを充分ごまかせるだろう。


    　……が、やっぱり暑いのでしまうことにした。熱中症になっては元も子もない。


    「旦那。どこかにお出かけで？」


    　玄関で靴くつを履いていると、顕けん現げんしたトウテツが声をかけてきた。


    　Ｔシャツ姿の俺と違い、今日も【魔神】は制服姿をしている。区別をつけるため、常にその格好でいるよう命じたのだ。


    「ちょっと外を巡回する。くれぐれも俺から出てくるなよ」


    「はあ。で、何しに行くんで？」


    「『奈な落らくの使徒』を捜す」


    「捜してどうするんで？」


    「ここに【魔神】がいることを知らせる。残党を掻かき集め、態勢を立て直すんだ」


    　まずそれが、ラスボスとしての第一歩だと思う。トウテツが異界との扉とびらを開けない以上、こちら側に残っている使徒らを頼るしかない。


    　前にトウテツは「部下など必要ない」と言っていたが、やっぱり手て駒ごまは必要だ。それも、できれば魅ミ怨オンのような幹部クラスが望ましい。


    「やめやしょうよぉ。龍牙たんと仲良くしやしょうよ」


    「腑ふ抜けてんじゃねえ！　このゆとり【魔神】が！」


    　未いまだラスボスに乗り気でない【魔神】を、俺は上司のごとく一いつ喝かつする。


    「見てろよテッちゃん！　俺がお前に『悪』というものを教えてやる！　四凶の恐ろしさを、愚かなる人間どもに思い知らせてやる！」


    「何か俺たち、役どころが逆になってやせん？」


    「誰のせいだと思ってんだ！」


    「それより今日の龍牙たんの警官コスプレ、最高でしたね。あんな子に職質されたいなぁ」


    「全く、口を開けばリューガリューガと……」


    　とりあえずトウテツを自分の中に押し込み、まず駅前へ向かうことにした。あそこなら人も多いので、使徒が紛まぎれ込んでいるかもしれない。


    　その道中でも、俺はずっとトウテツに「正しいラスボスのあり方」を説き続けた。何で被害者たる器が、こんなレクチャーをしなければならないのだ。


    （まあいい。その代わり、やらかす悪事のツケは全部こいつに押しつけてやる）


    　全ては【魔神】の意思によるものであり、従って罪の清算もトウテツにしてもらう。言うなれば、『部下が勝手にやりました作戦』である。


    　俺はただ、意識を乗っ取られ操あやつられていただけなのだ。


    　心の中では「やめろ【魔神】！　俺は、俺はこんなことを望んじゃいない！」と、懸命に叫び続けていたのだ。


    　そういう設定でいこう。


    



    　しかしながら使徒捜索は、俺の予想以上に難航した。


    　どこを捜しても、それらしき奴やつは一向に見つからない。念のため廃工場など人ひと気けのない場所も当たってみたが、結果は同じだった。


    （少しでも邪じや気きを発してくれてれば、俺なら感じ取れるんだけど……やっぱ使徒たちも警戒してるのかな）


    　一時は百体以上もこちらへ来ていた彼らだが、そのほとんどが第一部のラストバトルで倒されてしまった。しかもコントンが開いた異界との扉とびらは、今や全て封印されている。新たに使徒がやってくる望みはない。


    （俺も結構な数をやっちまったからなあ。失敗したなあ……）


    　あと何体くらい生き残ってるんだろうか。ボヤボヤしていると、貴重なそいつらまで龍りゆう牙がたちに狩られてしまいかねない。その事態は避けたかった。


    （もう幹部クラスなんて贅ぜい沢たくは言わねえ。ザコでもいいから出てきてくれ……！）


    　何の収穫もないまま二日、三日と過ぎていき、そろそろ本格的に焦り始めた頃。


    　ようやく俺は──その機会に巡り合えた。


    　今日も成果を挙げられず、諦あきらめて家に戻ろうとした四日目の夜だった。自宅付近まで来たところで、どこからか漂ってくる微かすかな邪気を感知したのだ。


    （来た！　これは間違いなく使徒の気配だ！）


    　すぐさま走り出し、邪気がする方向を目指す。


    　辺りはすっかり闇に包まれ、すれ違う通行人もいなかった。それほど離れた場所じゃないはず。まさかこんな近くに潜んでいたとは……世間は広いようで狭い。


    （どんな使徒だろう？　できたらライオン型とかピューマ型がいいな）


    　異界の住人たる『奈な落らくの使徒』は、みんな何らかの生物がベースになっている。普段は人間に化けているが、その正体は獣けものや魚や虫をモチーフとした異い形ぎようなのだ。


    （頼む、どうかカッコいい使徒であってくれ！）


    　くれぐれもゲジゲジ型とか、チワワ型とか、マリモ型とかはやめて欲しい。贅ぜい沢たくは言わないつもりだったが、いざ発見したとなると欲が出てしまう。現金なものだ。


    　……辿たどり着いたのは、家から数百メートルほど行った先にある墓地だった。


    　そこそこの面積があり、墓石がブロック分けされて整然と並んでいる。一方でやたら木々が目につくのは、かつてここら一帯が雑ぞう木き林ばやしだった名な残ごりか。


    （あれ、邪じや気きが消えてる……まさか去られちゃったか？）


    　急ぎ足で墓地へと踏み入り、暗い小道を突き進む。


    　吹き抜ける風は生暖かく、ザワザワと揺れる枝葉が人影に見えた。俺は結構、魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいは平気なタイプなのだが……それでも薄気味悪いことには変わりなかった。


    （旦那、帰りやしょうよ。オバケでも出そうですぜ）


    　ふと頭の中で、トウテツの声がする。俺たちはこういう内線通信が可能なのだ。


    （使徒なんざ放っときやしょうよぉ。俺、魑魅魍魎の類いはちょっと……）


    「お前も似たようなモンじゃねえか」


    　意気地のない【魔神】に呆あきれつつ、なおも進み続けると。


    　間もなく俺は、「現場」に到着した。


    「あ──」


    　結論から言うと、使徒はいた。だが一足遅かった。


    　バッファロー型とおぼしき大柄の異形が、地面に伏している。そして、どんどん消滅を続けている。


    　使徒は倒されると、骸むくろがこのように融ゆう解かい・蒸発してしまうのだ。つまり彼は、誰かに倒されてしまったのだ。


    （な、何てこった……）


    　しかも倒した当人だろう相手が、まだそこにいた。


    　こちらに背を向けて、両手を腰に当てて、偉そうに使徒を見下ろしていた。


    　上は拳けん法ぽう着、下はスパッツという、墓地にそぐわない格好をした小柄な少女だ。おまけにその背中には、大きく「亀」の一文字……某マンガに酷似した道着である。


    「ふう、いっちょ上がりっと……あれ？」


    　そこで初めて、彼女がこっちを振り向く。


    　クリクリとした目の、ペッタンコの胸の、まるで中学生のように幼い容姿。ショートカットに鉢巻きという、いかにも活発そうなボーイッシュ童顔娘。


    　それは──黒くろ亀がめ里り菜なだった。


    　龍りゆう牙がの幼馴染みの、家が隣の、家族ぐるみの付き合いをしているという、二年Ｅ組の里り菜なちゃんだった。


    「キミって確か、龍ちゃんの彼氏の……」


    　こちらをマジマジと窺うかがいつつ、黒くろ亀がめさんが近付いてくる。誰が彼氏だ。


    　見たところ武器は持っていない。ということは……素手で使徒をぶっ倒したのか？


    （多分こいつは拳けん法ぽう使いだ。それも、かなりの手て練だれだ。戦闘直後のはずなのに、汗一つかかず息も切れてねえとは……たかが亀だと侮あなどっていた）


    　──この黒亀里菜は、四し神じんの一体・【玄げん武ぶ】を守護神に持つ少女だ。


    　そして【魔神】コントンが開いた異界の扉とびらを、ことごとく封印した張本人でもある。その能力から『星せい壁へきの守もり人びと』と呼ばれる、この世界の守りの要……純粋な防御力では【黄こう龍りゆう】をも遥はるかにしのぐ、龍牙の盾たてであるという。


    （その【玄武】のポジションって、絶対に俺だと思ったんだけどな……あんな早とちりをしなけりゃ、ラストバトルに参加なんてしなかったのに）


    　ちなみに黒亀里菜は、火ひ乃の森もり龍牙が女の子であることを知る数少ない存在だ。そういう意味では、他のヒロイン候補と比べてやや特殊な立ち位置にいると言える。


    　ただし極度にマイペースな性格をしており、あまりメインストーリーに絡んでこない傾向がある。同じ四神でありながら、雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさん、エルミーラさんとは一線を画したキャラなのだ。それが俺にとっては災いとなったわけだが。


    　そんな俺の胸中をよそに、黒亀さんが両手をパンと合わせた。


    「思い出した！　キミ、鈴すず木き太た郎ろうくんだよねっ？」


    「小こ林ばやし一いち郎ろうだ」


    「惜しい！　そっちかあ！　覚えにくいから『イッくん』って呼ぶね！」


    　失敬な亀だ。ついでに馴なれ馴れしい亀だ。


    「で、どしたのイッくん。こんなトコで」


    「え？　いや、あの、散歩してたんだけど……」


    「墓地を？」


    「ま、まあな。人もいないし、涼しいからな」


    「やめときなよ墓地なんて。ここ、使徒出るよ？」


    　すでに原形がなくなっている使徒の残ざん骸がいを見やり、俺は「……そうみたいだな」と頷うなずくしかなかった。


    「そいつ、黒亀さんが一人で倒したの？」


    「うん、一人で。一分で」


    　……本物の【玄武】、強え。


    　やっと見つけた使徒だったのに。しかも見栄えのいいバッファロー型だったのに。


    　まあ、仮に間に合っていても、使徒に加勢して黒くろ亀がめさんを襲うことはできなかった。俺はこの第二部において、龍りゆう牙が陣営から犠ぎ牲せい者や怪け我が人を出すつもりはない。全て八や百お長ちようでいこうと思っている。


    「あっ、そうだ！　イッくんに一つ、伝えるコトがあったんだ！」


    　使徒の件を早々に切り上げ、黒亀さんが話題を変える。話には聞いていたが、凄すさまじいマイペースっぷりだ。第一部のラストバトルに間に合わなかったのは伊達だてじゃない。


    「明後日あさつてから二日間、スケジュール空いてる？　龍ちゃんと杏きようちゃんと一緒に、千ち賀が山やまへ行くんだけど」


    「え……」


    　言うまでもなく、「龍ちゃん」とは龍牙、「杏ちゃん」とは杏きよう花かちゃんのことである。


    　そして千賀山とは、電車で十駅ほど離れた山のこと。山登りやキャンプなどで人気の、地元では有名なレジャースポットだ。


    「ちょっと山奥だけど、ウチの別荘があるんだ。二日だけ貸してもらえたの！　目の前に渓けい流りゆうがあって、泳げるんだよ！」


    　拳を振り回しながら、嬉うれしそうに力説してくる黒亀さん。遠足前の小学生みたいだ。


    「ホントは汐しおちゃんや怜れいちゃんやエルちゃんも誘いたいんだけど、それだと龍ちゃんが泳げないでしょ？」


    　そりゃそうだ。彼女たち三人は、龍牙の正体を知らないのだから。


    　本当の龍牙は、雪ゆき宮みやさんより巨乳なのだ。その事実を知ったら、雪宮さんは「人間不信」と書き残して失踪してしまうかもしれない。


    「せっかく新しい水着買ったのに、それじゃ可か哀わい想そうだから。でも彼氏のイッくんなら誘っても問題ないよねっ」


    「リューガの、水着……」


    「割と大胆なやつだったよ？」


    「イィィヤッホォォォォーウ！」


    　直後。ビックリするほど盛大な歓喜の声が、夜の墓地に響き渡った。トウテツだった。


    　黒亀さんが「へっ？」と面食らい、キョトンとした表情でこちらを見てくる。彼女にしてみれば俺が叫んだと思ったんだろう。


    「な、何でもない！　気にしないでくれ！」


    　すぐさま首を振り、釈明を余儀なくされる。


    　俺が【魔神】の器であることを、黒亀さんに知られるわけにはいかない。まだその時期じゃない。


    「今、イッくんが叫んだの？」


    「お、おう！　俺が叫んだぜ！　真顔で叫んだぜ！」


    「龍りゆうちゃんの水着、そんなに楽しみだった？」


    「そりゃそうさ！　もちろん、黒くろ亀がめさんや杏きよう花かちゃんの水着もね！」


    「イッくんの噂うわさは、学校でもよく聞いてたけど……評判以上のスケベさんなんだね」


    「そりゃそうさ！　俺はドキ●ちゃんすら性的な目で見る男だぜ！　イィヤッハァァー！」


    「龍ちゃん、イッくんのどこが良かったんだろ」


    「同感だぜ！　イィィヤッハァァー！　ワオ！」


    　結局、黒亀さんはそれ以上追及してくることはなかった。単細胞で助かった。


    　でもその代わり──俺は明後日あさつてから、彼女たちと山へ行くことになってしまった。


    　ウチの【バカ魔神】のせいで。
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    「勝手に声を出すんじゃねえ！」


    　家に戻るなり、俺は靴くつを脱ぐより先にトウテツをどやしつけた。


    　ラスボスの風上にも置けない野郎だと思っていたが、まさかここまで酷ひどいとは。敵である主人公と、一緒に遊びたがるとは。


    　ただでさえ使徒をゲットし損ねたのに、山なんか行ってる場合じゃないのだ。そんな場所に使徒などいるはずがない。というか、キャンプに来てる使徒とか仲間にしたくない。


    「この忙しいときに、どうしてくれんだ！　あと、俺はド●ンちゃんを性的な目でなんか見てねえ！　バタ●さん止まりだ！」


    「まあまあ、落ち着いて下さいよ旦那。声を出しちまったのは謝りやすから」


    　俺から出てきたトウテツが、「どうぞ」とスリッパを揃そろえてくる。


    　その顔が、明らかにニヤついていた。まだなお喜色を隠しきれずにいた。


    「弁解するワケじゃありやせんが、龍りゆう牙がたんの水着姿ですぜ？　しかも割と大胆なやつですぜ？　そりゃテンションも上がるってモンでさぁ」


    「使徒捜しはどうすんだ！」


    「いいじゃないっスか、そんなの」


    「真ま面じ目めに世界を滅亡させる気あんのか！」


    「ありやせん」


    「お前【魔神】だろうが！」


    「俺は【魔神】である前に、一人の龍牙たんオタでさぁ！」


    「ふざけんな、この……」


    　しまいには開き直ったトウテツに、俺は怒りを爆発させて掴つかみかかった。


    　そのまま玄関にて、人間と【魔神】の取っ組み合いが始まる。割と互角だった。


    　暴れているうちに下駄箱上の花か瓶びんを割ってしまい、ひとまず喧けん嘩かを中断して二人で破片を掃除する。終わった頃には頭もすっかり冷えていたので、茶の間で一息つくことにした。


    「旦那って、マジ強いっスね。お見それしやした」


    「まあな。それより喉のどが渇いちまった。冷蔵庫から麦茶持ってきてくれ」


    「了解でさぁ」


    　頷うなずいたトウテツが、すぐに台所へと足を向ける。……【魔神】をパシらせてしまった。了解する方もする方だ。


    　それから風呂が沸く間、しばしトウテツとの雑談タイムとなる。いい機会なので、俺は改めて彼から情報を聞き出すことにした。


    「そういや、他の四凶ってどうしてるんだ？」


    　確か四凶とは、コントン、トウテツ、キュウキ、トウコツの四体だったか。


    　だが、コントンはすでに倒され消滅してしまった。奴やつが龍りゆう牙がたちの合体攻撃を受けて掻かき消えるのを、俺もこの目で確認している。


    　ならば残る四凶は、キュウキとトウコツなる【魔神】……彼らが復活してくれるなら、第二部のラスボスを譲ゆずるという選択肢もある。単なる問題の先送りだが、トウテツよりはしっかりとした【魔神】のはずだ。


    　俺の質問に、しかしトウテツは麦茶をグビグビ飲みつつ首を横に振る。


    「残念ながら知りやせん。そもそも、俺ら【魔神】が同じ時代に存在することは、基本的にないモンで」


    「そうなの？」


    「実は四凶って、仲が悪いんス。復活の時代がカチ合えば、争いを始めやす」


    「内ゲバか……それはマズいな」


    　敵が勝手に共倒れしたら、龍牙はポカンとするだろう。ストーリーもグダグダだ。


    「俺らだけじゃなく、使徒たちも困ると思いやす」


    「どういうことだ？」


    「複数の王が同時に存在したら、奴らにも派閥が発生しやすから。どの【魔神】に仕えるべきかで、そっちでも揉もめ出すでしょう」


    　ますますマズい。どうやら『奈な落らくの使徒』も、一枚岩ではないらしい。


    　どこの世界でも、やっぱり組織って大変だ。そして見たところ、トウテツに人望があるとは思えない。俺が使徒でもこいつの部下だけは嫌だもの。


    「まあ、ひょっとして今回は、その機会があるかもしれやせん。俺とコントンの復活が、ここまでニアミスしてるってコトは……他の二人ともツラを合わせる可能性はありやす」


    「ちなみにお前、その時はどうすんだ？」


    「そりゃ、ぶっ殺すでしょう。【魔神】なんて一人で充分っスよ」


    「仲良く協力はできねえのか」


    「真まっ平ぴらっスね。八つ裂きにして、ハラワタえぐり出してやりまさぁ」


    「こういうときだけ【魔神】らしさ出しやがって……」


    　俺が深く嘆息したとき。不意にポケットの中で、携帯がブルブルと震えた。


    　取り出して確認してみると、メールが一件届いていた。送信者は──龍りゆう牙がだった。


    「あ、リューガからだ」


    「えっ、龍牙たんっ!?」


    　たちまちトウテツが目を輝かせ、俺の背後にサササッと回り込んで携帯を覗のぞいてくる。人のメールを見ようとするとは不行儀な奴やつだが、【魔神】にモラルを説いても仕方ない。


    『一いち郎ろうへ。山に行く話、里り菜なから聞いた？　今日いきなり決まったことだし、女の子ばかりだから、一郎を誘っていいのか迷ったんだけど……里菜がオッケーなら問題ないよね！』


    　案の定というべきか、メール内容は明後日あさつてのことだった。


    「問題ないよ龍牙たん！　必ず行くから安心して！」


    　そして後ろの【魔神】がうるさい。俺の後頭部を、鼻息が打ちつけてくる。


    『それじゃあ明後日、朝九時に駅前集合で！　一郎とお泊まりなんて初めてだから、凄すごくドキドキしちゃう！』


    「俺もドキドキしてるよ龍牙たん！　一緒だね！　俺たち気が合うね！」


    　メールを読み終えるなり、すかさずトウテツがガバリと土下座してきた。ラスボスが一番やっちゃいけない行動だった。


    「旦那、お願いしやす！　山でちょっとだけ入れ替わって下せぇ！　龍牙たんとお喋しやべりさせて下せぇ！」


    　額をゴリゴリ床に押しつけ、必死に哀願してくる。最低の【魔神】だ。


    　……だが、もう山へ行くことは断れない。それならトウテツに一つ「貸し」を作っておくのも悪くないだろう。こいつが律りち儀ぎな性格なのは分かっているから。


    「そうしたらお前、ちゃんとラスボスやるか？」


    「へぇ。龍牙たんと川遊びもさせてくれるなら……」


    「よし、いいだろう。ちょっとだけ山で入れ替わってやる。絶対にバレるなよ」


    「イィィヤッホォォォォーウ！」


    　絶叫と共に、トウテツが飛び上がる。


    　と、その全身が眩まぶしく光り、彼の制服がみるみる消えていった。やがて発光が収まると──【魔神】は海パン姿になっていた。


    （こいつ、服装を自由に変えられたのかっ？　どこで制服なんて調達してきたのか不思議だったけど……）


    　いや、それはいい。問題はその海パンだ。


    　いわゆるブーメランタイプの、豹ひよう柄ビキニパンツだった。ピチピチでパツパツなので、股間がエラいことになっている。まるでロング缶でも入れているかのようだった。


    　ウリ二つだと思っていたのに、一か所だけ俺と全然違った。何という敗北感……！


    「おい！　その水着はやめろ！」


    「ああ、すいやせん。今年の流は行やりは黄緑でしたね」


    「そうじゃねえよ！　その尋じん常じようじゃないモッコリをやめろって言ってんだ！」


    「名前は次じ郎ろうっていいやす」


    「被かぶってるじゃねえか！　エルミーラさんの小説と！」


    「あいつの作品、面白そうっスよね。頑張って書き上げて欲しいなぁ」


    「敵を応援してんじゃねえ！」


    　……こいつと龍りゆう牙がを絡ませるのが、とてつもなく不安になってきた。
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    　そして二日後。


    　約束の時間に駅前へ着くと、すでに龍牙、杏きよう花かちゃん、黒くろ亀がめさんの姿があった。火ひ乃の森もり家と黒亀家はお隣さんなので、ここまで一緒に来たのだろう。


    「おはよう一いち郎ろう！　晴れてよかったな！」


    　公共の場ということで、龍牙の口調が男になっている。服装もポロシャツに綿パン、もちろん胸はサラシで締めてあった。


    　おまけにその顔は、頭上の太陽のように明るく輝いている。今日が楽しみで仕方なかったという感じだ。


    「よぉし！　イッくんも来たし、それじゃレッツゴー！」


    　黒亀さんの元気な声と共に、早速俺たちは電車に揺られて千ち賀が山やまへと向かう。


    　車中で早くもお菓子を食べ出した亀に、杏花ちゃんが「もう、里り菜なちゃん早いよぉ」と笑いながら突っ込んでいた。


    　龍牙もそれを見て「やれやれ」と破顔している。俺の横に座るのはいいが、ピッタリくっつき過ぎだ。これではまるで、龍りゆう也やと次郎じゃないか。


    （直前まで気が進まなかったが……こうして来ちまうと、やっぱ楽しいもんだな）


    　山で遊ぶなんて久し振りだ。しかも可愛い女の子三人と、泊まりがけである。


    　火乃森姉妹は言うに及ばず、黒亀さんも顔立ちだけはかなり整っている方だ。今日のヒマワリ柄のキャミソールも、天てん真しん爛らん漫まんな彼女にとてもよく似合っていた。裾すそからチラチラとスパッツを覗のぞかせているのはどうかと思うが。


    （せっかくの水着イベントだし、俺もしばらくラスボスを忘れてエンジョイするか）


    　──が、そんな俺の浮かれ気分は、山に入るまでだった。


    　同じようにキャンプへ行くのだろう人々を尻しり目めに、龍りゆう牙がたちはハイキングコースから外れ、どんどん獣けもの道みちに分け入っていく。しかもその足は次第に速くなり、道がなくなると木に登り出し、とうとう枝から枝へと跳び移って進み始めてしまった。


    　あり得ない跳躍力と、身のこなし。でも彼女らは単なるアスレチック感覚のようだ。


    （違う！　これは俺の知ってるレジャーじゃねえ！）


    　もはやついていくのに必死だった。少しでも足を踏み外せば、地面に真っ逆さま……この高さからだと、骨折する可能性もある。とんだ命いのち懸がけのピクニックである。


    （ちょっとはペースを落とせってんだ！　このあと川遊びもするんじゃねえのかっ？　いくら戦闘のエキスパートだからって、女子高生の体力じゃねえだろ！）


    　俺の心の悲鳴をよそに、彼女らは山猿のごとくヒョイヒョイと木々を渡っていく。


    　ちなみに杏きよう花かちゃんは、龍牙にオンブされていた。どうやら妹さんだけは人間としての分別があるらしい。


    「イッくん凄すごいじゃん！　私たちについてこれるなんて！」


    　遥はるか前方で、先頭を行く黒くろ亀がめさんが感嘆の声を上げる。


    「でしょっ？　でしょっ？　一いち郎ろうって凄いんだから！」


    　それを受けて、龍牙が自慢気に言い返す。今やすっかり女の子モードに戻っていた。


    　……それから二十分ほどのち。俺たちはようやく目的地へ辿たどり着いた。


    　山の中腹辺りだと思われる、木々の切り開かれた空間。そこに大きなロッジが一軒、異彩を放つように建っていた。


    　思ったより真新しく、俺の家より大きな木造コテージだ。すぐ側そばにはそこそこの川幅の渓けい流りゆうがあり、その水は驚くほど澄んでいる。イワナらしき魚影も見て取れるので、普通に自給自足ができそうだった。


    「さあ！　泳ご泳ご！」


    　すでにヘトヘトの俺を捨て置き、黒亀さんが「わーい」とロッジに突撃していく。あの亀、どういう体力をしてるんだ。ＨＰいくつなんだ。


    「一郎、疲れたんなら少し休んでていいよ。川の水、普通に飲めるから」


    　地面に寝転がる俺に、龍牙が膝ひざを折りながらそう言ってくる。続いてその指が、俺の頭から何かをヒョイと摘つまみ上げた。


    　カブトムシだった。どうやら途中でくっつけてきてしまったらしい。


    「初めての人には大変なルートだったよね。一郎でもやっぱり辛つらかった？」


    「ああ……お前たちが着替え終わるまで、ここで休憩してるよ……」


    「熊に気をつけてね。使徒を撃退できる一郎なら、楽に勝てるだろうけどっ」


    　にっこり笑いつつ、龍牙は杏花ちゃんをつれてロッジへと入っていった。


    「頼むから、一般人扱いしてくれ……」


    　大の字になったまま、俺はそんな泣き言をこぼす。吸い込んだ空気は新鮮かつ清浄で、肺の中が洗われるようだった。


    　よく見たら、肘ひじにオオクワガタもいた。


    



    　それから大して時を置かず、川遊びが始まった。


    　渓けい流りゆうに入ってみると、思ったより深いものの、流れはかなり緩ゆるやかだった。これなら溺おぼれることもないだろう。


    「それそれそれーい！」


    「きゃあっ。もう、やめてよ里り菜なちゃんっ」


    「里菜、私が相手だよっ」


    　美少女三人が、バシャバシャと水をかけ合ってキャイキャイはしゃいでいる。俺は風呂のように肩まで水に浸かり、傍はたからその様子を微ほほ笑えましく眺めていた。


    （やっと普通のレジャーになったか……それにしても、やっぱり夏は水着だよなあ）


    　黒くろ亀がめさんは、学校指定のスクール水着。いかにもお洒しや落れに頓とん着ちやくしない彼女らしい。胸はペッタンコだが、お尻しりと太ふと股ももは満点だと思う。確実にマニアからの需要はあるだろう。


    　杏きよう花かちゃんは、フリルのついたワンピース水着に、薄い上着を羽織っている。なるべく日焼けしたくないそうだ。黒亀さんより胸があるので、彼女への配慮とも考えられる。


    　……そして何と言っても、一番の眼福はやっぱり龍りゆう牙がだった。


    　チューブトップの真っ赤なビキニは、大人っぽさと露出度において群を抜いている。こぼれそうな巨乳に、くびれたウエスト、濡れた背中に張りつく後ろ髪……しかもローライズタイプのボトムなので、尻の割れ目が見えそうになっていた。


    （こんな目でリューガを見ちゃいけないのは分かってるんだけど……確かに大胆な水着だ）


    　とはいえ、俺が最も目を引かれたのは、龍牙の水着ではなく腹部だった。


    　より正確に述べると、おヘソだった。


    　引き締まったお腹に小さく開いた、可愛らしい縦長の穴……実は俺は、それが前から大好きだった。そう。ここだけの話、俺はヘソフェチなのだ。


    　──ヘソはいい。人それぞれに形や深さが異なり、意外と個性があったりする。充分にチャーミングな箇所なのに、全く規制もされていない。アイドルだろうと、同級生だろうと、熟女だろうと幼女だろうと、どれだけ見ようが問題にはならない。


    　どうせなら、黒亀さんと杏花ちゃんのヘソも見たかった。ワンピースタイプなのが残念でならない。きっと龍牙に劣らぬ美ヘソをしているだろうに。


    　とまあ……それはいいとして。


    （のほぉぉぉぉ！　龍牙たん可愛い過ぎぃぃぃぃー！）


    　先ほどから、非常に【魔神】がやかましい。俺の頭の中でハイテンションの咆ほう哮こうを上げまくっている。


    （ヤバいっス！　エロいっス！　龍りゆう牙がたんのＥカップ！　龍牙たんのお尻しり！　龍牙たんのおヘソ！　龍牙たんの──）


    （うるせえよ！　ちょっと黙ってろ！）


    　叱しつ責せきした直後、トウテツが俺の体を内側からガクガクと激しく揺さぶってきた。こんなことができたのか。


    （旦那！　入れ替わって！　入れ替わって！）


    （も、もうかよ！　言っとくけど、ちゃんとラスボスをやるのが条件だからな！）


    （分かってやす！　だから入れ替わって！　水かけに参加させて！）


    　涙ながらの訴えに、俺は仕方なく龍牙たちに「ちょっとゴメン」と告げ、一いつ旦たんロッジへと戻った。そして、あてがわれた自分の部屋に入る。


    　室内は十畳ほどの広さがあり、ベッドや机まで完備している予想以上の快適空間だ。ロッジにはダイニングの他に、ここと同じ個室があと五つ。さらにはテラスや展望台、地下倉庫まである充実っぷりだった。


    　……何でも黒くろ亀がめ里り菜なの家は、古武術の道場を営んでいるそうだ。


    　このロッジは本来、門下生が山やま籠ごもりするための施設とのこと。だからあまり好き勝手には使えないのだという。


    　もしかして彼女の強さも、ここで修行をした賜たま物ものなのかもしれない。何せ海外にまで支部があり、蒼あおヶが崎さきさんの剣術道場に負けない歴史を持つ、その道では有名な流派らしいから。「黒亀流アーケロン拳けん」という、よく分からない名前だが。


    「いいかテッちゃん、間違っても邪じや気きは出すなよ？　いつもの俺を参考にして、あどけなさと愛くるしさを全面に──」


    　入れ替わるに当たって、もう一度だけ釘くぎを刺そうとしたところ。


    　トウテツの気配は、すでにどこにもなかった。代わりに玄関のドアが勢いよく開き、外へと駆けていく足音が聞こえる。そして、その数秒後──


    「きゃあ！　い、一いち郎ろう！　何でそんな水着に着替えてきたの!?」


    　川の方から、龍牙の黄色い悲鳴がした。トウテツの奴やつ、まさか……！


    「イッくん！　それ、股間に何を入れてんのっ？」


    「こ、小こ林ばやしさんのヘンタイさん！　お姉ちゃんっ、両手で目を隠しつつ、指の隙すき間まからマジマジ見ないの！」


    　続いて黒亀さんと杏きよう花かちゃんの叫びが上がったときには、俺はその場にうずくまり頭を抱えていた。


    「どうだい！　ダンディーだろう！　流は行やりは黄緑だけど、あえて豹ひよう柄にしたぜ！」


    　あの【魔神】、帰ったらぶん殴る。絶対ぶん殴る。


    「そ～ら龍りゆう牙がたん！　捕まえちゃうぞぉぉ～」


    「やぁぁん、怖～い」


    「一いち郎ろう魔神だぞぉぉ～」


    「そんなの勝てないよぉ～」


    「食ーべちゃーうぞぉぉ～」


    「ああ～ん。食ーべらーれちゃ～う」


    　もちろん、出ていくわけにはいかなかった。息を殺して部屋に潜み、その楽しげな声を聞いているしかなかった。


    （あのバカップルめ……）


    　主人公とラスボスが、川で仲良く遊んでいる。キャッキャウフフと戯たわむれている。


    　これでいいのか第二部。
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    　何だかんだで、あっという間に日は暮れた。


    　川遊びのあとはビーチボールバレー、バーベキュー、花火、怪談大会……そんな定番イベントをこなしているうちに、時刻はすでに夜の十一時。


    　黒くろ亀がめさんが寝落ちしてしまったところで、今日は就寝することとなった。


    　ちなみに俺は、バーベキューが始まるタイミングで再びトウテツと入れ替わっていた。部屋へ戻ってきた【魔神】のケツを、その際に蹴けり飛ばしておいた。


    （ふう……思ったより気疲れしちまった）


    　ともあれ、バレることなく乗りきれて一安心だ。まだ明日もあるが、昼には山を下りることになっているので何とかなるだろう。


    （戻ったら、使徒捜しを再開しないと。早いとこトウテツ軍を旗揚げしないと）


    　ベッドに寝転んで、天井を見詰めながら自身にそう言い聞かせる。トウテツと入れ替わっている間に昼寝をしたので、深夜の十二時を回っても目が冴えたままだった。


    　どうすれば効率的に使徒と接触できるものか。あいつらフェイスブックとかやってないのか……などと考えていたとき。


    　ふと部屋のドアが、小さくコンコンとノックされた。


    「一いち郎ろう、起きてる……？」


    　次いで囁ささやくように聞こえてきたのは、龍りゆう牙がの声だった。俺はすぐに体を起こし、ベッドを下りてドアへと向かう。


    （まさか、一緒に寝るつもりじゃないだろうな……）


    　そんな心配をしつつ扉とびらを開けると。果たしてパジャマ姿の龍牙がそこに立っていた。


    　あちこちに肉球がプリントされた、子供っぽいコットンパジャマ。しかし裏腹に、膨らんだ胸部が女性らしさを雄弁に主張している。髪は珍しくアップで束ねてあった。


    　こういう格好はコスプレでも見たことがないので、何だかドキドキしてしまった。


    「ど、どうしたリューガ。こんな時間に」


    「えっとね……ちょっと、おトイレに付き合ってもらえないかな、って……」


    「トイレ？」


    「寝る前に怪談話したでしょ？　里り菜なが言っていた『山小屋に出る幽霊』のこと、思い出しちゃって」


    　……主人公が幽霊を怖がるのはいかがなものか。まあラスボスも幽霊が苦手らしいので、そこは痛み分けか。


    　ちなみにこのロッジは、豪壮でありながらトイレがない。下水道など通っていないので、建物の脇わきに電話ボックスのような簡易トイレがあるだけだ。


    　つまり用を足すには、外へ出なければならないのだ。


    「分かったよ。ちょうど俺も眠れなかったし、付き合ってやる」


    「えへへ。ありがと、彼氏さんっ」


    「彼氏『役』だ」


    　それから龍りゆう牙がと手を繋つなぎ、足音を殺してロッジを抜け出す。


    　程なく龍牙がトイレから戻ってきたので、再びロッジへ引き返そうとしたところ。何な故ぜか彼女は、立ち止まったまま俺のシャツを引っ張ってきた。


    「ん？　どうかしたか？」


    「せっかくだから、ちょっとお話ししない？　ほら、星も綺き麗れいだし」


    　夜空を見上げてみると、確かに息を呑のむほどの星海が広がっていた。雲一つなく晴れているので、小さな星々までクッキリと確認できる。かえって星座が分からないほどだった。


    （まあ、こういうのも山に泊まる醍だい醐ご味みかもしれないな）


    　そう思った俺は、玄関前の階段に龍牙と並んで腰掛け、しばし天然のプラネタリウムを堪たん能のうすることにした。


    　夜風が涼しく心ここ地ち好よい。ホーホーと鳴くフクロウの声をＢＧＭに、三分ばかり満天の星を眺め続ける。


    「今日、とっても楽しかった」


    　と、俺の肩にチョコンと頭を預け、龍牙がしみじみと言ってきた。


    「こんなに長く女の子でいられたの、久し振りだなあ……山から下りたくないくらい」


    「お前が女に戻れるのって、俺と杏きよう花かちゃんと黒くろ亀がめさんの前ぐらいだもんな。やっぱ、公式にカミングアウトしちゃ駄目なのか？」


    「うん、それは……一いち郎ろうにバラしたのだって、お父さんからかなり叱られちゃったもん」


    　それを父親に伝えるのは、彼女にとっても勇気がいることだったはず。


    　龍牙はずっと、火ひ乃の森もり家の嫡ちやく子しとして忠順に生きてきた。中身は人一倍に女の子なのに、男でいることを強いられてきた。その苦労はどれほどのものだったろう。


    「親父さん、怒ってたか」


    「うん。でも、最後には分かってくれたよ。私が一生懸命、『本当に素敵な人だから』って伝えたら、『お前がそこまで言うなら、信頼できる少年なんだろう』『火乃森の守護神・【黄こう龍りゆう】を受け継いだ以上、今の当主はお前だ。その意思を尊重する』って」


    　心が痛い。いずれ俺はラスボスとして、龍牙の前に立ちはだかる予定なのに。裏でコソコソと使徒捜しをしているのに。お義父さんにケツを蹴けり飛ばされても文句は言えない。


    （しかし、いよいよ扱いがマジ彼氏になってきたな。杏花ちゃんと黒亀さんも、俺たちが本当に付き合ってると思ってるみたいだし……）


    　知らず嘆息してしまうと、ふと龍牙が視線を星空から俺へと移す。


    　至近距離から見たその眸子は、頭上で瞬またたく星々よりもずっと綺麗だった。


    「ねえ、一郎」


    「な、何だ？」


    「もしかして最近……何か悩んでる？」


    　心を見透かしたようなその一言に、俺は如によ実じつにギクリとする。


    　思わず龍りゆう牙がから視線を逸そらし、「いや、別に……」と答えを濁にごすと、彼女は微ほほ笑えみつつ俺の手をそっと握ってきた。


    「分かるよ。私、一応は彼女だもん。昼間も少しテンションがおかしかったし」


    　それは俺じゃないのだが、弁解の余地はない。トウテツの不始末は、俺の不始末だ。


    「私にも黙ってるってコトは、言えないコトなんだと思う。だから、無理には聞かないね」


    　それはかつて、自分が彼女に言ったセリフ。


    　女の子であることを隠していた龍牙に、俺が告げた言葉だった。


    「私は何があっても一いち郎ろうの恋人だから。一郎の味方だから」


    　そのセリフにも聞き覚えがあった。俺の心に、罪悪感というナイフがグサグサと刺さりまくる。ただし「恋人」の部分は、できれば「恋人役」にして欲しかった。


    （くうぅぅ～！　一いち途ずなイイ子でさぁ！　龍牙たんは、性格もおヘソも満点でさぁ！）


    　その時、頭の中でトウテツの声がした。まだ起きてやがったのか。


    （ほら旦那！　やっぱラスボスなんてやめやしょう！　龍牙たんを裏切るなんて、鬼か悪魔か魔神の所業ですぜ！）


    　まさしくその三つ目だ。


    　そう、俺は──【魔神】の器なのだ。ラスボスの片割れなのだ。


    　俺は龍牙のためにも、第二部を成立させねばならない。物語をドラマチックに盛り上げた上で、自身もトウテツから解放されねばならない。そのために辛つらい思いをさせてしまうのは心苦しいが……これも「主人公」という、火ひ乃の森もり龍牙の宿命なのだろう。


    （リューガには悪いが、俺は俺の決めた道を行く。この役割を全うする）


    　ただし誓って言える。俺は龍牙を敗北させたりしない。いざというときは立場や命などかなぐり捨ててでも、彼女を助けるつもりだ。


    　何があっても味方──俺もその思いに、ビタ一文も偽いつわりはないのだから。


    「ゴメンなリューガ。今は事情は話せねえ……でも、大丈夫だ」


    「え？」


    「必ずハッピーエンドになるから。最後には絶対、お前のところに戻ってくるから」


    「フフッ、変なの」


    　俺の真しん摯しな眼まな差ざしを受け、龍牙がクスリと笑う。そして。


    「私も大丈夫。一郎のコト、誰よりも信じてるから」


    　そう言って、そのまま目を閉じてきた。


    　もしやこれは──キスか？　キスなのか？　さすがにそれはマズい。もう単なる修行では済まなくなってしまう！　掛け値なしの恋人同士になってしまう！


    「平気だよ一郎。お芝居でだって……キスシーンはあるんだから」


    　頬ほおを染めながら囁ささやいてきた龍りゆう牙がに、俺の全身から一気に汗が噴き出す。心臓がバクバクと暴れ始める。ヨダレが込み上げてくる。


    　彼女がそう言うなら、いいのだろうか？　ここでキスしても友人キャラに戻れるモンだろうか？　そんなにあっさり、お互い割りきれるモンだろうか？


    （ああー！　嫌ぁぁー！　龍牙たぁぁぁん！）


    （黙れテッちゃん！　俺だって迷ってんだ！　人生でもトップクラスくらいに！）


    （騙だまされないで！　旦那はラスボスなんだ！　悪い人なんだよぉぉー！）


    （お前が言うな！　というか主人公を気遣うな！）


    　龍牙を待たせたまま、脳内でトウテツと騒ぎ合う。


    　そうしていると、龍牙の唇が僅わずかにキュッとすぼまった。「早く」という催促か。


    （あ、でも龍牙たんが旦那とキスしたら、俺とも間接キスになるのかな？　それならオッケーかも……）


    （小学生かよ！）


    （いずれにしても、迷ってる時間はありやせん。ここで拒んだら龍牙たんを傷つけちまいやすぜ？　行きやしょう旦那！）


    （急せかすんじゃねえ！　判断を誤ったら取り返しがつかねえんだぞ！）


    　しかし、トウテツの言うことも一理ある。きっとある。


    　軽く、本当に軽くチュッとする程度なら、セーフではないのか。セーフかも。


    （いやいや早まるな！　煩ぼん悩のう退散！　邪念を払うんだ聖者・一いち郎ろう！）


    　己おのれを叱しつ咤たしつつも、いつしか俺の両手は龍牙の肩を掴つかんでいた。所しよ詮せんは凡俗だった。


    　満天の星々が見守る、このシチュエーション……確かにヒロインのキスシーンには打ってつけだ。そんな言い訳に後押しされ、顔がどんどん龍牙へと引き寄せられていく。


    　互いの唇があと一センチまで迫った、その瞬間。


    「ヘ、ヘ、ヘックシっ！」


    　不意に背後で、そんな盛大なクシャミが上がった。


    「！」


    　俺と龍牙は同時に目を開き、はたと後ろを振り返る。


    　するとそこには──ロッジのドアの隙すき間まからこちらを窺うかがう、杏きよう花かちゃんと黒くろ亀がめさんの姿があった。トーテムポールのように、頭が縦に二つ並んでいた。


    「きょ、杏花！　里り菜なも！　寝たんじゃなかったのっ？」


    　たちまち龍牙が狼ろう狽ばいし、俺からサッと離れる。


    　俺はまだ硬直状態から脱せられず、ヒョットコのような口で二人を刮かつ目もくしていた。


    「も、もう里菜ちゃん！　こんな大事なときに！」


    「ちゃっは～。ゴメンなさぁい」


    　杏きよう花かちゃんに責められ、黒くろ亀がめさんが頭を掻かく。


    　そのやり取りからして、クシャミは黒亀さんがしたようだ。まさか見守っていたのが、満天の星々だけじゃなかったとは……！


    「ち、ち、違うから！　別にキスなんてしないから！　単なるニラメッコだから！」


    　首と両手を振り、必死にアワアワとごまかす龍りゆう牙が。頭から湯気を出さんばかりに、耳まで真っ赤になっていた。


    （旦那。あの亀、ぶっ殺してきやしょうか？）


    （やめろ。あんな亀でも、リューガの仲間キャラだ）


    　……これでよかったのかもしれない。むしろオチをつけてくれた黒亀さんに、感謝するべきなのかも。


    　俺は彼女に助けられたのだ。しっとりと終わるより、ワチャワチャと終わる方が日常パートとしても健全だ。やはり女主人公の唇は、お芝居なんかで奪われるべきじゃないのだ。


    「杏花っ。このコト、絶対にお父さんには言っちゃ──」


    　と、未いまだ平静を失っている龍牙の肩に、何かが乗っているのに俺は気付いた。


    　コミカルな造形の、可愛らしいミニ龍だった。そいつがこちらに顔を向け、何やらクルルと威い嚇かくするように唸うなっている。


    　それは──龍牙の守護神・【黄こう龍りゆう】だった。またの名を、ロンたんだった。


    （まさかこいつ、テッちゃんの気配に感付いているのか……？）


    　可能性はある。守護神も魔神も、同じ神には違いない。広義の同族と言えるのだから。


    　だとしたら少しマズい。龍牙と会うのは、今後しばらく避けた方がいいかもしれない。


    「龍ちゃん。私たちのコトは気にせず、イッくんと続けていいよ」


    「続きなんてないから！」


    「ごめんねお姉ちゃん。ファーストキスは星空の下でって、ずっと言ってたのに……叶うところだったのに……」


    「暴ばく露ろしないの杏花！」


    　かくして、山の夜は更けていき。


    　俺と龍牙のファーストキスは未遂に終わった。
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    　翌日。午前中にちょっとだけ川で遊ぶと、俺たちは昼を待たず下山した。


    　行きとは違ってのんびり徒歩で麓ふもとへと向かい、定刻通りの電車に乗る。その道中でも、龍牙はずっと妹と亀にからかわれ、拗すねるように膨れていた。


    「心配しないでお姉ちゃん。お父さんには黙ってるから」


    「うぅ……」


    「汐しおちゃんたちにも黙ってるから！」


    「うぅ～……」


    　周りには他の乗客もいるので、男モードになっている龍りゆう牙がはひたすら唸うなり続けるのみ。俺はそんな彼女にボソリと耳打ちし、「おい、内股になってるぞ」と注意した。


    　……そんなこんなで地元の駅に到着すると、改札を出たところで解散となる。といっても彼女らは家が隣同士なので、別れたのは俺だけだが。


    （いや～、残念でしたね旦那。もう少しで龍牙たんとキスできたのに）


    （これでよかったんだよ。俺は友人キャラなんだから）


    　自宅へと向かいつつ、トウテツと他愛たわいのない脳内トークを交わす。


    　まだ夕方前なので、帰って一息ついたら町に出てみよう。使徒捜しをサボるわけにはいかない。もう八月は目の前、夏休みは刻一刻と過ぎているのだ。


    （いいなテッちゃん。約束通り、ちゃんとラスボスやるんだぞ）


    （それは分かってるんですけど……悪わる巧だくみより、デートプランを練りやせんか？　高二の夏の龍牙たんは、二度と戻ってこないんですぜ？）


    （駄目だ。俺はしばらくリューガと会うのを控える。お前の存在に、ロンたんが気付いてる恐れが……）


    　やがて道の先に自分の家が見えてきたとき。俺はピタリと足を止めた。


    「あれ？」


    　どういうわけか、家の明かりが点ついていたのだ。よく見ると二階の窓も開いており、庭には洗濯物が干されてあった。


    　……戸締まりはちゃんと確認して出てきたはず。電気だって消した記憶がある。洗濯物も三日分ほど溜めたままのはずだ。


    「まさか、親が帰ってきたのか？」


    　すぐさま駆け出し、俺は自宅へと向かった。


    　俺の両親は共働きである。加えてどちらも、家庭を顧かえりみない仕事魔である。骨こつ董とう美術を扱う仕事をしており、絶えず二人して世界各地を飛び回っている。すでに半年近く顔を見ていないし、前の電話でも「年内は帰れない」と言っていたが……。


    （ん？　旦那、家に誰かいやすぜ）


    　玄関前まで来たところで、今さらながらにトウテツがそう言ってくる。


    　そんなことは、とっくに分かっている。ドアを引くと鍵かぎまで開いていたのだから。


    （気配が三つありやすね。どれも女みたいっス）


    （女……？）


    　踏み込んだ玄関内には、果たして三足の靴くつがあった。ローファーと、ハイヒールと、小さなビニールの長なが靴ぐつ……全く統一性のないそれらが、行儀よく揃そろえられている。


    　もちろん俺には、姉妹などいない。女の幼馴染みもいないし、通い妻もいない。


    （だとしたら、もしや──ヒロインズか？　これは雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさん、エルミーラさんの靴なんじゃ？　それぞれと密会してるのがバレたんじゃ？）


    　そんな危き惧ぐに戦せん慄りつしたものの、俺の憶おく測そくは違っていた。


    「──あ、お帰りなさいっ」


    　台所の方から、明るい声と共にパタパタとやってきたのは……いずれのヒロインズでもなかった。


    　ここら辺ではあまり見かけない制服を着た、エプロン姿の美少女だ。髪をサイドテールに結っており、気の強そうなツリ目が印象的である。スレンダー体型ながらも胸はあるようで、服越しにも膨らみが確認できた。


    「お前は……」


    「もう、どこ行ってたのよ。今日だって街中を捜し回ったんだからね？」


    　両手を腰に当てて文句を述べてきたその少女を、俺は知っていた。


    　それは、魅ミ怨オンだった。


    　人類の敵たる『奈な落らくの使徒』の、本体がシラサギ型の、第一部のラストバトル以降すっかり行方ゆくえ知れずになっていた、あの女幹部だった。
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    「……おい、俺ん家で何してる」


    「何してるじゃないわよ。一いち郎ろうくんこそ何してたワケ？　まあ、それはともかく」


    　言いつつ、やにわに魅ミ怨オンが片膝ひざをつく。次いで深々と頭を垂れ、ことさら神妙な声こわ音ねで告げてくる。


    「ご復活、おめでとうございます。【魔神】トウテツ様」


    「え──」


    「推参が遅れ、申し訳ございません。まさかこれほど早く、次なる【魔神】様が目覚められるとは思わなかったもので……隣県まで一時撤退していたのです」


    　その口上は俺ではなく、明らかに「俺の中にいる存在」へ向けられたものだった。


    　つまり魅怨は、すでに知っているのだ。第二部の【魔神】がここにいることを。俺がその器であることを。


    「お、お前、どうしてそれを」


    「一郎くんが【魔神】様の依より代しろだなんて、私も全く気付けなかったわよ。ただウチには、そういう気配に凄すごく鼻が利く仲間がいてさ……二人とも！　トウテツ様が帰られたわよ！　モタモタしないの！」


    　戸惑う俺をよそに、魅怨が叱るように奥へと呼びかける。


    　すると茶の間から二人の女が顔を出し、いそいそと玄関までやってきた。


    「トウテツ様、お久しゅうございます」


    「お帰りなさいでしゅ」


    　初めて見るその二人も、魅怨に倣ならって俺へとかしずいてくる。


    　一人はブロンドの長髪をした、二十代前半とおぼしき妖よう艶えんな美女。ＯＬのごとくスーツ姿をしているが、タイトスカートがやけに短く際どい。ブラウスがはち切れそうな爆乳は、俺が見てきた中でも最大級のものだった。


    　もう一人は、園児のようなオカッパ幼女。赤いポシェットを斜めにかけており、中からソフビの怪獣が顔を覗のぞかせている。いささか表情に乏しく舌足らずだが、こちらもかなり目鼻立ちの整った別べつ嬪ぴんさんだ。将来が大いに期待できるだろう。


    「えっと、この人たちは……？」


    　尋ねかけた矢先。俺の背後にトウテツが姿を現した。


    　顕けん現げんした【魔神】は俺の横に立つと、跪き座ざしている三人娘にヒョイと片手を上げてみせる。


    「おう、久し振りだなお前ら」


    　気さくな【魔神】の挨あい拶さつに、三人が「はっ」と声をハモらせた。


    　玄関に片膝をつく、女子高生とＯＬと園児。それを見下ろす、同じ顔をした華のない少年二人……なかなかにシュールな光景だ。


    「こっちでお前らが三人揃そろったコトって、今まであったっけ？」


    「いえ。此こ度たびが初めてでございます」


    　トウテツの問いに、魅ミ怨オンが即答する。俺へのフランクな態度とは大違いだった。


    　まあ、魅怨がかしこまるのも当然と言える。こんな奴やつでも、トウテツは一応【魔神】なのだから。コントンが滅びた今、キュウキとトウコツもいない今、彼が唯ゆい一いつの王なのだから。


    「そっか、初めてかぁ。こうして見るとお前らって、三人姉妹みたいだなぁ。こっちでもそこそこファンがつきそうだなぁ」


    「は、恐れ入ります……」


    　カラカラと笑うトウテツと、困惑しつつも慇いん懃ぎんに応じる魅怨。


    　その横ではＯＬと園児が、怪け訝げんそうに顔を見合わせていた。


    「何か【魔神】様……昔と感じが違いましゅ。威厳がないでしゅ」


    「シッ。そういうこと言わないの。きっとまた、宿主に影響されちゃったのよ」


    　そんな内緒話に気付かず、トウテツは俺に向けてニュッと親指を立ててきた。


    「旦那、よかったっスね。手下がゲットできやしたよ」


    「お、おう……」


    「こいつら、こう見えて割と強いですぜ。ザコを百人集めるより、よっぽどお得でさぁ」


    　トウテツの言葉を受けて、魅怨が「それでは改めまして」と顔を上げる。同時にあとの二人も、こちらを仰いでくる。


    「『奈な落らくの三さん姫き』が一人、魅怨」


    「同じく、呪ジユ理リ」


    「おにゃじく、忌キ綺キ」


    　そのまま三人娘は代わる代わる、ローテーションのようにセリフを紡つむいでいく。


    「我ら三姫、これよりトウテツ様にお仕え致します」


    「どうぞお側そばに置いて下さいまし。破壊活動、炊事洗濯、閨ねやのお供に至るまで、全て私どもにお任せを」


    「他に住むトコないでしゅ」


    「ご命令があれば、何なりとお申しつけ下さい」


    「どうぞご自身の手足のごとく、家政婦のごとく、ラブドールのごとく」


    「では、テレビの続きを観てきましゅ」


    　魅怨、呪理、忌綺──『奈落の使徒』が誇る、一いつ騎き当とう千せんの「敵キャラ」たち。


    　捜していた使徒が、期せずして見つかった。しかも幹部クラスが三人も。


    「あ、一いち郎ろうくん。私たちの私室は勝手に決めちゃったけど、それでよかった？」


    「…………」


    　そして居い候そうろうしようとしている。


    



    　　　　　　　　　　６


    



    　カーテンの隙すき間まから差し込む朝日が眩まぶしくて、俺は目を開けた。


    　微睡まどろむ意識の中、まず視界に入ったのは天井と蛍光灯。続いて壁にかかった丸時計。ここがどこかなど確認するまでもない。住み慣れた我が家の、自分の部屋だ。


    （まだ七時か……起きるには少し早いな）


    　せっかくの夏休みなのだ、あと二時間くらい寝ていてもいいだろう。もう必死に使徒捜しをする必要はないのだから。


    　……昨日。俺は思いがけず、三人の使徒と出会うことができた。というか、帰宅したら勝手に住み着いていた。


    　何でも俺が千ち賀が山やまへ行ったその昼に、ここを訪ねてきたらしい。そして庭の植木鉢に隠してある鍵かぎを発見したらしい。だからって、上がり込むのはどうかと思うが。


    （図々しい奴やつらだけど、やっと得られた戦力だ。それもかなりの大物たちだ）


    　彼女らは『奈な落らくの三さん姫き』と称される、トップクラスの実力を持つ幹部キャラ。


    　使徒たちにも強さに応じて「兵卒」「部隊長」「将軍」といった格があり、三人はその数少ない「将軍」であるというのだ。


    　シラサギ型の魅ミ怨オン。


    　キングコブラ型の呪ジユ理リ。


    　エゾオオカミ型の忌キ綺キ。


    　ベースとなっている生き物も、なかなかカッコいい。その戦闘力は、蒼あおヶが崎さきさんと互角に渡り合った魅怨を見れば疑うべくもない。呪理と忌綺もほぼ同等の強さだというから、実に頼もしい配下たちである。


    （外見からすると、長女が呪理で、次女が魅怨で、三女が忌綺って感じか）


    　ただし彼女たちは、別に姉妹ではない。そもそも使徒には血縁という概念がないそうだ。三姫と呼ばれているのは、単に「仲良し三人組」だからとのこと。


    　仲良し……あまり使徒には使って欲しくないワードだ。


    （ともあれ、あの三人がいれば当面はやっていけるだろう。というか、これ以上は家の部屋数が足りねえ。家計的にも限界だ）


    　第二部は、少数精鋭でいくことにしよう。第一部では百体以上の使徒がやってきたので、差別化を図る意味でもその方がいいと思う。量より質ということで。


    （これでようやく、敵サイドとしての地盤が固まった。となると問題はテッちゃんだな。あいつ、まだラスボスに乗り気じゃなさそうだし……）


    　そんなことを考えながら、体をゴロリと横向きにすると。


    　──そこに、女がいた。


    　ブロンドの長髪の、女優のごとく綺き麗れいなＯＬさんが、目と鼻の先でスヤスヤと寝息を立てていた。それもスッポンポンで。


    「わ、わあああぁぁぁー！」


    　叫びを上げながら飛び退のいた拍子に、俺はベッドから転げ落ちる。


    　床に後頭部をぶつけ、それでも何とか立ち上がると、その勢いで勉強机の椅い子すに座ってしまった。その椅子もまた勢いで引っくり返り、今度は壁に後頭部をぶつける結果となる。


    　二連続でジャーマンスープレックスを食らった気分だった。


    「あだ、だ……」


    　しばし悶もん絶ぜつしていると、ベッドの女がムクリと体を起こした。


    　同時に爆乳がタプンと揺れ、弾むように上下する。……何だあのオッパイは。あれだけ大きいのに、どうして垂れ下がらない？　重力ってものを知らないのか!?


    「あ……おはようございます、一いち郎ろう様」


    　小さな欠伸あくびをしつつ、その女──呪ジユ理リがにっこり笑いかけてくる。


    　乱れ髪がやたら色っぽい。睫まつ毛げは長く、鼻び梁りようは高く、スッピンとは思えないほどの美び貌ぼうを誇っている。白い太ふと股ももはスベスベで、ムチムチだった。

  


  [image: ]


  
    「お、お、お前、何してる！　何で俺とベッドインしてる！」


    　喚わめきながらも俺の視線は、呪理の腹部へ釘くぎ付けになっていた。ヘソフェチの悲しい性さがか。


    「我が主・トウテツ様より命じられたのです。『俺のことはいいから、旦那のお世話をするように』と」


    「な……」


    「もちろんそれは、私たちとしても当然のこと。一いち郎ろう様は、トウテツ様の大切な器……王の一部なのですから」


    「いや、だからって……」


    「この呪ジユ理リめは、三さん姫きの中で最も『色』に長たけております。一郎様の溜まりに溜まった、高二男子ならではの限りなき性欲……それを受けきれるのは、私をおいて他にありません」


    「大きなお世話だ！」


    「ざっくり言うと、エロ担当です」


    「ざっくり過ぎだろ！　いいから乳をしまえ！」


    　俺の反応を楽しむかのように、呪理がクスクスと妖しく笑う。赤い舌が唇を一舐なめした。


    「そんなコトを言いながら、今にも理性が吹き飛びそうなのではありませんか？」


    「ぐぬ……！」


    「中高生男子の脳内は、九割が『セックス』、残り一割が『将来への漠ばく然ぜんとした不安』で占められていると聞きます。それは一郎様も例外でないのでは？」


    「中高生を舐めんな！　俺たちだって、もっと色々考えてらあ！」


    「ご自身を偽いつわってはなりません。一糸まとわぬ私を前に、きっと貴方あなたは思われているはず……いつか観たあのＡＶの、あのプレイを再現してみたいと」


    「どのＡＶの、どのプレイだ！」


    「ご安心下さい、全て応えてみせます。『奈な落らくの三姫』の名にかけて」


    「その無駄な使命感やめろ！」


    　こちらのツッコミをまるで意に介さず、ベッドに横たわり艶なまめかしく「しな」を作ってみせる金髪痴女。また爆乳がタプンと揺れた。


    「さあ、我慢などなさらず。ご欲情されたのなら、どうぞご凌辱下さい」


    「欲情や凌辱に『ご』を付けるな！」


    「あ、異種姦モノがお好きでしたら、使徒の姿に戻りますが」


    「朝一から何言ってんだお前は！」


    　ようやく使徒がゲットできたというのに……先行きがすこぶる心配になってきた。


    



    　それから二十分以上かけて奮闘した末、ようやく呪理に服を着てもらうことができた。


    　ジャンケンで勝つたびにパンツ、ブラジャー、ガーターベルト、ストッキングと装備させていき、負けるたびにまた脱がれ、三十戦目にして彼女をスーツ姿へと戻すことに成功する。謎なぞの「逆・野や球きゆう拳けん」だった。


    「ウフフ。一いち郎ろう様は強情ですね。でも明日は負けませんよ」


    「また来る気かよ……」


    　悪戯いたずらっぽく笑う呪ジユ理リを同伴し、階段を降りて台所へと向かう。まだ朝の八時前なのに、非常に疲れてしまった。


    　……と、台所へ近付くにつれて、何やら美お味いしそうな匂いが漂ってきた。焼き魚と、味み噌そ汁しるの香りだった。


    「あ、おはよう一郎くんっ」


    　顔を出してみると、鍋の味噌汁を掻かき回していた制服姿の女子高生が、お玉を動かす手を止めて挨あい拶さつしてくる。エプロンを着けた、スタイルのいいサイドテール少女……魅ミ怨オンだった。


    「おはようごじゃいましゅ、一郎男爵」


    　続いて、一つずつ茶ちや碗わんにご飯をよそっていた幼女が、椅い子すから立ってペコリと頭を下げてきた。相変わらず表情に乏しい、舌足らずのオカッパ園児……忌キ綺キだった。


    「その男爵ってのは何だよ。爵位を賜たまわった覚えはねえぞ」


    　顔をしかめる俺に、呪理が横から説明してくれる。


    「最近覚えた言葉らしく、偉い人に付ければいいと思っているようです。まあ、あまりお気になさらぬよう」


    　その間にも、忌綺はテーブルに箸はしを並べ、急須に湯を注ぎ、チョコマカと朝食のお手伝いを頑張っている。


    　本当にこの子は将軍なんだろうか。バトルが可能なんだろうか。保護者として幼稚園に通わせなくていいのだろうか……。


    　そんな懸け念ねんに駆られたが、信じるしかない。トウテツの残留邪じや気きを辿たどってこの家を突き止めたのも、エゾオオカミ型の使徒である彼女の嗅きゆう覚かくらしいから。


    「一郎くん。もうすぐできるから、先に顔を洗ってきて。それから忌綺、お醤しよう油ゆも出してちょうだい。あと呪理、お味噌汁を運んでっ」


    　テキパキと指示を出す魅怨に、俺たちは同時に「はい」と返事する。何というか、しっかり者の次女という感じだ。これが地なんだろうか。


    「お魚より、お菓子が食べたいでしゅ」


    「お魚より、一郎様が食べたいわ。性的な意味で」


    　……というか、長女と三女が不安過ぎる。


    



    　それから間もなく朝食の用意が整い、俺たちはテーブルを囲んで「いただきます」と両手を合わせた。


    　焼き魚も味噌汁も、匂いに違たがわずとても美味しかった。まさか魅怨がこれほど女子力の高い使徒だとは……面倒見がいいだけじゃなかったのか。


    「やっぱり、魅ミ怨オンの手料理は絶品ねえ」


    「ウマシでしゅ」


    「というか、あんたたちも家事の一つくらい覚えなさい。いつも私に頼りっきりじゃない」


    　魅怨の説教に、呪ジユ理リと忌キ綺キがペロリと舌を出す。悪の一味とは思えない団だん欒らんの食卓だ。


    　ちなみにトウテツは、この場にいない。


    　どうやらまだ俺の中で寝ているらしく、いくら呼びかけても無反応だった。夜遅くまでテレビゲームをしていたせいだろう。


    「それにしても、困ったわねえ……まさかトウテツ様、世界を滅ぼす気がないなんて」


    　全員の食事があらかた済んだ頃。魅怨が湯飲みを片手に、そう言って溜ため息いきをついた。


    　トウテツにラスボスへの意欲がないことは、もう三さん姫きにも伝えてある。彼女たちの説得なら聞き入れるかもと期待したのだが……やっぱり駄目だったようだ。


    「どうかしら魅怨。だったら私たちの独断で動いては？　火ひ乃の森もり龍りゆう牙がを倒す前に、まず四し神じんを始末しましょう」


    　使徒らしい呪理の発言に、しかし魅怨は難色を示す。


    「でも私たちにとって、【魔神】様のご意思は絶対よ。トウテツ様は、戦うことを望まれていない。なのに勝手に戦うワケには……」


    「じゃあキキたち、人間と仲良くなるでしゅか？」


    　忌綺に問われると、魅怨と呪理が顔を見合わせて黙り込んでしまう。やがて二人して、「抵抗あるわね……」と苦々しく呟つぶやいた。


    　そんなやり取りをひとしきり聞いたのち。


    　途方に暮れる三姫に向けて、俺はおもむろに口を開いた。


    「いや。俺たち『奈な落らくの使徒』は、世界の滅亡こそが宿望……それを忘れちゃならねえ」


    　三人の視線が俺へと集まる。藁わらにもすがるような眼まな差ざしだった。


    「テッちゃんは、俺が根気よく説き伏せる。ひとまず任せてくれ。それはそうとお前たち、他の使徒とは合流してないのか？」


    　俺の質問に、魅怨が代表するように答える。


    「残念だけど私たちだけよ。使徒は前回の戦いで、大部分やられちゃったから。生き残りがあと何人いるか……」


    「そうか。テッちゃんの器になって以降、俺も使徒を捜してみたんだが……唯ゆい一いつ見つけたバッファロー型は、敵に倒されちまった」


    「バッファロー型？　それって多分、醐ゴ武ブ留ルのコトよね？」


    　魅怨が確認するように、ブロンド使徒へ尋ねかける。


    　話を振られた呪理は、しばしの空白を置いてから、思い出したようにパンと手を叩いた。


    「ああ、醐武留ねっ。確かに私の兵卒だわ。あらやだ」


    　自分の配下を把握してないとは、非常に嘆かわしい。「あらやだ」で片付けられてしまった醐ゴ武ブ留ルに、同情を禁じ得ない。


    （まあ、こいつらにとっては、そこまで悲しむことじゃないんだろうな）


    　これは昨日、彼女たちから聞いたことなのだが……『奈な落らくの使徒』は、こちらの世界において「死ぬ」ことはないという。


    　彼らは致命傷を受ければ、骸むくろが融ゆう解かい・消滅する。俺も幾度となく目にしてきた現象だが、厳密にいうと、あれは「こちら側で存在が保てなくなり、魂が異界あつちへと送還された」状態であるらしいのだ。


    　自分たちの世界へ戻った魂は、また時を経て自己の肉体を取り戻す。ただしそれには二百年ほどかかるそうで、その間は眠りにつくしかない……力を蓄えないと復活できないという原理は、【魔神】と似ていると思う。


    「一いち郎ろうくん。もしまだ使徒の生き残りがいれば、そいつらも必ずこの町に集まってくるわ。ここは【魔神】様たちの眠る聖地だもの」


    　そういえば龍りゆう牙がもそんなことを言っていたか。「かつて私のご先祖様たちが、幾度も【魔神】を封印してきた場所……それがこの町だから」と。


    「トウテツ男爵が異界の扉とびらを開けれたら、あっちのお友達を呼べたでしゅ」


    「忌キ綺キ、お友達じゃないでしょ？　ちゃんと部下と言いなさい」


    　しっかり者の次女が、三女を「めっ」とたしなめる。どうも将軍としての自覚があるのは魅ミ怨オンだけのようだ。


    　トウテツだけでなく、まずは三さん姫きの意識改革も必要かもしれない……そう思った俺は、湯飲みをテーブルに置いて彼女らに語った。


    「いいか。これは悪の組織によく言えることだが、お前たちはもう少し統率力を学ぶべきだと思う。スタンドプレーの挙げ句、各個撃破されることを繰り返す……それは愚策だ」


    「使徒って、まとまりがないもんね」


    「将軍の私たちが言っちゃダメだけど」


    「フリーダムでしゅ」


    　同時に頭を掻かいた三姫に、俺は改めて宣言する。


    「トウテツ軍は、これまでのような轍てつは踏まねえ。余計な犠ぎ牲せいは出さず、全員が連携して事に当たる方針を推奨する。ワンフォーオール・オールフォーワンの精神だ」


    　三姫が「はあ」とハモる。やっぱりこんな言葉は知らないか。


    「テッちゃんがこのザマである以上、当面は俺が指揮を受け持つ。俺がいいと言うまで、勝手な行動は禁止する。それで構わないか？」


    　魅怨と忌綺は頷うなずいてくれた一方、呪ジユ理リだけが「ですが……」とやや不満そうだった。


    「トウテツ様がやる気を出されたときのためにも、敵戦力を一人でも削っておくべきではありませんか？　この呪ジユ理リめにお任せ頂ければ──」


    「駄目だ。動くときは全員で、計画的にだ」


    　いたずらにバトルをして、怪け我が人が出ては堪たまらない。町に被害が及ぶのもマズい。


    　第一部のラストバトルによる大パニックがあって以降、やたら警官の姿が目につくようになっている。幸いにもこの町は怪事件が頻発するので、人々はすっかり慣れてしまっているようだが……できればもう少しほとぼりを冷ましたい。


    「呪理。一いち郎ろうくんの言葉は、トウテツ様のお言葉も同然よ。私たちはこちら側のコトをよく分かってないし、今は指示に従いましょう」


    「一郎男爵についていくでしゅ」


    　次女と三女に諭されると、長女も渋々ながら「……分かったわ。こういうときは多数決だものね」と聞き分けてくれた。意外と民主的な奴やつらで助かった。


    　三さん姫きの同意を得られたところで、俺は椅い子すを立って会議を締めくくる。


    「お前たち三人は、俺の従姉妹いとこってコトにしとく。近所の人に会ったら挨あい拶さつを忘れるな」


    　三姫が「はっ」と声を揃そろえると同時に、柱時計がボンと一つなった。


    　まだ八時半だった。
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    　それからというものの、俺は本腰を入れて第二部の構成を練りにかかった。


    　頭に描いたストーリーラインは、大きく分けて四段階。脚本のノウハウなどないので、分かりやすい起承転結で進めていくことにした。


    　第一段階──まずは龍りゆう牙がたちに、トウテツの復活を知ってもらう。


    　とりあえず魅ミ怨オンを使って、すでに【魔神】の器が見つかっていることを告げさせよう。依より代しろとは、一体どこの誰なのか……その謎なぞから第二部は本格的にスタートするのだ。


    （せっかく魅怨を動かすなら、蒼あおヶが崎さきさん辺りにちょっかいを出してみるか。あの二人は面識もあるし、改めてライバル意識を深めてもらおう）


    　第二段階──新たな敵キャラ・呪理と忌キ綺キの顔見せ。


    　魅怨に続く『奈な落らくの三姫』が登場し、トウテツ陣営の充実っぷりを見せつける。そして龍牙たちに「今回の相手は、かなりの強敵だ」と危機感を抱いてもらう。


    （三姫の実力なら、リューガ以外とは互角に渡り合えるはず。こうなると、こちらの人数不足が悩ましいな……あっちが四し神じんなんだから、こっちも四姫だとベストだったのに）


    　第三段階──そんな中、やがてトウテツの器が小こ林ばやし一いち郎ろうであることが判明する。


    　その衝しよう撃げき的な事実に、愕がく然ぜんとする龍りゆう牙が。同じく放心する雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさん、エルミーラさん。黒くろ亀がめさんとだけはフラグが立っていないので、「あ、そうなんだ」で済まされるかもしれないが。


    （あの亀って、つくづく余計だよなあ……まあ、一人くらい俺との戦いを躊ちゆう躇ちよしない奴やつは必要だろう。そういう意味では、彼女は第二部のキーとなるキャラかもしれない）


    　そして第四段階──運命の最終決戦。


    　激闘の末にトウテツは倒され、俺は【魔神】の器から解放される。目覚めた俺は、龍牙たちが異能力者であることも、龍牙が女だということも、ヒロインズとのフラグも全て忘れてしまっている。


    （すっかり一般人に戻った俺は、リューガの友人キャラに再び収まる。そして、物語は第三部へ……こんなところか）


    　この構想通りにいけば、俺にとって申し分ない。


    　何なら第一部の杏きよう花かちゃんみたいに、ラストバトルで【魔神】の支配にちょっと抵抗してみてもいい。あくまで俺自身の心は、龍牙サイドにあるとアピールするために。


    （今となっては、リューガのコスプレが見れなくなることに若干の惜しさを感じるが……そこは諦あきらめるしかねえ。全てのフラグを帳消しにするには、他に道はねえんだ）


    　ちなみに俺はこの第二部において、自分の中でいくつかの心得を定めた。


    　一つ。両陣営の情報を、相手側に漏らさない。ここら辺は公平を期すべきだ。


    　一つ。第二部の間は、使徒たちに人間への暴行及び、度が過ぎた破壊活動を禁じる。俺が友人キャラに戻りにくくならないように。


    　一つ。両陣営から犠ぎ牲せい者が出ることも避ける。使徒を失うことなく、次の【魔神】に戦力を引き継がせたい。できれば夏休みのうちに。


    （大丈夫、俺ならできる。必ず結果にコミットしてやる！）


    　……そんな闘志を燃やしたにも拘かかわらず。


    　しかし俺は数日間、またもや足踏みをすることになった。


    　せっかく動き出す態勢が整ったというのに、再びヒロインズからのお誘い攻撃に見舞われたのだ。


    



    　八月一日。


    　俺は雪宮さんに呼び出され、豪華客船での社交パーティーに付き合わされた。


    　しかも何な故ぜか、セバスチャンさんと同じく燕えん尾び服ふくを着せられ、彼と一緒にひたすら雪宮さんに追従するという謎なぞの役回りであった。というかこれ、完全に執事だろう。


    「ご機嫌よう汐しお莉りさん。あら、執事さんが増えましたの？」


    「はい。セバスチャンが『早めに自分の後継を育てておきたい』と言いまして……まだ見習いではありますが、以後お見知り置きを」


    　キラキラに着飾ったセレブおばさんに、雪ゆき宮みやさんが恐ろしい返答をしている。おい、俺の就職先を勝手に決めるんじゃない。


    「そういえば雪宮会長の奥様も、元は秘書でしたものねえ。じゃあ汐しお莉りさんも、そういうおつもりで？」


    「フフ、どうでしょうか」


    　含みを持たせたセリフと共に、上品に笑う雪宮さん。


    　すぐにでも否定したかったが、執事が会話に割り込むわけにいかない。与えられた役割に全力で取り組んでしまう……自分のサブキャラ気質が恨めしかった。


    「──ごめんなさい小こ林ばやしさん。こんなことをお願いしてしまって」


    　セレブおばさんが去ると、雪宮さんが申し訳なさそうに謝ってきた。


    　背中が大きく開いたイブニングドレスが、やたら色っぽい。ささやかながらメイクも施されているので、普段よりかなり大人っぽく見えた。


    「でもこうでもしないと、お父様が勝手に次期執事を決めてしまうので……」


    「あ、ああ。あくまでフェイクってコトだな。それなら構わないよ」


    　横のセバスが「私は本気ですが」と低音ボイスで呟つぶやいたが、黙殺した。


    　ちなみに先ほど、雪宮さんのご両親にも挨あい拶さつをした。思ったより若々しい、しかし「ザ・支配階級」といった雰囲気を持つ二人だった。


    　この豪華客船も、雪宮家の所有物であるらしい。愛まな娘むすめが『祝命の巫み女こ』として異い形ぎようと戦うことを嘆いてはいたが、会社ぐるみで最大限のバックアップをするつもりだと言っていた。


    　まさか、龍りゆう牙がのご両親より早く挨拶することになるとは……。


    「小林さん、どうぞ肩の力を抜いて下さい。礼儀作法などもお気になさらず」


    「分かった。あくまでフェイクだもんな」


    　すると雪宮さんに、また新たなセレブ紳士が近付いてきた。


    　テーブルに並ぶ豪勢な料理を摘つまむ暇ひまもなく、雪宮さんは対応を余儀なくされる。令嬢というのも大変だ。


    「やあ汐莉くん、お綺き麗れいになって……そちらは新しい執事さんかな？　ずいぶんお若いね」


    「はい。彼は将来、雪宮グループの中枢を担になう人材になるはずです」


    　その後もひっきりなしに代わる代わる人がやってきて、いちいち俺をイジってきた。


    　それが三十人を超える頃には、雪宮さんも飽きてしまったのか、俺の紹介にどんどん尾ヒレが付いていった。


    「こんにちは汐莉さん。おや、その少年は？」


    「セバスチャンの一人息子です」


    「ハロー汐しお莉り！　オウ、また執事を雇ったのかい？」


    「はい。元・グリーンベレーです」


    「お久し振りね汐莉さん。そちらは……」


    「執事ロボです」


    　俺のプロフィールが、これでもかと歪ゆがめられていく。大おお喜ぎ利りのごとく設定が盛られていく。


    「お嬢様はジョークのセンスも身につけられたようです」


    　そう言ってセバスチャンさんが俺に笑いかけてきたが、やはり黙殺した。


    



    　八月二日。


    　その日は蒼あおヶが崎さきさんに呼び出され、延々とショップ巡りに付き合わされた。


    　電車を二十駅も乗り継いで、隣県まで足を延ばす。そこに大きなファッションモールがあるためであり、知り合いに出くわすのを避けるためでもあった。


    　現地で軽くランチを済ませると、一軒一軒くまなく店を回っていく。いつものクールでストイックな仮面を外し、蒼ヶ崎さんは終始ハイテンションだった。


    「小こ林ばやし！　あそこのショーウィンドーのスカート、かなり可愛くないか!?」


    「はい。その横のやつもいいですね」


    「確かに……しかし、あれはちょっと丈が短過ぎるのでは」


    「蒼ヶ崎さんの美脚なら問題ありません。今日のサマーセーターにも合いそうです」


    「少し恥ずかしいが、小林がそう言うのなら……よし、試着してみよう！」


    　俺の腕を引っ張り、店に突入していく蒼ヶ崎さん。


    　傍はたから見ると、完全にカップルだ。それも「何であんな美人に、あんな男が」というタイプの格差カップルだ。


    　蒼ヶ崎さんは結局、そのスカートを気に入ったらしく購入を決めた。


    　その後もいくつか買い物をしたが、荷物は全て俺が持つことになる。これもお約束だと思って申し出たことだが、蒼ヶ崎さんは予想以上に嬉うれしそうだった。


    「私を女の子扱いしてくれるのは、小林だけだな。やはり君は……私の特別な存在だ」


    「い、いや。男ならデートのときは誰でもこうしますよ」


    「デ、デ、デートっ？　やはりこれはデートなんだな!?　君もそのつもりなんだな!?」


    「撤回します！　ただのショッピングです！」


    　訂正は聞いてもらえず、それから蒼ヶ崎さんはずっと俺と腕を組んで歩いた。


    　ヘコむ気分とは裏腹に、肘ひじに当たるサイドオッパイに幸福を覚える。店員との会話を盗み聞いたところ、何とＧカップだという。呪ジユ理リのＩカップには劣るが、このレベルになるともう満足度に大差はない。


    「そうだ小林。夏休みの間に、プールへ行かないか？　水着を見せる約束だったろう？」


    「ま、前みたいに道場でいいんじゃ……？」


    「それでは味気ないだろう。やはり水着は、しかるべき場所で着なければ」


    「蒼あおヶが崎さきさんには、剣の稽けい古こもありますし……ほら、町に使徒が現れる可能性も……」


    「使徒はもう大して残っていまい。つい一昨日おととい、久々に一体倒したしな」


    「へっ？」


    「残念ながら魅ミ怨オンではなく、エビ型のザコだったが。そういえば、里り菜なも墓地でバッファロー型のザコを倒したと言っていたぞ」


    　……まさか知らないうちに、もう一匹狩られていたとは。俺が懸け念ねんしていたスタンドプレーによる各個撃破である。


    （それにしても蒼ヶ崎さん、俺へのアプローチがどんどん露骨になってるような……服選びも流行というより、俺の好みで決めてるみたいだし）


    　そんな憂慮をしながらも、俺は蒼ヶ崎さんと日が暮れるまで店を行あん脚ぎやし続けた。


    　ディナーのあと地元へと戻り、彼女を家まで送る。よもや蒼ヶ崎さんを襲う命知らずはいないだろうけど、これも男としての責務だ。


    「フフッ、とことん私を女の子扱いするのだな。とても嬉うれしいぞ」


    「いえ。決して他意はありませんので」


    「なあ、よかったら君もウチで剣術を学ばないか？　そうすれば、毎日でも会えるし……」


    　最後に頬ほおを染めてそう言ってきた蒼ヶ崎さんに、俺は震しん撼かんした。


    　やはり彼女とのフラグは、ひときわ顕けん著ちよである気がしてならない。


    



    　八月三日。


    　その日はエルミーラさんから学校に呼び出され、また血を吸われた。


    　幸いにも吸血量はほどほどにしてくれたが、それからが長かった。どうも小説の執筆に行き詰まっているらしく、その相談をされたのだ。


    「とうとう次じ郎ろうが、龍りゆう也やの子を身み籠ごもってしまうのですけど……その子を天使にするか悪魔にするかで迷っていますの」


    「…………」


    「二人の愛の結晶が、忌いむべき悪魔だった──本来ならそれが王道なんでしょうけど、少し安直過ぎるような気もして。どうすればいいのかしら……」


    　ガランとした教室で、机に頬杖をついて嘆息するエルミーラさん。


    　天使か悪魔か以前に、どうして男同士で赤ちゃんができたのかを説明して欲しい。こいつは次郎おれを何だと思ってるんだ。


    「じゃあもう、天魔でいいんじゃないかな？」


    　俺の適当な意見に、エルミーラさんが「えっ」と目を見開く。


    「それはつまり、天使であり悪魔でもある……ということですの？」


    「ああ。どっちにもなり得る存在ってコトで。ロボでもいいかもしれない」


    「ロボはともかく、両属性はいいかもしれませんわね」


    　エルミーラさんが、すかさずノートにペンを走らせる。表情が嬉き々きとしていた。


    「小こ林ばやし一いち郎ろう。もっと案を出してっ。思いつくままで結構ですから！」


    「えっと……次じ郎ろうだけヤられっ放しなのは悔くやしいから、龍りゆう也やにも子供を生ませない？　次郎ができるなら、龍也もできるだろ」


    「まあ、リバーシブルだなんて！　これぞボーイズラブの醍だい醐ご味みですわ！」


    　……それから俺が意見を出すたびに、エルミーラさんはテンションを上げていった。


    　ついには興奮して鼻血を出し、俺は再び血を吸われる羽目になった。何という無駄なマッチポンプだ。


    「ウフフ。やっぱり小林一郎は頼りになりますわね。アナタはもしかしたら、ワタクシのベストパートナーかもしれませんわ」


    　ハンカチで口元を上品に拭いながら、エルミーラさんが嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんでくる。その唇の隙すき間まから、牙きばのような小さな犬歯が見え隠れしていた。


    「そうですわ。今度ワタクシの家にいらっしゃいな。オフィス街の一等地にある、三十階建てのマンションですわ。夜景が最高ですのよ」


    　……やっぱりこいつもお金持ちだったか。まあ、薄々そんな気はしていた。この貴族チックなキャラで貧乏人だったら、ちょっと面白かったのに。


    「邪魔の入らない場所で、夜通し打ち合わせをしましょう。そして素晴らしい作品にしましょう！　これまでにない赤ちゃんを、二人で作り出しましょう！」


    「誤解を招く言い方をするな！　女子の家に泊まり込みなんてできるか！」


    「ワタクシと朝チュンなんて、龍りゆう牙がでもしたコトありませんのよ。いっそのこと付き合っちゃいます？　ウフフ」


    「笑えねえよ！」


    　そんなこんなで俺が解放されたのは、午後八時前だった。


    （駄目だ……このままじゃ、ラブコメしてるだけで夏休みが終わっちまう……）


    　三日連続のヒロインズとの密会。しかもこの調子では、今後もたびたび呼び出しを食らう可能性が高い。そしてその分だけ、確実に仲も深まってしまう。


    　ただでさえ計画が遅延しているのに、この状況は非常にマズい。これではいつか俺は、ヒロインズとも擬似恋人の関係になってしまいかねない。俺を巡って主人公サイドの関係に亀裂が入りかねない。


    　そんなドロドロの愛憎劇など、龍牙の物語には相応ふさわしくないだろう。


    （ラスボスって、思ったより大変だな……）


    　甚はなはだしい疲労感を抱えながら、重い足取りで家に戻ると。


    「一いち郎ろうくん、遅くなるならちゃんと言いなさい！　とっくに夕飯できてるのよ！　みんな待ってたんだから！」


    「焦じらしプレイなんて、一郎様はテクニシャンですね」


    「極限までペコってましゅ」


    　追い討ちのごとく、使徒の三人娘から叱られた。
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    　なかなか第二部が始動できない状況に、焦りを募つのらせていたところ。


    　俺の多忙な日々に、思いがけず救いの手が差し伸べられた。


    　きっかけは、龍りゆう牙がからのメール。俺が悩み事を抱えているのを山で察した彼女は、『遊ぶ気分になれないなら、しばらく無理に会わなくていいよ』と自ら密会を慎んでくれたのだ。


    　しかもそれが周りにも伝わったようで、他のヒロインズもピタリと誘いをかけてこなくなった。龍牙が自じ重ちようしているのに、自分だけが俺を呼び出すわけにはいかない……そう考えてくれたのだろう。今では蒼あおヶが崎さきさんが、たまに妙なポエムをメールしてくる程度だ。


    （期せずして、主人公サイドからの理解を得られた。これでストーリーが進められる！）


    　ならばそろそろ俺も、少しずつ悪の片へん鱗りんを出していかねば。


    　精神が【魔神】に支配されつつあることを、ジワジワと演出していかねば。


    　とりあえず、試しに何か悪事でもしてみようか……そう思ったものの、具体的に何をすればいいのかが分からなかった。


    　信号無視とか、立ち小便とか、考えつくのはショボい行為ばかり。こんなことなら暴走族にでも入っておくんだった。一輪車しか持ってないが。


    （なあテッちゃん。どうすればいいと思う？　お前、過去にどんな悪事してた？）


    　散歩がてら町内をブラつきつつ、脳内に問いかけてみる。


    　すると、すぐにトウテツから返事があった。起きていたようだ。


    （そうっスねぇ。俺が昔やったのは、山を平地にしたり、海を荒れ狂わせたり……あと、城とか寺を壊したり燃やしたりってトコっスかね）


    （お前、結構ワルだな……）


    （それから、畑のカボチャを盗んだり、塀に『ウンコ』って落書きしたり）


    （スケールの落差がハンパねえな……）


    （要するに、衝動のまま生きてきたってコトでさぁ。旦那もそれでいいんじゃないスか？）


    　……三さん姫きから聞いたところによると、このトウテツは四凶の中でも、とりわけ奔ほん放ぽうで気まぐれな【魔神】であるらしい。


    　気に入らなければ配下だろうと容よう赦しやなくぶちのめし、かと思えば負傷した使徒を甲か斐い甲が斐いしく介抱したりもするとのこと。


    　しかも本人も認める通り、その性質が宿る器に左右される傾向が強く、復活するたびにキャラが全然違うという。まさに宿主の鏡のような存在なのだ。


    　──そして今。トウテツは俺に強く影響され、こんな性格になっている。


    　こいつが龍りゆう牙がに惚ほれているのは、もしや俺の潜在意識が反映されたからなんじゃ……こいつの恋心は、俺の恋心なんじゃ……そんな縁起でもない考えが、ふと頭をよぎった。


    （やめやめ！　それより今は、第二部を進行させることを考えろ！　いつもの小こ林ばやし一いち郎ろうじゃないことを、悪の小林一郎であることを、世間にアピールしていくんだ！）


    　そう意気込みながら、とりあえず駅近くの繁華街に来てみると。


    　道の脇わきでしゃがみ込んで泣いている、小さな女の子を発見した。


    　聞けば母親とはぐれた上に、歩いているうちに道が分からなくなったそうだ。捨て置くわけにもいかず、俺は仕方なく少女の手を引いて母親を捜し回り、程なく見つけ出した。


    「本当にありがとうございます。何とお礼を言ったらいいか……」


    「いえ。気になさらないで下さい」


    「お兄ちゃん、ありがと！」


    「よかったね、サヨちゃん」


    　去っていく親子に手を振ったのち、俺はその手で自分を引っぱたく。


    （いいコトしてどうすんだよ！　悪の片へん鱗りんを見せろっての！）


    　……まあいい。仕切り直そう。


    　今のは【魔神】の影響下にない、いつもの小林一郎だったのだ。次こそやってやる！


    　決意を新たに歩き出したところ。またしても迷子を発見した。


    　不安そうにキョロキョロと辺りを見回している、赤いポシェットを斜めにかけた、長なが靴ぐつのオカッパ幼女……どう見てもウチの居い候そうろうだった。『奈な落らくの三さん姫き』が一人、忌キ綺キだった。


    「あっ、一郎男爵！」


    　俺に気付くなり、忌綺がタタタと駆け寄ってくる。そして勢いよく飛びついてくる。


    　こんなナリでも、彼女は使徒だ。しかも将軍である。


    「何してんだよ忌綺。お前一人か？」


    「そうでしゅ。オモチャ屋さんに来たでしゅ。地底怪獣ベルベロンのソフビが、今日発売だったでしゅ」


    　繰り返すが、こいつは将軍である。


    「でもお店が見つからなくて、おまけに来た道も分からなくなったでしゅ……もう少しで危うく泣くとこだったでしゅ」


    「どんな使徒だよ……というかお前、お金は持ってんのか？」


    「ないでしゅ。見るだけで我慢でしゅ、ベルベロン」


    　俺は仕方なく忌キ綺キの手を引いてオモチャ屋へ行き、ベルベロンのソフビを買ってやった。俺は子供に甘いのだ。


    「宝物にするでしゅ！　大好きでしゅ一いち郎ろう男爵！」


    　いつになく感情を露あらわにしている忌綺を連れて、そのまま帰路につく。
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    　……まあいい。部下をフォローするのもボスの務めだ。


    　今の俺は【魔神】の影響下にある、悪の小こ林ばやし一郎なのだ。人間の敵なのだ。


    （やってるコトは同じ迷子対応じゃねえか……何なんだ、この虚むなしい独り遊びは）


    　本当に、つくづくラスボスって大変なものだ。


    



    　八月に入り、ちょうど一週間が過ぎたその日。


    　俺は魅ミ怨オンと一緒に、大型スーパーへと出かけた。晩飯の食材だけでなく、色々と日用品も買いたいということで、荷物持ちを頼まれたのだ。


    　その家事能力を買い、今や俺は家計を魅怨に丸投げしている。にも拘かかわらず彼女は、細かい出費まで俺に報告するのを怠おこたらない。とことんしっかり者の次女だった。


    　ちなみに忌綺も「行きたい」と言うので、連れていくことにした。呪ジユ理リはというと、家でワイドショーを観ている。


    「一いち郎ろうくん。今日は何が食べたい？」


    「ハンバーグかな」


    「オッケー」


    　俺のリクエストに笑顔で頷うなずき、店内をスタスタと歩いていく魅ミ怨オン。その後ろをトテトテとついていく忌キ綺キ。


    　三さん姫きは全員かなりの美少女なので、周りの目を引いてしまう。今も付近の男性客が、ひき肉のパックを吟ぎん味みし始めたサイドテールの制服少女に熱い視線を送っていた。


    「う～ん、こっちかな？　あ、そっちの方がいい色かも……」


    「キキはお菓子を見てきましゅ」


    　そう言って駆け出した忌綺に、魅怨がすかさず声を投げる。


    「忌綺、一人で行ったら迷子になるわよっ。それと、お菓子は一個だからねっ」


    「魅怨はケチンボでしゅ」


    　足を止めてショボンとした忌綺を、俺はついつい「じゃあ二つまでいいぞ」と甘やかしてしまう。……これはあくまでも父性だ。決してロリコンだからじゃない。


    「一郎男爵は太っ腹でしゅ」


    　嬉うれしそうに走り去る忌綺の背中を見送っていると、魅怨がジロリと俺を睨にらんできた。


    「一郎くん、あんまり甘い顔しないのっ。どうせあの子、帰り道で食べちゃうんだから」


    「まあいいじゃねえか、お菓子くらい」


    「怪獣のソフビも買ってあげたんでしょ？　ああいうのって、次々と新しいのが出てキリがないんだからね？　来週発売の宇宙怪獣ドラギーゴも、きっとおねだりされるわよ」


    　これが『奈な落らくの使徒』の会話だとは、みんな夢にも思うまい。俺自身、正直いかがなものかと思っている。


    「しかしお前、すっかり主婦だよな……」


    「仕方ないでしょ？　呪ジユ理リと忌綺があんな感じじゃ」


    「前から訊ききたかったんだけど、お前はどうして制服なんか着てるんだ？」


    「この格好だと人間の男が寄ってきて、ご飯食べさせてくれるから。一郎くんのトコに来るまでは、そうやって生活を乗りきってたの」


    　サラリと言ってのけた魅怨に、俺はにわかに表情を硬くした。


    　……実は彼女たちには、かねてより確認しておきたいことがあった。今までその質問を避けてきたのは、答えを聞くのが怖かったからだ。


    　だが、いい機会だ。思いきって尋ねることにしよう。これもラスボスの責務と言える。


    「なあ魅怨。お前ってさ」


    「なぁに？」


    「これまでに──人間を殺したことはあるのか」


    　俺の真剣な眼まな差ざしに、魅ミ怨オンが目をパチクリさせる。しかしややあって、彼女は再びサラリと言ってのけた。


    「残念だけど、ないわね」


    「…………」


    「私たち三さん姫きは、ずっと異界あつちにいたから。私が初めてこっちに来たのは、あんたと廃工場で出会ったあの日よ」


    「そ、そうなのか？」


    　だとしたら魅怨は、こちらへ来てまだ一か月足らずということになる。


    　それまで人間界に来たことがなかったというのは、かなり意外だった。将軍クラスを温存しておいて負けてちゃ世話がない。


    「もともと『奈な落らくの三姫』の主任務は、異界を取り仕切ることなの。人間界への侵攻は、別の将軍たちの仕事よ。あ、そいつらは『奈落の八傑』っていうんだけど」


    　将軍クラスって、そんなにいたのか。一体どこで油を売ってるんだ。まあ、すでに龍りゆう牙がたちに倒されてしまった可能性もあるが。


    「でもほら、一年半くらい前、時空に裂け目ができちゃったでしょ？　アレのお陰で、八傑以外の配下まで勝手に人間界へ乗り込んじゃってさ……私はそれを追ってきたの」


    「追ってくるの遅くね？　魅怨が来たのって、ついこの間だろ？」


    「う、うるさいな……気付かなかったのよっ。あんな小さい裂け目、分からないってば！」


    　そういえば、現代になって使徒が再来したのは、時空に歪ゆがみが生じたせいだったか。


    　もしかしたらそれは、【魔神】コントンが開いた「異界との扉とびら」の簡易版なのかも。コントンが復活する、その前兆だったのかも。


    　いずれにせよ、そのイレギュラーなゲートの出現によって──火ひ乃の森もり龍牙の異能バトルストーリーは幕を開けたのだ。


    「異界では、私たち三姫の命令は絶対よ。なのに無断で出撃するなんて、アッタマ来るじゃない？　だから粛しゆく清せいしてやろうと思って」


    　魅怨が腹立たしげに言いつつ、俺が持っている買い物カゴにひき肉のパックを丁てい寧ねいに入れてくる。セリフは攻撃的だが、行動は庶民的だ。


    「でもこっちに来てみたら、もうすぐコントン様が復活するっていうじゃない？　そうなると話が変わってくるでしょ？　私たち使徒が最も優先するべき使命は、【魔神】様のために働くことなんだから」


    　そして【魔神】コントンは復活し、魅怨はラストバトルにおいて蒼あおヶが崎さきさんと対たい峙じすることとなった。しかし俺の介入によって撤退を余儀なくされ、以降はナンパ男をカモにして食い繋つないでいたと……。


    「魅怨。その時空の裂け目って、まだあるのか？」


    「もう閉じちゃったわよ。『星せい壁へきの守もり人びと』に封印されてね」


    「黒くろ亀がめさんか……」


    「そのあと、コントン様がちゃんとした扉とびらを五つ開いたけど、そっちも全て黒亀里り菜なに封印されたわ。お陰で帰れなくなっちゃった」


    　そう語りながらも、魅ミ怨オンの口調はあっけらかんとしていた。やっぱり彼女も使徒だけに、根はフリーダムなのかもしれない。


    「異界あつちのことは、呪ジユ理リと忌キ綺キに任せたはずだったんだけど……あの二人ってば、前から人間界に興味があったみたいでさ。コントン様が扉を開いたときに、ノリで来ちゃったって」


    　将軍がそれじゃ駄目だろう。無断で動いた部下たちを責められる立場じゃない。


    「でもあの二人、コントン様と合流する前に、戦いが終わっちゃったらしくて。異界にも帰れず困ってたところに、運良く私と出会ったの」


    「まさかラストバトルに間に合わなかった不ふ心こころ得え者ものが、使徒サイドにもいたとは……」


    「でもまあ、次の【魔神】様がすぐに復活してくれてラッキーだったわ」


    　そこで魅怨が、手を後ろに組んでパチリと片目を閉じてみせた。


    　ツリ目によるウィンク……悔くやしいが可愛い。男がナンパしたくなるのも無理はない。


    「トウテツ様がやる気を出して下さらないのは、確かに心配だけど……ただ、そこまで悲観するコトもないと思う。だって、一いち郎ろうくんが器なんだもの」


    「え？」


    「【魔神】様と器は一心同体……私さ、トウテツ様の器が一郎くんでよかったと思ってる。一郎くんは頼りになりそうだから」


    　悲しいかな、全く嬉うれしくない。俺の希望するポジションは、「主人公の友人」なのだ。本当はラスボスなんてやりたくないのだ。


    「廃工場で出会ったときは、まさか同どう棲せいすることになるとは思わなかったけど……これからもヨロシクね、一郎くんっ」


    「ああ、分かってるよ」


    　不本意ながらも渋々頷うなずくと、いきなり魅怨がズイと寄ってきた。


    　端正な美び貌ぼうが、息がかかるほどの至近距離に迫る。不覚にもドキリとしてしまった。


    「もしよかったらさ、今夜は呪理の代わりに、私が相手しよっか？」


    「な、何の？」


    「エッチの」


    「おぉぉい！　やってねえよ！　指一本も触れてねえよ！」


    　周囲に客がいるのも構わず、俺は思わず喚わめいていた。


    　呪理はどんなに注意しても、起きると俺のベッドにいる。もはや朝の「逆・野や球きゆう拳けん」が日課になっていた。


    「え、してないの？　何も？　好きじゃんセクハラ」


    「俺はこの物語を、十八禁にする気はねえ！」


    「ふぅん……してないんだ」


    　何な故ぜだか魅ミ怨オンがご機嫌になる。右手で小さくガッツポーズまでしていた。


    「というコトは、私にもチャンスはあるってコトね。色気じゃ呪ジユ理リに敵かなわないけど、男を落とすにはまず胃袋って言うし……」


    　一人で何やらブツブツと呟つぶやいたのち、魅怨がクルリと身を返す。やけに気合いが入った様子で、野菜コーナーへと歩き出す。


    「よしっ、今日のハンバーグは最高傑作にしてやるわっ。次はタマネギを──」


    　と、そこで店内にアナウンスが流れた。


    『迷子のお知らせを申し上げます。赤いポシェットをした、奈な落らくからお越しの、小こ林ばやし忌キ綺キちゃんという女の子が──』


    　俺と魅怨は同時に「おぉぉい！」とハモり、インフォメーションセンターに走った。
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    　そんな暮らしを続けるうちに、俺は三さん姫きとの同居生活にもすっかり慣れてしまっていた。


    　これも持ち前の順応性のせいだろうか。時にはみんなで外食をしたり、カラオケやボウリングに行ったり、茶の間でトランプ大会をしたり……とても世界の滅亡を企たくらんでいる軍団だとは思えない、ユルユルの日々だった。


    （さすがに馴なれ合い過ぎか……この調子じゃ、主従関係がどんどん曖あい昧まいになっちまう）


    　すでに三姫は、ご近所さんとも顔馴な染じみだ。それどころか、郵便や新聞配達の人とまで世間話をする域に達している。恐ろしいほどの溶け込みっぷりだった。


    （いつまでもグズグズしてはいられねえ。明日こそは、いよいよ計画を実行に移す）


    　すなわち第一段階──トウテツの復活を、龍りゆう牙がたちに告知する。


    　そのために魅怨を使い、蒼あおヶが崎さきさんにちょっかいを出させるのだ。


    （そうすれば、リューガにも話が伝わるだろう。一気に緊迫感が増すだろう）


    　……ちなみに龍牙とは、もう十日以上も会っていない。知り合って以降、これほど長く顔を見なかったのは初めてのことだった。


    　俺と擬似恋人の関係になり、きっと彼女は夏休みを楽しみにしていたはず。抑え込んできた女の子を、存分に発散したかったはず。それを思うと胸が痛い……痛いはずだったが。


    　ある夜、そろそろ就寝しようとベッドに入ったときのこと。


    　いきなり龍牙から届いたメールを見て、俺は全身が固まった。呆ぼう然ぜんとして、唖あ然ぜんとして、愕がく然ぜんとした。


    『一いち郎ろうへ。今日は映画に付き合ってくれてありがと！　偶然だったけど、会えてスゴく嬉うれしかったよ！』


    　メール内容を理解するのに、俺は軽く二分を要した。


    　次いで直ただちにトウテツを叩き起こし、自分の中から引っ張り出し、猛然と問い詰める。


    「おい！　お前、今日一日どうしてた！」


    「…………」


    　プイと横を向いてシラを切るトウテツを、コブラツイストで締め上げる。すぐに【魔神】はギブアップし、バツが悪そうに白状した。


    「散歩してやしたら、たまたま駅前で龍りゆう牙がたんと会って……」


    「散歩してんじゃねえ！　勝手に行動するなって言ったろうが！」


    「そこで『映画でも観ない？　気晴らしになるかもしれないよ』と誘われやして……」


    「一緒に映画を観たってのか！」


    「泣けやした。珠玉のラブストーリーでした」


    「人間の創作物に感動してんじゃねえ！　どんな【魔神】だよ！」


    　この野郎、やりやがった。無断で外出したばかりか、主人公と映画デートしやがった！


    「ラスボスやるって約束したろ！　どういうつもりだテメェ！」


    　俺の剣幕に、しかしトウテツも珍しく噛かみついてくる。


    「旦那こそ、どういうつもりっスか！　龍牙たん、一人で寂しそうに歩いてたんですぜ！　それでも彼氏っスか！」


    「彼氏『役』だ！　おまけにラスボス役なんだから仕方ねえだろ！」


    「何でもっと優しくできねぇんスか！　ケビンみたいに！」


    「誰だそいつは！」


    「今日の映画の主人公でさぁ！」


    「知るか！」


    「あいつは多分、今年のオスカー獲とりまさぁ！」


    「知るかコラー！」


    　いつぞやと同じく、【魔神】との取っ組み合いが始まる。もう夜も遅いが、俺は怒りのあまりご近所への配慮も忘れてしまっていた。


    　しばらく格闘していると、騒ぎに気付いた三さん姫きが部屋へ駆け込んでくる。


    　立ち技から寝技の攻防へと移行した俺たちを、パジャマ姿の三人娘は呆あきれたように、そして困ったように眺めていた。


    「これ……どっちに味方すればいいんだろ」


    「そりゃ、トウテツ様じゃない？」


    「うるさくて眠れないでしゅ……」


    　──結局、勝負は忌キ綺キが乱入し、握り締めたソフビ怪獣で俺とトウテツをぶん殴ったことで終わった。


    　後日聞いたところによると、彼女は眠りを妨げられるのが何よりも嫌いなのだという。忌綺を起こそうとして半殺しにされた配下は、異界でも三十人を超えているそうだ。


    「もう忌綺ったら！　トウテツ様に何てことを！」


    「あらまあ……お二人とも、白目を剥むいちゃったわ」


    　薄れいく意識の中、俺は魅ミ怨オンと呪ジユ理リのそんな声を聞いていた。


    　六分四十二秒。勝者・忌綺。決まり手・地底怪獣ベルベロン。


    



    　俺は翌日、トウテツがやらかした愚行をフォローするため、とにかく火ひ乃の森もり邸ていへと急行することにした。


    　昨日の俺を見て、龍りゆう牙がが違和感を持った可能性は大いにある。メールからはそういう感じを受けなかったが、実際に会って確認しないことには気が休まらなかった。


    （おいテッちゃん。本当に突っ込んだ話はしてねえんだろうな）


    （大丈夫っスよ。当たり障りのないトークをしただけでさぁ。人目があったんで、残念ながらイチャイチャもしてやせん）


    　そんな内談をしながら屋敷へと辿たどり着き、玄関の引き戸をガラガラと開いた瞬間。


    「いらっしゃい一いち郎ろう！」


    　中から飛び出てきたバニーガール姿の少女が、勢いのまま俺に抱き着いてきた。


    　ヘアバンドから生えたウサ耳。剥き出しの細い肩に、大胆で豊かな胸の谷間。そして網タイツに包まれた健康的なおみ足……もちろんそれは、龍牙だった。


    「だからフライングはよせって！　ちゃんとメールでも釘くぎを刺しといただろ！」


    「えへへ、バニーにしちゃったっ。この衣装、一郎のお気に入りみたいだから」


    　花の咲くような笑顔で、まん丸尻しつ尾ぽをフリフリと揺らしてくるバニー龍牙。


    　世界中を探しても、こいつ以上にこの格好が似合う奴やつはいまい。構造上おヘソが隠れてしまうのが難点だが、それを補って余りある魅力がバニーガールにはあると俺は断ずる。


    「二日連続で会ってくれるなんて嬉うれしいな。悩み事は平気なの？」


    「あ、ああ。映画を観て、ちょっとは気晴らしができたからな」


    「とりあえず私のお部屋に行こっか。いつもみたいに抱っこでねっ」


    「それはもういいだろ。過剰なバカップルっぷりは、恋人修行として本末転倒──」


    「抱っこしてピョン♪」


    「任せろ」


    　語尾の可愛さに負け、俺は龍牙をお姫様抱っこして部屋へと向かう。彼女の私室に到着すると、しばし猟師に扮ふんして龍牙ウサギを追いかけ回す。


    　……分かっている。完全なるバカップルだ。


    　そんなコントをひとしきりやったのち。俺たちは並んで座って雑談を始めた。


    「昨日の映画、面白かったよね」


    　相変わらず俺にピッタリ密着しながら、龍りゆう牙ががそう言ってくる。衣装が衣装なだけに、何だか変なお店みたいだった。


    「ああ。ケビン役の人は、きっとオスカー獲とるな」


    「フフッ。一いち郎ろうってば、号泣してたもんね」


    「ま、まあな」


    「しばらく席から立ち上がれなかったもんね。『ケビン、キャシー、どうかお幸せに……』って言いながら」


    「か、感動的なラストだったからな」


    　あとで改めてトウテツを殴っておこうと決意しつつ、とにかく話を合わせておく。


    　今のところ、龍牙が昨日のことを怪しんでいる様子はない。そこまで情緒不安定でも怪しまれないって……俺はどういう人だと思われてるんだ。


    「私もちょっと涙ぐんじゃったなあ……一郎がずっと手を握っててくれたから、余計に感情移入しちゃった」


    　聞き捨てならない言葉に、俺は「えっ？」と龍牙を刮かつ目もくした。


    　トウテツの野郎、俺のいないところで手を握りやがったのか。聞いてないぞ！　なに勝手にお触りしてんだ！　しっかりイチャイチャしてんじゃねえか！


    「そのあとカフェで食べたマロンパフェ、美お味いしかったね」


    「…………」


    「私が食べきれなかった分を、一郎が食べてくれたし。ああいうのって、何だか凄すごく恋人っぽいよねっ。あの時だけでも女の子に戻りたかったなあ」


    　……この込み上げる腹立たしさは何だろうか。


    　もしや俺は、嫉しつ妬としているのだろうか？　龍牙に触れられたことに。他の男（？）と仲良くされたことに。龍牙がまんざらでもなさそうなことに。


    「あ……でもゴメンね。ロンたんが咬かみついちゃって。頭は大丈夫？」


    「な、何っ？」


    「私のコト、一郎に取られちゃうと思ったのかな？　フフッ」


    　悪戯いたずらっぽく笑う龍牙とは対照的に、俺は顔を引き攣つらせた。


    （やっぱロンたんに超疑われてる！　頭かじられてた！）


    　あの【バカ魔神】め、そういう大事な報告を怠おこたるんじゃない！　宿敵たる【黄こう龍りゆう】と、コミカルな絡み方をするんじゃない！


    　幸い龍牙はさして気に留めていないようで、すぐに話を戻してくれた。


    　また映画観ようね、一緒にパフェ食べようね、山にも行こうね──そんな約束を次々と交わしたのち、彼女は最後に俺の手をそっと握った。


    「一いち郎ろう……お願いだから、私を置いてどこにもいかないでね」


    「あ、当たり前だろ。俺はお前の親友だぞ。……今は彼氏役だけど」


    　無事に第二部が終わったら、どこにでも付き合おう。


    　できればその時までには「友人キャラ」に戻っておきたいが、トウテツばかりデートしているのも少し癪しやくではある。不公平だと思う。


    　俺もちょっとくらいなら……と、そんな邪念に囚とらわれていたとき。


    「ね、その彼氏『役』っていうの、もうやめない？」


    　龍りゆう牙がが発したそんな一言に、俺はまたもや彼女を刮かつ目もくした。


    「だってほら、もう私たちって、付き合ってるのも同然っていうか……」


    「ちょ、ちょっと待て！」


    「これって修行じゃなくて、すでに実践っていうか……」


    「待ちなさい！」


    　腕にしがみついて甘えてくる龍牙を、悲鳴のごとく一いつ喝かつする。


    　ヤバい。恐れていた展開になろうとしている。龍牙がマジになりかけている！　トウテツに嫉しつ妬ととかしてる場合じゃねえ！


    　そういえば今朝、念のため昨日の映画をネットで調べてきたのだが……ケビン役とキャシー役の俳優は、今作がきっかけで交際を始めたらしい。演技が本気になったのだ。


    「一郎、千ち賀が山やまでキスしてくれそうになったし……映画館でも手を繋つないでくれたし……」


    「早まるな！　まだお前は恋愛をする実力に達してねえ！　生なま兵びよう法ほうは怪け我がのもとだぞ！」


    「大丈夫だよぉ。私、実践派だもん」


    「慢心するな愚か者！　そう言いながら散っていった者が、何人いると思っておる！　儂わしはそんな若者を、もう見たくないんじゃ！」


    　パニックのあまり、俺は変なキャラになっていた。


    「でも、昨日は言ってくれたよ？　『龍牙たんの可愛さは世界一』って」


    「その油断こそ命取りじゃ！　己おのれを可愛いと思うな！　思えば負けよ！」


    「一郎って、やっぱりここ最近ヘンだよね。そういえば、みんなも言ってたっけ……コントンとの決戦前に出会った一郎は、少しキャラがおかしかったって」


    　……それから何とか龍牙の申し入れをいなし、俺は逃げるように火ひ乃の森もり邸ていを脱出した。


    　軽く四十歳ほど老け込んだ気分で、ヨボヨボと道を歩いていく。とりあえずトウテツの件はギリギリセーフみたいだが、とても事態が改善されたとは言えなかった。


    （大丈夫だ。第二部が終われば、俺は記憶も力も失ってるんだから。大丈夫だ……）


    　自己暗示をかけるように、心で何度もそうリピートしていると。


    「あ、小こ林ばやしさんっ」


    　程なくして、前方からやってきた杏きよう花かちゃんと鉢合わせした。


    　どうやら今日も図書館へ行っていたようだ。スーパーにでも寄ってきたのか、勉強鞄かばんと一緒にエコバッグを手に提げている。


    「やあ杏花ちゃん。今ちょうど、リューガと会ってきたとこ──」


    「あの、小林さん。ちょっといいでしょうか」


    　珍しく挨あい拶さつもせず、近付いてくるなり杏花ちゃんがそんなことを言ってくる。


    　さすがは龍りゆう牙がの妹さんだけあって、どことなく顔立ちが似ている。いつもは笑顔を絶やさない、朗ほがらかで癒し系の美少女なのだが……何な故ぜだか今日に限ってはやけに真剣で、思い詰めた表情をしていた。


    「ど、どうしたの？　そんな改まって」


    「私、小林さんにご相談したいことがあるんです。できれば……お姉ちゃんには内緒で」


    「え？」


    「また近く連絡しますので、携帯番号を教えてもらってもいいですか」


    　その切実な様子に、俺は戸惑いながらも番号を教えた。俺の番号なら龍牙から聞けばいいだろうに……そこまで姉に知られたくない相談なのか。


    「ありがとうございます。じゃあ後日……」


    　最後まで顔を曇らせたまま、ペコリとお辞儀をして駆け去っていく杏花ちゃん。ツインテールにした髪が、足取りに合わせてピョコピョコと揺れていた。


    （あんな深刻そうな杏花ちゃん、初めて見るな……一体どうしたんだろ）


    　しかし俺は──翌日には杏花ちゃんとの一件など、頭から吹き飛んでいた。


    　想定外の非常事態に見舞われ、それどころじゃなくなっていた。


    　俺が計画していた、第二部のストーリーライン。その起承転結。


    　それが一気に、あれよあれよと、最終段階の手前まで進行してしまったのだ。


    



    　　　　　　　　　　４


    



    　あくる日。ちょうど午後五時になろうかという夕刻のこと。


    　買い物に行った魅ミ怨オンと呪ジユ理リの帰りを待ちつつ、俺は茶の間にて忌キ綺キとテレビゲームをして遊んでいた。


    　何年も前に出た対戦格闘モノで、かなり自信があるゲームだった。一つ胸を貸してやるかと始めたものの、蓋ふたを開ければ二十連敗……幼女使徒にこれでもかとコテンパンにされた。


    「一いち郎ろう男爵、弱いでしゅ」


    「も、もう一回だけやらせてくれ！　次こそ本気だ！　もはや手加減はしねえ！」


    「さっきもそう言ってたでしゅ」


    「ぬかせチビッ子！　お前の攻撃パターンは、とっくに見切ってんだ！」


    「さっきもそう言ってたでしゅ」


    「旦那、代わって下せぇ。手下にやられっ放しじゃ示しがつきやせん。おい忌キ綺キ、調子に乗るのもここまでだ。お前に【魔神】の恐ろしさを見せつけてやる！」


    「どんと来いでしゅ、トウテツ男爵」


    　そんな会話をしながら、トウテツも交えてワイワイ騒いでいると。


    　玄関のドアが勢いよく開き、バタバタと廊下を駆けてくる足音が聞こえた。


    「一いち郎ろうくん！　大変よ！」


    　やってきたのは、果たして魅ミ怨オンだった。


    　両手に買い物袋を持ったまま、血相を変えて俺に詰め寄ってくる。明らかにただ事じゃなかった。


    「どうした魅怨。何があっ──」


    「呪ジユ理リが、勝手にバトル始めちゃった！」


    　その予期せぬ急報に、俺とトウテツと忌綺は「えっ」と同時に仰天した。


    「……何だって？」


    「だから、戦闘を始めちゃったの！　火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの仲間の三人組と！」


    　魅怨が言うには、スーパーからの帰り道、たまたま雪ゆき宮みや汐しお莉り、蒼あおヶが崎さき怜れい、エルミーラ＝マッカートニーのヒロイン三巨頭が集合しているのを目撃したとのこと。


    　それを見た呪理は、魅怨の制止も聞かず、ここで会ったが百年目とばかりに突っかかってしまったのだという。そして今も、バトルの真っ最中だという。


    「呪理の顔見せは、第二段階のはずだったのに……！」


    　予定にくるいが生じたことに、俺は激しく動揺した。


    　同時に、いつまでもグズグズしていたことを激しく後悔した。


    　……そういえば呪理は、以前から待機命令に不満を持っている様子だった。口には出さないが、今の状況にずっと焦じれていたのかもしれない。


    （当然だよな。この家に来てもう二週間弱……あいつは部下だって倒されてるんだから）


    　これは間違いなく、俺の失態だ。俺は彼女の気性を把握していなかった。エロキャラの印象が強過ぎて、本来の「使徒・呪理」が見えていなかったのだ。


    「ゴメン一郎くん。止められなくて……」


    　神妙に頭を下げてくる魅怨に、俺は苦々しく首を振る。


    「いや、お前の責任じゃねえ。これはボスたる俺の、監督不行き届きだ」


    　だが今は、それを反省している場合じゃない。ストーリーが動き出してしまった以上、早さつ急きゆうな対応が求められる。


    「三対一か。旦那、こりゃさすがに呪ジユ理リでもヤバいですぜ」


    「一いち郎ろう男爵、呪理を助けにいくでしゅ」


    　トウテツと忌キ綺キに言われるまでもなく、俺は立ち上がっていた。


    　もとよりそのつもりだ。呪理をこんなところで失うわけにいかない。ここで彼女を見捨てては、ボスとして失格だ。魅ミ怨オンと忌綺からも信用を失ってしまうだろう。


    　……いや、そうじゃない。そんな打算はどうでもいい。


    　呪理は仲間なのだ。彼女は彼女なりに、今日まで俺に尽くしてきてくれたのだ。


    　たった一度くらいの無断行動がどうした？　ワンフォーオール・オールフォーワンとか説いたのは、どこのどいつだ？　俺がラスボスの第二部で、戦死者なんて出してたまるか！


    「魅怨、現場に案内してくれ」


    「一郎くん……」


    「こうなったらやるしかねえ。ただし目的はバトルじゃなく、呪理の救出だ。いいな！」


    　俺の号令に、魅怨と忌綺が「はっ」と声を揃そろえた。


    



    　バトルの舞台は、大型スーパー付近にあるビルの屋上だった。


    　数えるほどしかテナントが入っていない、十五階建ての雑居ビルである。幸いにも外付けの非常階段があったので侵入は楽だったが、上がるのは楽じゃなかった。


    「呪理ってば、勝手に戦闘場所を変えないでよね……探すの手間取っちゃったじゃない」


    　階段を上がりつつ、魅怨がそんな愚ぐ痴ちをこぼしている。そのすぐ後ろに続く俺は、黙って彼女のお尻しりを追う。パンツが見えそうで見えなかった。


    　……間もなく屋上が迫ってくると、同じくして激しい戦闘の気配が漂ってきた。


    　間かん断だんなく上がる衝しよう撃げき音、炸さく裂れつ音、破壊音。それに混じって、少女たちの怒声とも気合いともつかぬ声も聞こえる。まことに遺い憾かんながら、かなり白熱しているようだった。


    　階段を上がりきる前に、俺はとりあえず魅怨と忌綺を下がらせ、そっと顔だけ出して屋上を覗のぞいてみる。


    　──そこには果たして、下半身が大だい蛇じやと化した女使徒がいた。


    　そして、それを取り囲む雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさん、エルミーラさんの姿があった。


    （あれが呪理の異い形ぎようバージョンか……！）


    　いわゆるラミアという怪物によく似た外見だ。サイズは人間体とさほど変わらないが、尻しつ尾ぽは軽く十メートルを超えている。爆乳も健在だが、鱗うろこに覆われ乳首は確認できなかった。


    （何とか間に合ったか。とはいえ……かなりマズい状況だな）


    　呪理は案の定、劣勢に陥おちいっていた。


    　体中に裂傷を負い、左腕がダラリと力なく垂れ下がっている。髪の一部も燃やされ、美しい金髪が無む惨ざんに縮れていた。


    　まさしく満まん身しん創そう痍い……いや、よく持ちこたえていると言うべきか。


    　あの三人を相手に、ここまで渡り合えただけでも大したものだ。が、決着は時間の問題だろう。疲ひ弊へいしきっている呪ジユ理リに対し、ヒロインズは無傷。やや息が上がっている程度だ。


    　呪理を三方から包囲しながら、ヒロインズがジリジリと間合いを詰めていく。


    「くっ、動きを封じているはずなのに、神楽かぐら鈴すずの効果がここまで薄いなんて……」


    「油断するな汐しお莉り、エルミーラ。こいつは並大抵の使徒ではない」


    「どうやら幹部クラスのようですわね。望むところですわ。ワタクシの業ごう火かで、こんがりと焼いて差し上げましてよ」


    　心なしか、ヒロインズが悪役に見える。まあ今の俺は使徒サイドの人間なんだから、あながち間違いではない。


    　そんな彼女たちに、呪理が長い尾をのたくらせ、怯ひるむことなく言い放つ。


    「悪いけど、ただで倒されてあげる気はないわ。【魔神】様のため、その器となられているお方のため……四し神じんの一人だけでも道連れにしてみせる！」


    　退ひくつもりは毛頭ないということか。思えば呪理は、ああ見えて使命感だけはあるのだ。毎晩俺のベッドに潜り込んでくるのも、そのためだ。


    （あの様子じゃ、素直に撤退命令を聞いてくれるかどうか……）


    　俺がそんな心配にやきもきしていると。


    　不意に背後で、バサリと羽の広がる音がした。


    「一いち郎ろうくん。私、行くわね」


    　振り返ると、シラサギ型の異い形ぎようとなった魅ミ怨オンが、真まっ直すぐに俺を見詰めていた。かつて第一部のラストバトルで見た、ハーピーのごとき鳥人形態だ。


    「あんなに呪理を傷めつけられて、黙っていられない。家族の概念がない私たちにとって、三さん姫きの繋つながりは何よりも強固なの」


    「キキも行くでしゅ」


    　それに同調した忌キ綺キも、エゾオオカミ型の異形となっていた。全身がフサフサの毛むくじゃらで、耳と尻しつ尾ぽが生えている。いわゆるワーウルフに似ていた。


    「一郎くんは、トウテツ様とここにいて。【魔神】様のお手を煩わずらわせるまでもないわ」


    「やってやるってでしゅ」


    「ちょ、ちょっと待て。いいか、目的はあくまで呪理の救出で、バトル自体じゃ──」


    　俺の言葉を聞かず、すでに二人は屋上へと飛び出していた。


    　魅怨が舞い上がり、忌綺が地を駆け、猛然と敵に突撃していった。


    「！」


    　突然の乱入者に、ヒロインズが顔色を変える。虚を突かれながらも、しかし彼女たちは迅速に反応して急襲を迎え撃つ。


    　その隙すきを見逃さず、呪ジユ理リもまた瞬時に事態を察して動いた。一方的だった形勢が、あっという間に押し戻される。三対三のイーブンとなる。


    　まず最初に、魅ミ怨オンと蒼あおヶが崎さきさんが激突した。


    「き、貴様は魅怨！」


    「覚えててくれたの？　嬉うれしいわねえ『斬ざん舞ぶの剣士』！」


    　次に、忌キ綺キがエルミーラさんへと襲いかかる。


    「あ、新あら手てですの!?」


    「新手でしゅ」


    　続いて呪理が、残る雪ゆき宮みやさんに猛然と肉薄する。


    「くっ！　これしきの不慮で怯ひるみません！」


    「教えてあげる。蛇へびは執念深いの！」


    　……たちまち雑居ビルの屋上は、三さん姫きとヒロインズが入り乱れる混戦状態となった。
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    　始まってしまったバトルロイヤルは、もはや俺が介入できるレベルのものじゃなかった。


    　しかもその熾し烈れつさを、留とどまることなく加速させていった。


    （ど、どうすりゃいいんだ、これ……）


    　──魅怨と蒼ヶ崎さんが、目にも留まらぬ攻防を繰り広げている。


    　翼と木刀が交錯するたびに火花が散り、突風が巻き起こる。衝しよう撃げきで地面に亀裂が走り、鉄製のフェンスが吹き飛んだ。今回も両者の実力は拮きつ抗こうしていた。


    「魅怨！　やはり人間と使徒は、分かり合えないということか！」


    「戦いの最中にお喋しやべり？　この魅怨をお舐なめじゃないよ！」


    　──離れた場所では、忌綺とエルミーラさんが大立ち回りを演じている。


    　次々と放たれるヴァンパイア少女の炎弾を、四つん這ばいになったオオカミ使徒が巧みにかわし、懐ふところへ飛び込む機会を窺うかがい続ける。どちらが距離を制すかの勝負だった。


    「丸焼きにしてあげますわ！　このワンコ！」


    「オオカミでしゅ。失敬でしゅ」


    　──さらに別の場所では、呪理と雪宮さんが格闘している。


    　執しつ拗ように迫る大だい蛇じやの尾から逃れつつ、反撃のチャンスを待つ巫み女こ令嬢。本来なら呪理に有利な戦いだろうが、先の疲労とダメージがその差を帳消しにしていた。


    「ふ、不愉快です！　いちいち動くたびに、胸を揺らさないで下さい！」


    「教えてあげる。Ｉカップよ！」


    　……そんな凄せい絶ぜつな戦場を覗のぞきながら、俺はひたすら狼ろう狽ばいしていた。


    （マズい。このままじゃ本当に死人が出てしまう……）


    　それだけは何としても防がねばならない。でも、どうやって彼女たちを止める？　何せ六人とも、すっかりバトルに没頭しちゃっているのだ。


    （そもそも俺って、ここで登場していいんだろうか……？）


    　俺が踏み込むということは、すなわちヒロインズに「小こ林ばやし一いち郎ろうは、【魔神】の器である」と知らせるということだ。龍りゆう牙がのいない場面でそんなカミングアウトをしていいのか。この衝しよう撃げき的な事実を、主人公が事後報告で聞いていいのか？


    　もう一つ不安なのは、俺の撤退命令にちゃんと三さん姫きが従ってくれるかどうかだ。


    　もし却きやつ下かされたら、ラスボスの威厳が丸潰つぶれとなる。またスゴスゴと階段へ戻ってくる羽目になっては目も当てられない。この局面でボケなどいらない。


    （でもボヤボヤしてると、マジで取り返しのつかないことになる……もうイチかバチか行くしかねえ！）


    　必死に自分を奮い立たせ、強引に腹を決めたとき。


    「旦那。俺が収めてきやすよ」


    　いきなり後ろで、トウテツの声がした。


    　どうやら知らない間に、俺の中から出てきていたらしい。一応は意見だけでも聞いてみるかと、チラリと彼を見たところ──俺はギョッと目を剥むいた。


    　そこにいたのは、見覚えのない青年だった。


    　スラリと背の高い、全身が漆黒に染まった、側頭部から一対の羊っぽい角を生やした、人型の異い形ぎようだった。


    　明らかに俺とは似ても似つかぬ、まるで影法師のごとき姿容だ。その中で双そう眸ぼうだけが爛らん々らんと赤く、牙だけが皓々と白い。背にはコウモリっぽい歪いびつな翼まであった。


    「お、お前……テッちゃんか？」


    「はい。これが俺の本来の姿でさぁ。いや、いつもの姿がデフォルトで、これは戦闘モードって言うべきっスかね」


    　よく分からないことを言いながら、トウテツがニッと笑う。


    　……悔くやしいが、なかなかのイケメンだ。第一部のコントンは厳いかつい大男だったが、こいつも違った感じでキャラが立っている。何というか、ラスボスとしての華がある。


    「収めてくるって、どうするんだよ」


    「要はバトルを止めりゃいいんでしょ？　それくらい朝飯前でさぁ」


    　ビジュアルは変わっても、性格はそのままのようだ。しかし次いで発した声には、彼らしからぬしみじみとした感傷が込められていた。


    「龍牙たんと川遊びして、映画を観て、パフェまで一緒に食べさせてもらいやした。だから旦那との約束、そろそろ守らねえと」


    「約束……」


    「ラスボス、きっちり務めてみせまさぁ。気は進みやせんけど、やっぱ俺は【魔神】っスからね。やるべきコトをやるとしやしょう」


    　──俺はその時、今さらながらに「それが何を意味するのか」に気付いた。


    　トウテツにラスボスをやらせることが、どういうことかを改めて理解した。


    　それはつまり、龍りゆう牙がに敵視され、倒され、消滅するということ。想いを寄せる相手に葬ほうむられた上に、それを一切悲しまれないということ。


    （この第二部において、俺はトウテツ軍の勝利を考えていない。そりゃそうだ。このストーリーは、火ひ乃の森もり龍牙を主役とした物語なんだから）


    　トウテツの敗北は、消滅は、最初から決まっているのだ。彼に「ラスボスをやれ」というのは、死刑宣告も同じだったのだ。


    　しかも俺だけが、何食わぬ顔をして龍牙サイドに戻るつもりでいる。トウテツに汚れ役を押しつけ、龍牙の友人キャラに返り咲き、継続して第三部の日常パートに出演しようと思っている。とんだ悪党だ。


    （俺は物語のために、自分のために、テッちゃんにひどいことを強要していたのか……）


    　考えてみれば、現代に復活したトウテツは、別に悪さなどしていない。龍牙と仲良くなろうとしただけだ。


    　望まぬラスボスをやらせ、トウテツを消滅させる──それは本当に正しいことなのか？


    「旦那はここにいて下せぇ。なぁに、器が誰かなんて謎なぞのままでも、第二部に支障はありませんや。旦那が俺の依より代しろってコトは、最後まで伏せときやしょう」


    「ま、待ってくれテッちゃん。俺は今、猛烈に迷っている。かつてないほどの自己嫌悪に陥おちいっている。第二部の計画は、一いつ旦たん練り直すことに──」


    「そんな暇ひまはありやせんぜ。もうあいつら、バトっちまってやすから……ね！」


    　次の瞬間。トウテツが戦場に向けて片手をかざし、掌てのひらから波動を放出した。


    　直径三メートルはあろうかという黒い砲弾が、屋上のど真ん中に炸さく裂れつする。ドカン！　と耳をつんざく爆音が轟とどろき、衝しよう撃げきで六人の少女がまとめて地面を転がった。


    （お、おい！　少しは加減しろ！）


    　……見ると屋上の中央部が崩ほう落らくし、ポッカリと大穴を開けていた。


    　軽く放った一撃に見えたのに、凄すさまじい威力だ。これまでトウテツとは何度か喧けん嘩かをしてきたが、いつも俺の方が若干優勢に思えていたが、もしやこいつは手を抜いていたのか？


    「じゃ、ちょっくら行ってきまさぁ」


    　呆ほうけている俺にそう言い残し、トウテツが悠然と戦場へ赴おもむく。


    　何とか身を起こした雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさん、エルミーラさんは、突とつ如じよとして現れた漆黒の異い形ぎように目を見張り、同時に息を呑のんだ。


    「な……」


    「まさか、こいつは……」


    「この膨ぼう大だいな邪じや気き……【魔神】、ですの？」


    　すぐさま敵の正体を悟ったヒロインズが、口々にそんなことを呟つぶやいている。幸いにも負傷はないみたいだ。


    「いかにも。俺はトウテツ──四凶が一人だ」


    　戦せん慄りつするヒロインズに向けて、トウテツが威風堂々と名乗る。自らが穿うがった大穴の手前で足を止め、対岸にいる彼女らを仁に王おう立ちで睥へい睨げいする。


    「驚いたか？　すでに新たな【魔神】が復活していたことに。コントンごときを倒したくらいで図に乗るんじゃねぇ。俺はあいつみたいに甘くねぇぞ！」


    　トウテツの咆ほう哮こうに、空気がビリビリと震える。


    　その声に反応するように、三さん姫きも各所で身を起こし、畏い怖ふに満ちた瞳ひとみで己おのが「王」を瞠どう目もくしていた。彼女らにも負傷はないみたいだ。


    「トウテツ様……」


    「ああ、我らが【魔神】様……」


    「カッコいいでしゅ。ヒーローみたいでしゅ」


    　配下からの敬慕の眼まな差ざしを受けつつ、再びトウテツが片手をかざす。


    　たちまちその掌てのひらに、どす黒い邪気が収しゆう斂れんしていく。


    「忌いまわしき【黄こう龍りゆう】の守護者たる、四し神じんの小娘ども……せいぜい苦しんで死ぬがいいぜ。テメェらの断末魔は、俺の復活を祝うファンファーレだ！」


    　これぞラスボスといったセリフを吐くトウテツ。そのあまりの迫力に、俺も思わず本当にビビりそうになる。玉袋が縮み上がりそうになる。


    　すると直後、俺の脳内にトウテツが語りかけてきた。


    （心配いりやせんぜ、殺したりしやせんから。そんなコトしたら龍りゆう牙がたんが悲しみまさぁ）


    　まだ内線通信は可能みたいだ。それにしても、何という見事な演技力……おそらく初撃の波動もわざと外したんだろう。単なる威い嚇かくだったのだ。


    　そして、その効果は覿てき面めん。俺はこいつに個人的なオスカー像を贈ってやりたかった。


    「どうした小娘ども、切り札の守護神は出さねぇのか？　まぁ出したところで、俺相手には一分と持たねぇだろうがな」


    　凶悪に笑い、トウテツが一歩踏み出す。コンクリートの床がボコリと足形に陥没する。


    　そんな彼の後方には、いつしか三姫が集合していた。きっちり横一列となり、トウテツの見せ場を邪魔せぬよう控えていた。


    　一方でヒロインズもまた一か所に集まり、顔面蒼白で【魔神】を見詰めている。今や形勢はイーブンどころか、完全に逆転してしまった。


    「こ、これまでなのでしょうか。私たちの命運は、ここで……」


    「諦あきらめるな汐しお莉りっ。無念だが、あれはとても私たちの手に負える相手じゃない……一度ここは退ひくべきだ」


    「お待ちなさいっ。ワタクシは戦いますわよっ。誇り高き『常とこ闇やみの血族』が、敵に背を向けるなんて！」


    「駄目だエルミーラ！　龍りゆう牙が不在のときは、私が指揮官のはずだぞ！」


    「そんな逃げ腰の命令には従えませんわ！」


    「ふ、二人とも、落ち着いて下さいっ。今は揉もめているときじゃありません！」


    　この期ごに及んで、ヒロインズが足並みを乱している。


    　無理もない。【魔神】を前にしているのだから。トウテツに戦う気はなくても、彼女らにすれば生死が懸かかった状況なのだから。


    （何か、こういう流れって……無性に悪い予感がするんだけど……）


    　ヒロインズの絶体絶命のピンチ。俺はアニメで、漫画で、ラノベで、こういう場面を幾度となく見てきた。


    　だからこそ悪い予感がする。このあとの展開が、何となく予想できてしまう。


    （普通はここで、主人公が来るもんだ。満まんを持じして颯さつ爽そうと駆けつけてくるもんだ。そしてアイツは……割とベタな主人公だ）


    　そう危き惧ぐした数秒後。俺の予感と予想は当たった。


    　やっぱりお約束が外されることはなかった。


    「──そこまでだ、【魔神】」


    　そんな凛り々りしい口上が聞こえたかと思いきや。


    　夕陽に染まった赤い空から、一人の少年が舞い降りてきた。十五階の屋上なのに、上から舞い降りてきた。


    　サラサラヘアーの、やや小柄で細身の、中性的な美しい顔立ち。夏休みなのに制服をまとった、双そう眸ぼうに力強い光を湛たたえた、これでもかと華のある少年。


    「お前の相手は──俺がする」


    　ヒロインズの前へと華麗に着地した少年は、次いでキッと【魔神】を睨にらみ据すえた。


    　もちろんそれは、火ひ乃の森もり龍牙だった。
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    　龍牙が登場したことで、形勢はまたしても変わった。


    　いくつかの曲折を経たのち、両陣営の大将格が登場したことによって、最終的には再度イーブンとなることで落ち着いた。


    　それぞれ三人ずつ仲間キャラを従え、眼光をぶつけ合う主人公とラスボス……息苦しいほどの緊張感がここまで伝わってくる。


    「よぉ、お前が現世の【黄こう龍りゆう】の器か？　会えて嬉うれしいぜ」


    「四凶の一人、トウテツ……すでに次の【魔神】が蘇よみがえっていたとは」


    　見えない火花を散らしながら、龍りゆう牙がとトウテツが敵意剥むき出しの挨あい拶さつを交わす。


    　まさに一触即発。第二部は今、俺の計画した起承転結をことごとくボツにして、一気に最終決戦へと突入しようとしていた。


    （もう一度、計画を練り直すつもりだったのに……）


    　というか、当初の予定からしても、ここまでスピーディーな展開は想定していなかった。


    　そりゃ、第二部がさっさと終わるに越したことはない。とはいえ、さすがに駆け足過ぎないか？　全てのエピソードを、ここでいっぺんに消化してしまっていいのか？


    （これじゃまるで打ち切りみたいじゃないか。まだ【魔神】は二匹も残ってんだぞ！）


    　まごつく俺をよそに、屋上では依い然ぜんとして両陣営が睨にらみ合っている。
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    　ふと階下から、人々のざわめきが遠く聞こえた。これだけ派手に騒げば当然だろう。


    「おい火ひ乃の森もり龍牙。【玄げん武ぶ】はどうした？　まとめて潰つぶしてやるから、さっさと呼べ」


    「里り菜なは今、戦える状態にない」


    「あん？　何だと？」


    「腹を壊して寝込んでいる。アイスの食べ過ぎだ」


    「チッ……それなら仕方ねぇな。安静にしてろや」


    　ヒロインズと三さん姫きが何か言いたげだったが、結局黙っていた。


    　気持ちはよく分かる。でもスルーで正解だと思う。この局面でツッコミなどいらない。


    　……それにしても、相変わらずトウテツのラスボスっぷりがハンパない。愛いとしの龍りゆう牙がを前にしながら、完全に【魔神】に徹している。本当は萌えたいだろうに……。


    （いや、装ってるのはリューガも同じか）


    　龍牙も龍牙で、女の子モードのお茶目さなど今はどこにもない。それどころか、普段の飄ひよう々ひようとした少年モードともまるで別人だ。


    　二人とも──それぞれ「主人公」と「ラスボス」を演じているのだ。


    　実際の龍牙は恋に恋する乙おと女めであり、実際のトウテツはそれに恋する男だ。でも二人は、その素顔をおくびにも出さない。課せらせた役割をひたむきに全うしようとしている。


    　呪ジユ理リだって、「敵キャラ」の役割に殉じようとした。魅ミ怨オンと忌キ綺キもそうだ。


    　雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさん、エルミーラさんだって、忠実に「仲間キャラ」を務めている。


    　ここにいる誰もが、置かれたポジションと真しん摯しに向き合っているのだ。体と命を張っているのだ。亀？　知らん。


    （俺は……こうして隠れてていいのだろうか）


    　人にはそれぞれ、役割というものがある。俺はそれを誰よりも自覚していたはず。


    　ちゃんと第二部を成立させる──そう決めたんじゃなかったのか？　トウテツの気遣いに甘え、このまま本当に器であることを伏せとくつもりか？　役割を放棄する気か？


    　俺は友人のプロである前に、助演のプロではなかったのか!?


    （テッちゃんの心意気を無駄にはできねえ。お前も腹をくくれ小こ林ばやし一いち郎ろう！）


    　そう自分を叱しつ咤たしたときには──俺はすでに足を踏み出していた。


    　階段を上がりきり、真まっ直すぐ戦場へと向かっていた。


    「！」


    　いきなり登場した俺に、一同の注目が集まる。驚きよう愕がくと当惑の視線を一身に受けながら、俺はトウテツの傍かたわらに並び立った。


    　顔をなるべく引き締めて。目つきは鷹たかのように鋭く。両手はふてぶてしくポケットに突っ込んでおく。


    「一、郎……？」


    　しばしの空白を置いて、龍牙がポツリとそう呟つぶやいた。


    　事態を呑のみ込めていないのか、リアクションが薄い。後ろのヒロインズも同様である。


    　そんな彼女たちに、俺はこれみよがしに口端を吊つり上げてみせた。そしてセバスチャンさんのような低音ボイスを意識して、抑よく揚ようなく言い放つ。


    「一いち郎ろう？　違うな。俺は【魔神】の器──トウテツの宿主だ」


    　そこでようやく、龍りゆう牙がたちに明確な動揺が広がった。みんなの顔から、一斉に血の気が引いていく。


    「い、一郎、何を言って……」


    「今の俺は、人類の敵。トウテツと共に世界を滅ぼすこと……それこそが我が望み。かつて小こ林ばやし一郎と呼ばれた人格など、もはや欠片かけらも残っていない」


    「そ、そんな……！」


    「訂正する。欠片くらいしか残っていない」


    　危なかった。あちら側に戻れなくなるとこだった。何せ全てがアドリブなので、くれぐれも発言には注意しなくては。


    「一郎が、【魔神】の器……まさかここ最近、ずっと悩んでいたことって……」


    　龍牙が唇を震わせ、干上がった声を絞り出す。それにヒロインズのセリフが続く。


    「それじゃあ、小林さんがたまに変な感じになっていたのは……」


    「これまで魅ミ怨オンが、小林を襲わなかったのは……」


    「小林一郎が、やけに超人的な身のこなしをしていたのは……」


    　程なく事態を理解してくれた彼女たちに、俺は狂気を孕はらんだ笑みで応えた。悪役のときのジャック・ニコルソンを参考にした。


    「その通りだ！　それは俺に【魔神】が宿っていたからよ！　力を授かる一方で、少しずつ精神を乗っ取られていたからよ！　ククク……フハハハハハハー！」


    　とどめとばかりに、盛大な哄こう笑しようを上げる。肺活量の限界まで高らかに笑い続ける。最後に咳せき込みそうになったが、間一髪で何とか耐えた。


    （テッちゃん、ここは退ひくぞ）


    　それと並行して、俺は密ひそかにトウテツへ通信を送る。


    　応答はすぐにあった。表向きは尊大な態度をしているものの、聞こえてきたトウテツの声はかなり困惑していた。


    （旦那、どうしてわざわざ出てきたんスか……黙ってれば傍観者でいられたのに……）


    （お前だけに汚れ役をやらせるなんて、虫のいい話だったんだ。【魔神】と器は一心同体……こうなったら俺も、とことん付き合うぜ）


    　ただしラスボスを貫くと決めた以上、もう一度だけシナリオを弄いじらせてもらう。


    　最終決戦に相応ふさわしい舞台を、こちら側で用意させてもらう。


    　第一部よりショボい話にしてなるものか。必ず盛り上げてやる。敵味方のメインキャラを総動員し、手に汗握る熱いラストバトルを演出してやる！


    「火ひ乃の森もり龍牙。そして雪ゆき宮みや汐しお莉り、蒼あおヶが崎さき怜れい、エルミーラ＝マッカートニー。ついでに黒くろ亀がめ里り菜なにも伝えておけ」


    　未いまだショックから立ち直れずにいる龍りゆう牙がたちに、俺は改めて宣告する。


    「三日後の午後八時、河か川せん敷じきで待っている。それまではお前たちの命、預けておこう」


    　言いながら、そそくさと踵きびすを返す。ともあれ今日のところは撤収だ。


    　間もなく屋上に人がやってくるだろう。見つかったら俺たちも龍牙たちも、面倒なことになってしまう。


    「あそこならば邪魔も入るまい。我が盟友・コントンが滅んだ場所で、今度はお前たちを滅ぼしてくれよう」


    （盟友でも何でもないっスけどね）


    　歩き出した俺に、トウテツがそんな一言と共に追随する。三さん姫きもおとなしく従ってくれた。


    　幸いにも、龍牙は追ってこなかった。代わりに俺の背中に向けて、彼女の悲痛な叫びが浴びせられる。


    「い、一いち郎ろうぉぉぉぉぉー！」


    　いたたまれない思いだったが、俺は反応しなかった。心を鬼にして無視した。


    　今の俺は、敵なのだから。


    　友人でもセミ彼氏でもなく──ラスボスなのだから。
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    　龍牙たちへ宣戦布告をしたのち。


    　そのままトウテツ軍は、道中これといって会話もなく自宅へ直帰した。着いた頃には、もう午後七時だった。


    　先に玄関を上がった魅ミ怨オンが、全員分のスリッパを手早く用意してくれる。使徒にこんなことを言うのも何だが、こいつはきっと良いお嫁さんになると思う。


    「魅怨。もう今日の晩飯は、出前でも取るか？」


    「ううん。一郎くんが待ってくれるなら、急いで作るわ。ただ、その前に……」


    　ひとまず茶の間へと促うながされると、やにわに呪ジユ理リが床にひれ伏してきた。人間体に戻っているその美び貌ぼうを慚ざん愧きに歪ゆがませ、粛然と謝罪を述べてくる。


    「トウテツ様、一郎様……此こ度たびの勝手な振る舞い、まことに申し訳ございません。どのような処罰も受ける覚悟にございます」


    　そんな彼女に倣ならい、魅怨と忌キ綺キもまた膝ひざを折って頭を下げる。


    「私からも、ごめんなさい」


    「深く反省するでしゅ」


    　ここでも連帯感を発揮する三さん姫きに向けて、俺は苦笑しつつ首を振った。


    「気にするな。今回のことは、俺に一番の責任がある。いつまでもモタモタしちまって、すまなかったな」


    「そんな、一いち郎ろうくんはよくやってくれてるわ」


    「キキもそう思うでしゅ。一郎男爵は、立派な親分でしゅ」


    「一郎様には、一郎様のお考えがあったのに……あのような短慮を起こしてしまって……」


    　とにかく呪ジユ理リには負傷を癒すよう命じ、俺は夕食ができるまでの間、部屋でトウテツとサシで話すことにした。


    　……本当に詫わびねばならないのは、俺なのだ。


    　これまで俺は自己保身ばかりに走り、トウテツが辿たどる運命になど全く頓とん着ちやくしなかった。三姫の勇み足を責める資格なんて、俺にはない。


    （だが、俺も覚悟を決めた。友人キャラへの回帰なんて二の次だ。今は第二部を盛り上げることだけを考える……最悪、トウテツと心中することになったとしても、だ）


    　部屋に入ると、たちまちトウテツが俺から出てきた。さっきの戦闘モードじゃなく、いつもの俺のビジュアルだ。


    「何か、色々と急展開になっちまいやしたね」


    　ベッドに胡座あぐらをかきながら、トウテツがこめかみをポリポリと掻かく。まるで他ひ人と事ごとのようだった。


    「旦那、本当にこれでよかったんですかい？　あのまま隠れてればよかったのに……」


    　この期ごに及んで逆に俺を気遣ってくるとは、つくづくお人好しな奴やつである。


    　前から思っていたが、正直こいつは【魔神】には向いていない。過去のトウテツがどうだったかは知らないが、少なくとも今の彼は、ただの憎めないお調子者でしかない。


    「それはこっちのセリフだ。お前こそ本当によかったのかよ」


    「何がですかい？」


    「リューガと戦うコトになっちまったんだぞ」


    「それは、もちろん憂ゆう鬱うつなんスけど……でもラスボスをやるって決めたのは、俺自身っスからね。せいぜい上う手まくやられてみせまさぁ」


    「それがどういう意味か分かってんのか？　死んじまうんだぞ？　消滅しちまうんだぞ？　お前……俺を恨んでねえのか」


    「消滅？　俺がですかい？　それはどういう理屈で？」


    　……あれ？


    　何な故ぜだかトウテツがキョトンとしている。俺もキョトンとしてしまった。


    「いや、だって、リューガに倒されるってコトは、第一部のコントンみたいに……」


    「【魔神】はそんなヤワじゃありやせんぜ。てか、死にやせんぜ」


    「ど、どういうこと!?」


    「どうもこうも、俺たち【魔神】を倒すってのは、再び眠りにつかせるってだけで……使徒ですら死なねぇんだから、俺らが死ぬワケありやせんよ」


    　トウテツは、死なない？　【魔神】は消滅しない？


    　そんなはずはない。だって第一部のコントンは、現に消滅したじゃないか。龍りゆう牙がたちの合体攻撃を受けて霧散したじゃないか。


    「じゃあコントンはどうなったんだよ！　まさか、まだ杏きよう花かちゃんに宿ってんのか!?」


    「宿ってやすよ」


    「サラッと重大発表してんじゃねえ！　そんな設定は初耳だ！」


    「でもまぁ、かなりのダメージを食らっちまったみたいだから、また数百年は復活できねぇでしょう。杏花ちゃんに危険はありやせんよ」


    「だけどいるんだろ!?」


    「はい。宿主って、そう簡単には変えられやせんから」


    　……そういえば、前にトウテツが言っていた。【魔神】が宿主を変えるには条件があると。


    　一つ──宿っている器が死んでしまうこと。


    　一つ──今の宿主が存命中なら、その本人から「引っ越し」の許可を貰もらうこと。


    　本当に【魔神】が消滅しないとすれば、そのどちらかの条件を満たさない限り、宿主が器の役目から解放されることはない。


    　杏花ちゃんは【魔神】を宿したまま、ずっと生涯を送ることになる。そしてそれは……俺も同じだ。


    「言っときやすが、俺はコントンみたいに下へ手たを打ったりはしやせんぜ。絶対にラストバトルを生き延びてみせやす。そして改心したコトにしやす」


    「か、改心だと……」


    「晴れて無害なテッちゃんになって、龍牙たんとお友達になりやす。そうすりゃ、もうコソコソする必要もなくなりまさぁ」


    「じゃあ何かっ？　お前はこれからも、俺の変則ドッペルゲンガーでいるってコトか!?」


    「今後ともヨロシクっス」


    　トウテツが右手を差し出してくる。俺は握手に応える代わりに、【魔神】の頬ほおをベチンと平手打ちしてやった。


    　要するにトウテツは、端はなから現状をキープするつもりだったのだ。ちゃっちゃとラスボス役を済ませて、龍牙と和解する気でいたのだ。心配して損した！　やっぱ俺、屋上で隠れときゃよかった！


    「い、痛ぇじゃねぇっスか！　今のって、卑ひ怯きようなレスラーがやるコトでしょう！」


    「お前が宿ったままじゃ、一般人に戻れねえだろ！　リューガの友達は俺だけで充分だ！　消滅しねえんなら滞とどこおりなく倒されて、おとなしく眠りにつけ！」


    「ゴメンでさぁ！　龍りゆう牙がたんと会えるのは、この時代だけなんスから！」


    「知るか！　眠らねえとダイビングエルボー食らわせっぞ！」


    「暴力じゃ何も解決しやせん！」


    「それが【魔神】の言うセリフか！　お前は今日、メシ抜きだ！」


    「ひどい！　虐待だ！　児童相談所に駆け込みやすよ！」


    「どんな【魔神】だ！　本当にお前は、誰に似ちまったんだ！」


    　二人してギャアギャア喚わめきながら、互いの首を絞め合っていたとき。


    「一いち郎ろうくん、大変よ！」


    　そこへエプロン姿の魅ミ怨オンが、血相を変えて駆け込んできた。何だか夕方のデジャビュのようだった。


    「どうした魅怨。見ての通り、今ちょっと立て込んで──」


    「お客さんが、来たんだけど……」


    「お客さん？　ウチにか？」


    　騒いでいたので、チャイムに気付けなかった。部屋の丸時計を見ると、時刻は七時半。来客にはちょっと遅い時間だ。


    　もちろん、誰かを招いた覚えはない。引っかかるのは、魅怨がやけに慌あわてていることだ。


    　もしや龍牙とヒロインズか？　三日後の約束を無視して、乗り込んできたとか!?


    「魅怨、誰が来てるんだっ？」


    「それが、その……あの子って確か……」


    　困り顔のまま、魅怨が歯切れ悪く言い淀よどむ。どうやら龍牙たちじゃないみたいだ。


    　と、彼女の背後から、忌キ綺キがヒョコリと頭を出した。一緒についてきていたらしいオカッパ幼女は、珍しくオドオドとした眼まな差ざしで俺を見詰めてきた。


    「一郎男爵、トウテツ男爵。凄すごい人が来たでしゅ」


    「凄い、人？」


    「キキのお鼻は、ごまかされないでしゅ。困ったことになったでしゅ」


    　要領を得ないので、とにかく玄関へ向かうことにする。一応トウテツは、俺の中に引っ込ませておいた。俺が二人いたら、相手も戸惑ってしまうだろうから。


    　やたら緊張した面おも持もちの魅怨と忌綺を引き連れ、来客と対面したところ──


    「あ、こんばんは小こ林ばやしさん。いきなり押しかけてしまって、すみません……」


    　そう言ってペコリと頭を下げてきたのは、俺がよく知るツインテール美少女だった。


    「きょ、杏きよう花かちゃん……？」


    　そう、それは杏花ちゃんだった。


    　龍りゆう牙がの妹であり、【魔神】コントンの器である、火ひ乃の森もり杏きよう花かだった。


    　そこで俺は、昨日の一件をはたと思い出した。「私、小こ林ばやしさんにご相談したいことがあるんです。できれば……お姉ちゃんには内緒で」──杏花ちゃんからそう言われ、携帯番号を聞かれたことを。


    「本当は事前に連絡を入れたかったんですけど、状況が変わってしまって……小林さん、今からお時間を頂けないでしょうか」


    「そ、それは構わないけど、杏花ちゃんこそ大丈夫なの？　こんな時間に帰ってなかったら、リューガが心配して……」


    　というか、妹がラスボス宅を訪ねているなんて知ったら、それこそ龍牙がすっ飛んできてしまう。舞台をビル屋上から小林家に変えて、また最終決戦に突入してしまう。


    　悪いけど、相談はまた今度にしてもらおう……そう判断した矢先。


    　杏花ちゃんの口から、思いもよらない言葉が飛び出した。


    「もう悠長に構えている時間はなくなってしまったんです。お姉ちゃんと小林さんが、屋上であんなことになった以上は」


    「え──」


    「だから、急いでお伺うかがいしました。お姉ちゃんには『友達の家で夕食に誘われた』とメールしているので大丈夫です」


    　そう告げてくる杏花ちゃんを、俺は驚きよう愕がくに固まったまま凝ぎよう視ししていた。


    　屋上での一幕を、どうして彼女が知っている？　それを知りながら、何な故ぜここへ来た？　龍牙にも内緒の相談とは、一体何なのだ？


    　動揺を隠せない俺を、杏花ちゃんがじっと見上げてくる。


    　ふと俺の脳裏に、さっきトウテツと交わした会話が去来した。【魔神】コントンは、今でも杏花ちゃんに宿っている──彼女は器のままだという、あの重大発表が。


    「早速なのですが、小林さんにご紹介したい人がいます。もしかして、予想はついているかもしれませんが……」


    　次の瞬間。杏花ちゃんの背後に、人影が現れた。


    　影はみるみる肥大しながら、ツインテール少女から分離するように別個の存在となる。そして、やがて完全にその姿を実体化させる。


    「な……！」


    　それは二メートルはあろうかという、巨漢のオッサンだった。


    　伸び放題の蓬ほう髪はつに、野性的なトラ髭ひげ、そして筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのずんぐり体型……勝手なイメージで言うなら、脳筋の戦国武将みたいな風体であった。


    「ふう……ようやくお許しが出たぜ。やっぱシャバの空気はウメえな」


    　ビジュアル通りのセリフを、オッサンが吐いた。次いで首をゴキゴキ鳴らし、頭をボリボリと掻かく。仕草もまさしくビジュアル通りだ。


    　突とつ如じよとして出現したムサいオヤジに、俺が言葉を失っていると。


    「コントンじゃねえか！　お前、眠りについたんじゃなかったのかっ？」


    　俺の傍かたわらで、そんな素すっ頓とん狂きような声が上がった。見ると、いつしか勝手に顕けん現げんしていたトウテツが、口をあんぐり開けてオッサンを指差していた。


    　……ということは、やはりこいつは【魔神】コントンか。


    　ラストバトルのときとは、姿がちょっと違うけど。あれはトウテツと同じく戦闘モードだったのだろうか。というか、キャラもちょっと違う。もっと威厳があったはずだけど。


    「ようテッちゃん、久し振りじゃねえか。最後に会ったのは二千年くらい前か？」


    　ニヤリと笑い、コントンが片手を上げる。気さくな態度とは裏腹に、眼光が不穏にギラついていた。
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    　それを受けて、トウテツも負けじと殺気立ちながら同胞を睨ねめつける。


    「誰がテッちゃんだコラ。酒浸りの山賊みたいなナリしやがって」


    「そういうテメェは、ずいぶんブサイクになったな。それじゃ女も寄ってこねえだろ」


    　今、とてつもなくディスられた気がする。


    　……ふと後ろを見ると、そこには並んでひざまずく魅ミ怨オン、呪ジユ理リ、忌キ綺キの姿があった。


    　なるほど。彼女たちの様子が妙だったのは、こういうことか。


    　使徒が仕える主あるじは、通常ならその時代に一人だけ……眠りについたと思っていたコントンが生きていたという寝耳に水の事態に、三さん姫きも困惑しているのだろう。


    　狭い玄関で、相変わらず剣けん呑のんにガンを飛ばし合っている四凶の二人。以前にトウテツが言っていたように、やっぱり【魔神】たちは仲が悪いらしい。


    　と、そこで杏きよう花かちゃんが、たしなめるようにコントンを肘ひじで突っついた。


    「コントンさん。ちゃんと小こ林ばやしさんにも挨あい拶さつして」


    「あ？　ああ、ゴメンよ杏花たん」


    　……杏花、たん？


    　俺をはじめとするトウテツ軍が、一斉にポカンとする。二人の関係性が今イチ見えない。何か、杏花ちゃんの方が【魔神】を尻しりに敷いているように感じる。


    　ますます混乱を募つのらせる俺に、コントンが視線を移してきた。そして、よく通る胴どう間ま声ごえで言い放つ。


    「坊主、改めてヨロシクな。四凶のコントンだ」


    「は、はあ」


    　続けてコントンの双そう眸ぼうが、俺の後方にいる三姫へギロリと向けられる。


    「おう三姫、いつまで杏花たんを玄関に立たせとく気だ。中に上げて茶を淹いれやがれ」


    　その横柄な催促に、三姫が「は、はっ」と声を揃そろえる。


    　魅ミ怨オンがチラリとこちらを窺うかがい、「一いち郎ろうくん……いい？」と目で訴えてきたので、俺はやむなく頷うなずいた。


    　──龍りゆう牙がとの決戦を控え、またもイレギュラーな問題が発生してしまった。第一部のラスボスである【魔神】コントンが、再登場してしまった。


    　風雲急を告げる事態。しかし、時間は待ってはくれない。


    　不安要素を一つ追加したまま……俺は三日後のラストバトルを迎えることとなった。
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    　一郎が、【魔神】トウテツの器だった──


    　その悪夢のような事実を上う手まく受け止められないまま、私……火ひ乃の森もり龍牙は、とうとう決戦当日を迎えてしまった。


    （杏花だけじゃなく、一郎までもが依より代しろだったなんて……）


    　小林一郎という少年は、自分たちと同じく異能力者に違いない──かつて【魔神】コントンの攻撃を受けながら無傷だった彼を見て、私はそう確信していた。


    　不謹慎かもしれないが、そのことに胸が高鳴る自分がいた。日常だけでなく、非日常でも彼に寄り添っていたい……それはずっと望んでいたことだったから。


    　なのに、こんなのってない。一いち郎ろうが敵になるなんて。戦わなきゃいけないなんて。


    （せっかく最近、距離がグッと縮まったと思ったのに……もう少しで本当の恋人になれそうな気がしてたのに……）


    　でも、こうなってしまった以上は是非もない。『龍神の継承者』として、私がやるべきことはただ一つ。


    　トウテツを討ち、一郎を取り戻す。それしかない。


    【魔神】さえ倒せば、一郎はその器から解放されるはず。杏きよう花かだって、そうやって助け出せたのだ。今回も同じことをするだけ……今日を照準にコンディションも万全にした。


    （コントンから解放された杏花は、あれだけ元気なんだもの。きっと一郎だって……！）


    　ちなみに杏花は、昼から「友人に会う」と出かけたっきりだ。


    　どんな友達なのか訊きいても、あまり説明したがらない。つい三日ほど前も、帰宅が九時を過ぎた彼女を叱ったばかりだ。


    （もしかして、男友達なのかな……と、今は杏花の心配をしてる場合じゃないよね）


    　こうしている間にも、きっと一郎は【魔神】の精神支配に苦しんでいる。微かすかに残った意識で、愛する者の名を呼んでいるはず。そう、私の名前を。


    （一郎、待っててね。絶対に救い出してあげるから！）


    　改めて闘志を燃やし、不退転の決意で屋敷を出たところ。


    「龍ちゃん、待ってたよ！」


    　右手の道から、里り菜ながタタタと元気に駆けてきた。


    　どう見ても待っていた感じじゃない。今やってきたところだ。この幼馴染みは、昔からマイペースなのだ。亀を守護神としているからか、異常にのんびり屋さんなのだ。


    　……が、拳けん法ぽう家としての才は天下一品。もともと人間離れした強さを持っていた彼女は、異能に目覚めたことで【玄げん武ぶ】の強力無比な防御力まで手に入れたのである。


    　コントン戦には間に合わなかったが、今回は最初から里菜がいる。


    　彼女は謂いわば、こちらの切り札であった。


    「里菜、お腹の調子はもう平気？」


    　並んで歩き出しながら、里菜にそんな確認をしておく。


    　時刻は午後七時二十分。指定された八時にはまだ少し早いが、途中にある公園で汐しお莉り、怜れいさん、エルと合流するため余裕をもたせた。里菜だけはお隣さんということもあり、遅刻防止を兼ねて家の前で待ち合わせしておいたのだ。


    「うん、もうバッチリ！　イッくんが大変なときに、寝てなんかいられないよ！」


    「頼りにしてるよ、里菜」


    「任せといて！　何せ私、アレだから！　せ、せーへきの」


    「『星せい壁へきの守もり人びと』、だよ」


    「そうそう、それそれ！」


    「まさかお隣の黒くろ亀がめさんが【玄げん武ぶ】を伝える家系だったなんて、思いもしなかったけど」


    「ちゃっは～。私も！」


    　そんな彼女に「やれやれ」と返しながら、やがて公園へ到着したところ。


    　まだ三人は来ていなかった。誰一人として、そこに姿はなかった。


    　時計を見てみると、ちょうど七時半。もう約束の時間だ。エルだけならともかく、生き真ま面じ目めな汐しお莉りと怜れいさんまで遅れるなんてことが……。


    「みんな遅いね。遅刻は私の専売特許なのに」


    　呑のん気きにそんなことを言っている里り菜なに対して、私の心は不吉な予感にざわめいていた。


    「胸騒ぎがする。まさか、何かあったんじゃ……」


    　その時。私の懸け念ねんを肯こう定ていするかのように、ポケットの中で携帯が鳴った。


    　すぐさま取り出して確認すると、発信者は雪ゆき宮みや汐莉。直ただちに通話ボタンを押し、携帯を耳に当てる。


    『火ひ乃の森もりくん！　公園にいますか！』


    　途端に聞こえてきた彼女の声は、鬼気迫るものだった。明らかに非常事態だった。


    「ああ。もう公園にいる。何かあったのか汐莉っ」


    『使徒です！　屋上で戦った、あの幹部クラスの三人が現れて……』


    　その予期せぬ言葉に、私は目を見開く。


    　いや、予期しておかねばいけないことだった。敵は悪あく辣らつな『奈な落らくの使徒』なのだ。奇襲の可能性は、当然に警戒しておくべきだったのだ。


    　一いち郎ろうのことがショックだったとはいえ、そんな用心すら怠おこたってしまっていた……！


    「すぐに行く！　場所はどこだ！」


    『いいえ！　火乃森くんは河か川せん敷じきへ向かって下さい！』


    　叫ぶように問うたものの、しかし汐莉は助勢を却きやつ下かしてきた。


    『不幸中の幸いですが、怜さん、エルミーラさんと合流したところだったんです！　使徒を必ず倒して、すぐに駆けつけますから！』


    『龍りゆう牙が！　私たちを信じろ！』


    『四し神じんを侮あなどってもらっては困りますわ！』


    　電話の向こう側から、続いて怜さんとエルの声がする。その声に混じって、戦闘の気配も届いてきた。すでにバトルが始まっているのだ。


    「で、でも……」


    『火乃森くん、お願いします！　どうか小こ林ばやしさんを、小林さんを助けてあげて下さい！』


    『小林を頼む！　こんな形で彼を失うわけにはいかない！』


    『小林一郎のこと、くれぐれもよしなに！』


    　私の返事を待つことなく、そこで通話はプツッと切れた。


    　それは彼女たちの決意表明。並びに冷静な状況判断に他ならなかった。


    　約束の時間に行かなければ、トウテツは何をするか分からない。街の破壊に乗り出す恐れもある……だからこそ三人は私に託させ、そして私に託したのだ。


    「汐しおちゃん、何だって？」


    　携帯をグッと握り締める私の顔を、里り菜なが覗のぞき込んでくる。


    　私は事態を告げるより先に、気付けばその場を走り出していた。


    「里菜！　河か川せん敷じきへ行くぞ！」


    「えっ？　どういうコトっ？　みんなはっ？」


    　慌あわてて追従する里菜に「走りながら説明する！」と答え、矢のごとく公園を飛び出す。


    　仲間たちの思いを無駄にしてはならない。トウテツを討つべき理由が一つ増えた。


    　三人がやけに一いち郎ろうの身を案じているのが、ちょっとだけ心に引っかかったけれど……今は考えるのをやめた。
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    　陽の落ちた人ひと気けのない河川敷で、俺は立ち尽くしたまま龍りゆう牙がが来るのを待っていた。


    　時間は七時四十分。刻限までにはまだ少しあるが、念のため早めにスタンバイしておく。ラスボスらしく、堂々と待ち構えておきたかったからだ。


    　……ついにこの日が来てしまった。


    　何度も龍牙に「決戦延期のお詫わびとお知らせ」を送ろうと思ったが、もうやるしかない。


    　俺は、龍牙と戦う。【魔神】の器として。黒幕として。助演者として。


    （どうだテッちゃん。この黒いコート、似合ってるか？）


    （また引っ張り出してきたんスね。つくづく旦那って、形から入るお人だなぁ）


    　トウテツのコメントに「まあな」と返したとき。俺の携帯が着信音を鳴らした。


    　それは、杏きよう花かちゃんからのメールだった。しかしその実、送信者は魅ミ怨オンである。ウチの部下たちは携帯を持っていないので、今日だけ杏花ちゃんに貸してもらったのだ。


    『一郎くんへ。予定通り、火ひ乃の森もり龍牙の仲間三人を足止めしました。本当に【玄げん武ぶ】は放置でよかったの？』


    　その文面を見て、俺は「よし」と頷うなずく。まずは上々の首尾……筋書き通りだ。


    　ヒロイン三巨頭が遅れることで、最終決戦のハラハラ度は大きく増すはず。


    　黒くろ亀がめ里菜はこっちに任せてくれていい。散々サボッてきた分、彼女には第二部のキーパーソンとなってもらう。


    『魅怨へ。適当に三、四十分ほど相手したら撤退しろ。司令塔はお前に任せる』


    　素早くそう返信すると、程なくしてまたメールが来た。さすがは女子高生風の使徒、すでに携帯を使いこなしている。


    『了解。それから、もう一つ。私はこれからもコントン様じゃなく、トウテツ様に仕えることにしたわ。だってトウテツ様の器は、一いち郎ろうくんだもん』


    　最後にピコピコと動くハートマークまでついていた。やはり完かん璧ぺきに使いこなしている。


    　心なしか、また余計なフラグが立ったような気がするが……残念ながら俺には魅ミ怨オンの、三さん姫きの親愛を受ける資格などない。


    　この最終決戦は、負けることが前提の出来レースなのだから。


    　俺は結局、その裏事情を三姫に伝えていない。彼女らが「ここだけの話、今の暮らしも割とよくない？」と話しているのを聞いたときは、強い罪悪感を覚えた。


    （せめて次の【魔神】が復活するまでは、あいつらを養ってやらないと）


    　俺が三姫にできる償いは、それくらいしかない。今やそこそこ情も移っている。


    （まあ、それもこれも、このラストバトルを成功させてからの話だけどな）


    　──と、その時。前方の薄闇に、こちらへ駆けてくる二つの人影が見えた。


    　制服姿の細いシルエットと、拳けん法ぽう着姿の小柄なシルエット。言うまでもなく、それは龍りゆう牙がと黒くろ亀がめさんだった。


    （指定した八時より早く来たか。やっぱスタンバってて正解だったな）　


    　俺から五メートルほどの距離を置いて、二人が立ち止まる。


    　鼻息も荒くこちらを見み据すえる黒亀さん。対照的に、龍牙は苦く渋じゆうの滲にじんだ表情をしていた。


    「一郎……」


    　一いち縷るの望みにすがるように名を呼んできた龍牙へ、俺は邪悪な冷笑を返す。悪役のときのアンジェリーナ・ジョリーを参考にした。


    「フッ。二人だけか？　どうやら他の四し神じんどもは、我が配下の襲撃を受けたようだな。全てはこちらの目もく論ろ見み通りよ。ククク……フハハ──」


    　練習によって板についてきた哄こう笑しようを上げかけた瞬間。


    　いつの間にか、目の前に黒亀さんがいた。委細構わず突進してきていた。


    「やい【魔神】！　イッくんを返せ！」


    　怒声と共に、黒亀さんが拳こぶしを唸うならせる。


    　俺はその一撃を、紙一重でガードした。受け止めた左腕が、ミシリと嫌な音を立てた。


    「ウソ!?　私の拳打を片手で……！」


    「フッ。『星せい壁へきの守もり人びと』の力とは、この程度か？　何たる脆ぜい弱じやくさ……所しよ詮せんは人間か」


    　驚きよう愕がくする黒亀さんに、俺は再び冷笑を返す。本当は心臓がバクバクしていた。


    （バ、バッキャロー！　問答無用で襲いかかってくるんじゃねえ！　ていうか腕、超痛えんだけど！　いきなりラスボスに深刻なダメージを与えるな！）


    　涙目を隠しつつ、黒くろ亀がめさんの手首を掴つかみ、思いっきり投げ飛ばしてやる。


    　彼女は「わわっ！」と焦りながらも、空中で猫みたいに体をひねり、龍りゆう牙がの傍かたわらにストンと着地した。こいつの体術の凄すごさは、こちらも承知している。


    「里り菜なっ、無闇に突っかかっちゃ駄目！　仮にも相手は【魔神】なんだよ！」


    「ちゃっはー、ゴメン龍ちゃん……」


    　そうだ龍牙、もっと叱ってやれ。戦闘前には会話があるという様式美を教えといてくれ。


    　気を取り直し、俺は改めて二人に告げる。また亀に殴られる前にさっさと進行させる。


    「フッ。そう逸はやるな【玄げん武ぶ】。まずはゲストを紹介させてもらおう。この決戦に相応ふさわしい、面白いゲストをな」


    　龍牙と黒亀さんが、訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。


    　……さて。まずはお約束として、主人公側にはピンチに陥おちいってもらう。絶望的サプライズを呈示して、未いまだかつてない窮地を味わってもらう。


    　俺はおもむろに片手を上げ、パチンと指を鳴らしてみせた。それを合図に。


    　横合いの草むらに潜んでいた少女が、スクリと立ち上がった。


    「！」


    　その姿を見るなり、期待通りに龍牙たちが息を呑のむ。驚くのも当然だろう。


    　それは龍牙にとって、黒亀さんにとっても、あまりに身近過ぎる少女だったのだから。


    「杏、花……？」


    「そんな、どうして杏きようちゃんが!?」


    　唖あ然ぜんとする二人に、ツインテール少女が静かに向き直る。


    　その目には黒いサングラスをかけていた。芝居に慣れていないというので、表情を隠すため貸してやったのだ。


    「きょ、杏きよう花か……何でこんな所に……」


    「──杏花ではない」


    　思考さえままならない様子の龍牙に、杏花ちゃんが不ふ遜そんに答える。緊張しているのか、声が微妙に上ずっていた。


    「私は【魔神】の器──コントンの宿主だっ」
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    　杏花ちゃんの登場は、龍牙と黒亀さんを青ざめさせるのに充分だった。


    　夜の河か川せん敷じきが、水を打ったように静まり返る。辺りを生ぬるい風が吹き抜ける。


    　千ち賀が山やまへ遊びにいった四人が、まさかこんな形でまた一堂に会することになるとは……正直なところ、俺も思っていなかった。三日前、家に杏花ちゃんが訪ねてくるまでは。


    「杏きよう花か、何を言ってるの……？　だってコントンは、確かに私が葬ほうむって……」


    　あまりの衝しよう撃げきからか、龍りゆう牙がの口調が女の子に戻ってしまっている。まあ、この場にいるのは彼女の秘密を知っている者ばかりなので、別に構わないだろう。


    　そんな姉をよそに、杏花ちゃんは全身から膨ぼう大だいな邪じや気きを発散させた。


    　どす黒く禍まが々まがしいその邪気が、彼女の背後で人型を形成し、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男となる。額に一本角を生やした、鬼のごとき威容……かつて倒されたはずの【魔神】コントンだった。


    　それと同時に、俺もすかさず邪気を発散させる。


    （来い！　テッちゃん！）


    （お、出番っスね）


    　そんなやり取りと共に、程なく俺の背後に漆黒の青年が顕けん現げんした。スラリと背の高い、一対の羊っぽい角を生やした異い形ぎよう……【魔神】トウテツだ。


    「【魔神】が、二体……！」


    「こ、こんなの聞いてないよ！」


    　もはや惑乱の極致にある二人に向けて、杏花ちゃんが追い討ちのように言い募つのる。


    「【魔神】は死なない。倒されたとしても、再び眠りにつくだけなのだっ。そして我がコントンは、まだちょっぴり力が残っていたのだっ。ギリギリ眠りを免まぬがれたのだっ」


    　よし。よく噛かまずに言えたぞ杏花ちゃん。ひとまず情報の開示はクリアだ。


    　……今回のラストバトルに当たり、俺は「杏花ちゃんとコントンの存在」を織り込み、新たなシナリオを作った。起承転結ならぬ、序じよ破は急きゆうの三段階からなる流れを立案した。


    　序──作戦フェイズ１。主人公の大ピンチ。


    　ヒロインズと分断された上に、龍牙の前に二体の【魔神】が立ちはだかる。俺が視聴者だったとしても「ちょっと！　これヤバくね!?」と画面にかじりつくだろう。


    （本当なら、ここで次回に続きたいところだが……そうも言ってられねえ）


    　亀にどつかれた左腕の状態をさりげなく確かめ、痛みが引いていることに安あん堵どしつつ、俺は杏花ちゃんに指示を出す。


    「コントンよ。お前は【玄げん武ぶ】を殺れ。火ひ乃の森もり龍牙は──俺が倒す」


    「ラ、ラジャー！」


    　杏花ちゃんが応じた直後。俺は地を蹴けった。


    　トウテツを従え、一直線に龍牙へと突撃した。


    　一瞬だけ怯ひるんだ表情をしたものの、すぐに龍牙が反応する。その全身から黄金のオーラが溢あふれ出し、巨大な龍のフォルムを形成させる。


    「神カム威イ解放──【黄こう龍りゆう】！」


    「おう！　出やがったなロンた……いや、憎き【黄龍】！」


    　たちまち龍牙の頭上に現れた黄金の龍を迎え撃つべく、トウテツが翼を広げて飛翔する。


    　それを尻しり目めに、俺は龍りゆう牙がに向けて拳こぶしの連打を放った。【黄こう龍りゆう】はトウテツに任せ、俺は龍牙との一騎討ち……そういう段取りなのだ。


    　女主人公のセミ彼氏が、敵の親玉だった──この構図が第二部の「肝きも」である。


    　ならば『火ひ乃の森もり龍牙ＶＳ小こ林ばやし一いち郎ろう』は、絶対に外すことのできない必須事項。俺たちが拳を交えることは、避けられぬ運命プロツトなのだ！


    　俺の怒ど濤とうのラッシュを、龍牙が俊敏にかわしていく。まだ俺と戦うのに抵抗があるのか、ひたすら守勢に徹している。


    「くっ、【魔神】が死なないなんて、そんなことが……！」


    「どうした火乃森龍牙！　さあ打ってこい！　俺を倒してみろ！」


    「一郎を直接攻撃するなんて、私にはできないよ！」


    「まだそのようなことを！　貴様は第一部……もといコントン戦で何を学んだのだ！　妹を攻撃できぬ甘さから、小林一郎を失いかけたのを忘れたか！」


    　悪役のクセして、いささか説教臭いだろうか。どうにも匙さじ加減が難しい。


    　それにしても、先ほどから攻撃がまるで当たらない。頑張ってるのに、かすりもしない。


    　トウテツの持つ特質上、彼が分離していても俺の身体能力は強化されたままだ。遠隔通信ができるのもそのお陰だし、もともと俺自身も運動神経はいい方である。


    　なのでもっと追い込めると思っていたが……さすがは主人公、戦闘センスが桁けた外れだ。


    「目を覚まして一郎！　【魔神】の支配に負けないで！　恋人としてのお願いだよ！」


    「そんな関係、友人に戻してくれるわ！」


    　素早く上方をチラ見すると、その【魔神】が奮闘していた。


    　全身に絡みついてくる【黄龍】の頭部へ、ゲシゲシとエルボーを入れている。もっとカッコよく戦えないのだろうか。


    　──一方、俺たちから数メートル離れた場所では、黒くろ亀がめさんがコントンに苦戦中だった。


    　顕けん現げんさせた【玄げん武ぶ】を敵にぶつけ、自分は死角からの攻撃を試みようとするも、ことごとくコントンに防がれている。でも、一人で【魔神】と渡り合っているのは凄すごいと思う。


    「く、黒亀流アーケロン拳けんを極めた私を、ここまで寄せつけないなんて！」


    「無駄ナコトダ【玄武】ヨ。タカガ四し神じんガ、我ニ勝テルト思ウナ」


    　コントンが、かつてのキャラに戻っている。見かけによらず演技派だ。本当はガサツなオッサンであることを、決して龍牙たちに知られてはならない。


    「ガメ夫くん！　もっと速く動いて！」


    「ソレハ【玄武】ノコトカ？　無茶ヲ言ッテヤルナ、亀ニ」


    　尻しつ尾ぽから蛇へびを生やした岩のごとき巨亀が、必死にコントンへ咬かみつこうとしている。なかなか健けな気げな守護神である。


    　ちなみに杏きよう花かちゃんは、【魔神】の後ろにピッタリとくっつき、隠れていた。


    　トウテツと違って、コントンは宿主との別行動ができない。杏きよう花かちゃんも前線に出るしかないのだ。よもや黒くろ亀がめさんが彼女を狙うことはないだろうが、それでも少し気がかりだった。


    （まあ、きっとコントンなら守ってくれるだろう。あのオッサン、だいぶ杏花ちゃんに入れ込んでるみたいだし）


    　そんなことを考えつつも、俺はギアを上げていく。


    　苛か烈れつさを増す俺の猛攻。ようやく龍りゆう牙がも回避だけでは対応できなくなり、ガードを使い始めた。しかしチラチラと黒亀さんへ視線を向けていることから、まだ余裕があるようだ。


    「仲間の心配をしている場合か？　それが甘いというのだ！」


    「一いち郎ろう、目を覚まして！　汐しお莉りも怜れいさんもエルも、みんな一郎の身を案じてるんだよ！」


    「そんなフラグ、まとめてヘシ折ってくれるわ！」


    「い、一郎の…………バカあああ！」


    　さらに畳みかけようとした刹せつ那な。


    　龍牙のビンタが、俺の頬ほおに炸さく裂れつした。首がもげるかと思った。
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    「お、ぶ……」


    「約束したじゃない！　私を置いてどこにもいかないって！」


    　たたらを踏んだ俺の胸ぐらを、龍牙が逃さずグイと掴つかんでくる。


    　ちょっと待って、まだ脳が揺れてるから。鼻血が止まらないから……。


    「また映画を観ようって！　一緒にパフェを食べようって！　婚姻届だけ先に準備しとこうって！　そう約束したじゃない！」


    　最後の約束には覚えがない。というか、映画もパフェも俺じゃねえ。


    「いいわ！　起きないなら叩き起こしてあげる！　王子様の眠りを、お姫様の鉄拳で！」


    　色々と突っ込みたかったが、何はともあれ吹っ切れてくれたようだ。


    「フッ。それでいい！　黒くろ亀がめ里り菜なのことは放っておけ！　【玄げん武ぶ】の防御力を宿したあいつならば、多少の攻撃では怪け我がなどブヘ！」


    　言い終わる前に、またビンタされた。目玉が飛び出るかと思った。


    　足にきてフラついた俺へ、龍りゆう牙がの反撃が始まる。息もつかせぬ平手打ちの嵐に、一転してこちらが防戦一方となる。こ、こいつ、やっぱ怒るとおっかねえ！


    「フッ。そ、それでいい！　こちらも容よう赦しやはせぬぞ火ひ乃の森もり龍牙！」


    「そんなセリフ、一いち郎ろうには似合わない！　私の一郎は、もっとアンポンタンなの！」


    「そんなラスボス、苦情が来るわ！」


    「覚悟しなさい！　起きるまでビンタするんだから！」


    「も、もっとスタイリッシュに戦うのだ火乃森龍牙！」


    　夜の河か川せん敷じきに、激しい戦闘音が響き続ける。


    　それに混じって、【黄こう龍りゆう】と【玄武】の咆ほう哮こうが上がる。


    　……どれくらい攻防を繰り広げた頃だろうか。


    　不意に龍牙がトンと後ろに跳び、距離を取った。かと思いきや一気にジャンプした。


    「神カム威イ解放──【龍神】よ、我が身と一体となり敵を屠ほふれ！」


    　あり得ない高さまで到達した龍牙が、雄お々おしく叫ぶ。


    　呼応した【黄龍】が、すぐさまトウテツから離れ、光の渦と化して龍牙を包み込んだ。


    （こ、これはまさか！）


    　間違いない。龍牙の必殺技だ。


    　自身を光弾と化しての爆撃……通称「ドラゴン・ファング（俺の命名）」だ。


    　俺が戦せん慄りつした直後、金色の彗すい星せいがトウテツへと一直線に落ちた。


    　龍牙の奴やつ、この機会を窺うかがっていたのか！　【魔神】を倒せば、器は解放される──彼女は最初からトウテツを狙っていたのだ。俺へのビンタ制裁は、単なる陽動だったのだ！


    （テ、テッちゃん！）


    （おっと、さすがにこれはヤベぇ）


    　しかし何と。トウテツは片腕を一振りしただけで、その彗星を弾き飛ばしてしまった。蝿でも払うように、いとも簡単にあしらってしまった。


    　渾こん身しんの一撃を防がれた龍牙が、地面を何度も跳ねながら転がっていく。十メートルほど先で止まると黄金のオーラが霧散し、あとにはうつ伏せに倒れる彼女だけが残された。


    　第一部のコントンを遥はるかに凌りよう駕がする、恐るべきパワーだった。


    （ああっ、ゴメンね龍りゆう牙がたん！）


    （何やってんだバカ！　絶対に怪け我がはさせるなって言ったろ！）


    （違うの龍牙たん！　【魔神】の出力は、宿主に大きく影響されるの！　旦那が悪いの！）


    （おいコラ！　人のせいにすんじゃねえ！）


    　内線通信では大騒ぎしつつも、俺とトウテツは腕を組んで並び立ち、低く笑ってみせる。


    　内心はすぐにでも駆け寄りたかったが、そういうワケにはいかなかった。ほとほとラスボスというのは辛つらい。


    「うっ、く……何て、奴やつなの……」


    　龍牙が何とか上体を起こし、こちらを見る。幸いにも負傷はないようだ。


    　が、最大の必殺技が不発に終わり、体力の消しよう耗もうは甚じん大だい。黒くろ亀がめさんもまたコントンに追い詰められ、肩で大きく息をしながら地面に膝ひざをついていた。


    　……もはやラストバトルは表向き、完全に大たい勢せいが決しつつあった。


    「フッ。愚かなり火ひ乃の森もり龍牙。【黄こう龍りゆう】のみで、我がトウテツを討てると思ったか」


    　ゆっくり龍牙に迫る、俺とトウテツ。長らくの戦闘で俺も汗だくだ。コート脱ぎてえ。


    「トウテツを眠りにつかせるためには、四し神じんとの合体攻撃が不可欠。しかし【白びやつ虎こ】【青せい龍りゆう】【朱す雀ざく】は、使徒らと交戦中。【玄げん武ぶ】もまた、盟友・コントンを前になす術すべなし」


    「くっ……」


    「奇跡的に我がトウテツを倒せたとしよう。だがその後、お前たちにコントンと戦う力が残っているかな？」


    「い、一いち郎ろう……杏きよう花か……」


    　龍牙が涙声で呻うめき、地面に爪つめを立てる。まるで俺の心に爪を立てられた気分だった。


    「二人を取り戻すことは……もうできないの？　戻ってきて……戻ってきてよぉ……」


    　今にも挫くじけそうになっている龍牙に、俺は必死で無言の励ましを送る。


    　……龍牙、思い出せ。俺は千ち賀が山やまで言ったはずだ。「必ずハッピーエンドになるから。最後には絶対、お前のところに戻ってくるから」と。


    （旦那、もう龍牙たんのピンチは充分でしょう。これ以上は可か哀わい想そうでなりやせん）


    （分かってる。よし……杏花ちゃん、準備はいい？）


    　密ひそかに杏花ちゃんへ目配せすると、緊張した顔で僅わずかに首しゆ肯こうしてきた。大丈夫、君ならできる。俺はサブキャラとしての君を、前から高く評価している。


    　──それじゃあ始めよう。本日二発目のサプライズを。


    「さあ、観念してあの世へ行くがいい！　火乃森龍──」


    　俺が高らかに叫んだ、その刹せつ那な。


    「今よコントンさん！」


    　杏きよう花かちゃんの指令を受け、コントンが掌てのひらから波動を放った。


    　龍りゆう牙がでも黒くろ亀がめさんでもなく──俺に向けて。


    「！」


    　突とつ如じよとして飛んできた不意討ちを、すんでのところでトウテツが受け止める。


    　その衝しよう撃げきがモロにリンクし、俺は堪たまらず膝ひざを折った。豪速球のボウリング球をぶつけられたような感覚だった。


    「ぐぅ……！　ど、どういうつもりだコントン！」


    　憤ふん怒ぬの形相で睨にらみつけた俺に、杏花ちゃんがサングラスを投げ捨てて言い放つ。


    「ようやく隙すきを見せたわね小こ林ばやしさん！　この時を待っていたの！」


    　続いて、コントンがキャラを豹ひよう変へんさせて蓬ほう髪はつをボリボリ掻かく。


    「チッ、やはり力が足りねえか。本来のパワーがあれば、宿主ごと木こっ端ぱ微み塵じんにできたんだがな……ええ？　我が同胞・トウテツよ」


    「コントン、テメェ……まさか人間側につくってのか！」


    　突然の【魔神】の仲間割れに、ポカンとしている龍牙と黒亀さん。


    　そんな二人に、杏花ちゃんがさらに説明を補足する。


    「お、教えてあげる！　私は仲間の振りをしていただけよ！　私は【魔神】を完全制御できているの！　コントンは、もう無害なの！」


    　そう。これが序じよ破は急きゆうの次なる段階。


    　破──作戦フェイズ２。杏花ちゃんが寝返り、龍牙サイドにつく。


    　かつての敵が仲間になり、力を貸してくれる……王道の展開と言えよう。絶望的な状況からの逆転劇は、ベタだがやっぱり燃えるのだ。


    　実はこういう流れに至ったのは、杏花ちゃんが訪ねてきた三日前の出来事にある。


    　彼女が俺に相談したかったことは──まさに俺自身が抱える問題と同じだったのだ。
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    　三日前のあの日。


    　アポなしでやってきた上に【魔神】コントンを紹介してきた杏花ちゃんを、俺は戸惑いながらも茶の間へと通した。


    　テーブルを挟んで、向かい合うこと一分。杏花ちゃんは口をつぐみ、湯飲みから立ち上る湯気をじっと眺めていた。


    （何かこれ、龍牙から女の子をカミングアウトされたときと状況が似てるな……）


    　しかしあの時と決定的に違うのは、杏花ちゃんの横にムサいオッサンがいること。


    　そして俺の横にも、自分とウリ二つの少年がいることだ。


    「小こ林ばやしさん。相談というのは、外ほかでもありません」


    　やがて杏きよう花かちゃんが、意を決したようにそう切り出した。


    「実は私、前から知っていたんです。小林さんが、トウテツさんの器だって」


    「前、から……？」


    「はい。それを教えてくれたのは、もちろんコントンさんです。最初は気のせいかと思ったらしいけど、千ち賀が山やまで完全に確信したそうで……」


    　それを受けて、コントンが湯飲みを手にしたまま鷹おう揚ように頷うなずく。


    「火ひ乃の森もり龍りゆう牙がと川で遊んでたの、坊主じゃなくてテッちゃんだろ？　そういやお前、宿主と別行動できたもんな。アレを見りゃ嫌でも分かるってモンだぜ」


    　まさか、あの入れ替わりトリックに気付いていた者がいたとは。完かん璧ぺきに偽装できたと思っていたのに……まあ、ロンたんにもバレていたのだが。


    「さすがにたまげたぜ？　確かに火乃森龍牙には『いずれ他の三王も、復活するだろう』とか負け惜しみ言っちまったけどよ……まさか本当に同胞が目覚めてて、豹ひよう柄のブーメランパンツ穿はいてハジケてやがるとは」


    　鼻でせせら笑ったコントンに、たちまちトウテツが気け色しきばむ。


    「う、うっせぇ死に損ないが！　ハラワタえぐり出して、小腸で縄跳びしてやろうか！」


    「テメェこそ誰に向かって言ってんだコラ。華のねえビジュアルしやがって」


    　殺さつ伐ばつとガンを飛ばし合う【魔神】たち。完全にチンピラだった。


    　……どうでもいいが、【魔神】にも小腸はあるらしい。本当にどうでもいいが。


    「それで杏花ちゃん。俺がトウテツの器だと知った上で、相談っていうのは……？」


    　二人の【魔神】を捨て置き、俺はとにかく話を進めることにする。


    　知らないうちに、俺の背後では三さん姫きが並んで正座していた。彼女たちにも無関係の問題じゃないはずだから、同席させておいて構わないだろう。


    「おう。その前にまず、坊主に確認させてくれや」


    　すると杏花ちゃんより先に、またコントンが口を開いた。お喋しやべりな【魔神】である。


    「小林一いち郎ろう、単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊きくぜ。お前──テッちゃんを『折しやく伏ぶく』してるだろ」


    　ズイと身を乗り出してきたコントンに、俺は目をパチクリさせる。それは何だ？


    　困惑していると、後ろで三姫が息を呑のんだのが分かった。


    　続いて「やっぱり……」「怪しいと思ってたでしゅ」「やだ、忌キ綺キも？」と、ヒソヒソ話が聞こえてくる。その怪しげなガールズトークに、ますます不安が煽あおられる。


    「えっと、その『折伏』っていうのは……？」


    「器であるはずの人間が、逆に【魔神】を支配しちまうことだ。そしてテメェの守護神にしちまうことだ。【黄こう龍りゆう】や四し神じんみたいにな」


    「そ、そんなことが……」


    「前例は過去に一度もねえ。だが可能性はゼロじゃねえ。おう、どうなんだよテッちゃん」


    　コントンに話を振られると、トウテツはむくれたままプイと横を向いた。完全にイエスの反応だった。


    　……そういえば、かつてトウテツは言っていた。「旦那の意識を乗っ取ることは、俺には多分できやせん」「下へ手たすりゃ逆にこっちが支配される恐れがありまさぁ」と。


    　もしやトウテツは、過去に俺の支配を試みたことがあるのでは？


    　そして、その「下手」を打ったのでは？


    　だとしたら、喧けん嘩かでいつも俺が優勢だったのにも納得がいく。トウテツは本気を出さなかったのではなく、出せなかったのだ。律りち儀ぎでも何でもなかった！


    　トウテツのリアクションを見て察したのか、コントンがやれやれと苦笑する。


    「やっぱりそうかよ。お互いドジったもんだなぁ……ええ？　テッちゃん」


    「お互い？」


    　その言葉で、俺はようやく腑ふに落ちた。


    　ずっと気になっていた、杏きよう花かちゃんとコントンの関係性が。杏花ちゃんが【魔神】を尻しりに敷いているように見えた理由が。


    「ということは、もしかして……」


    「そういうこった。俺様も『折しやく伏ぶく』されちまったんだよ。杏花たんに」


    　ぶっきらぼうに肯こう定ていしたコントンに、杏花ちゃんが「私の場合は、コントンさんが極度に力を失ったからですけど……」と控えめに取り繕つくろう。


    　……要約すると、龍りゆう牙がに倒され霧散したかと思われたコントンは、しかし辛かろうじて眠りを免まぬがれるだけの余力が残っていた。が、もはや杏花ちゃんの精神力に対抗することはできず、逆に支配──『折伏』されてしまったということらしい。


    　さすがは火ひ乃の森もり家の娘さん……つくづくコントンは、宿る器を間違えたものだ。


    「情けねえことだがよ、テッちゃんが言った通り、今の俺様は死に損ないだ。眠りにはつかずに済んだが、もうほとんど力は残っちゃいねえ」


    　苦々しく語りながら、急須で自分の湯飲みにお茶を注ぐコントン。ついでに杏花ちゃんの湯飲みにも注いでやる辺り、いかにも舎弟である。


    「今の状態じゃ、異界あつちとの扉とびらを開くこともできねえ。というか、杏花たんの命令に逆らうことができねえ。だから今回は諦あきらめた。せめて宿主を変えられりゃ、『折伏』をチャラにできるんだがな」


    　最後にコントンがそうボヤいたが、杏花ちゃんがそんな暴挙を許すはずもないだろう。


    　コントンを無害化できているのは、火乃森杏花の強きよう靭じんな精神力があるからこそなのだ。何せ彼女は、力を失う以前のコントンにすら抗あらがい続けてきた強者なのだから。


    　眠ることもできず、宿主から「引っ越し」の承諾も得られず。


    　結果的にコントンは、にっちもさっちもいかない状態になってしまったわけだ。


    「【魔神】は倒されても、眠りにつくだけ……それは火ひ乃の森もり家も知らないことでした。四凶という存在もそうです。私たちは【魔神】を、全て同一のものだと思っていたんです」


    　お茶で口を湿らせたのち、杏きよう花かちゃんが改めて言葉を紡つむぐ。こちらを真まっ直すぐに見詰める瞳ひとみには、姉譲ゆずりの凛りんとした光があった。


    「ただ私がいる限り、コントンさんは人類の脅威にはなり得ません。【魔神】が消滅しないと判明した今……闇雲に倒すだけでは何も問題は解決しないと思うんです」


    　確かに、【魔神】が復活しては眠らせるという繰り返しでは、不毛な堂々巡りだ。火乃森家の使命は、半永久的に終わることはないだろう。


    　どこかで誰かが、この循環を止める必要があるのだ。


    　そしてそれは──コントンとトウテツが『折しやく伏ぶく』された今こそが、最大の好機なのかも。


    「コントンさんはこのように、ちゃんと向き合ってみると話が分かる人だったりします。トウテツさんも同じなんじゃありませんか？」


    　杏花ちゃんが、もう一人の俺へと微ほほ笑えみかける。


    　その純真無む垢くな眼まな差ざしに、トウテツが目を逸そらした。初めてガン飛ばしに負けた。好きな娘の妹には、やっぱり弱いのかもしれない。


    「私と小こ林ばやしさんが器である今なら、平和的な対話も可能なはずです。それをどうやってお姉ちゃんたちに伝えればいいか……そのことについてご相談したかったんですが」


    　そこで杏花ちゃんが、「でも」と表情を曇らせた。その理由は明白だ。


    　そう。俺は本日、龍りゆう牙がたちに宣戦布告をしてしまったのだ。思いっきり悪い顔で、場所と日時まで指定しちゃったのだ。


    「お姉ちゃんがやけに怖い顔で家を飛び出したので、コッソリあとを尾つけてみたら……ビルの屋上であんなことが」


    　それは杏花ちゃんにとっても、想定外の一大事だったに違いない。


    　平和的に話し合うつもりが、台無しになったのだから。いきなり俺が正体をバラし、「世界を滅ぼすこと……それこそが我が望み」とかほざいたのだから。


    （まさか、こんな相談内容だったとは……てっきり進路とかで悩んでるんだと思ってた！）


    （旦那との約束なんて無視すりゃよかった……改心イベントとかしなくても、普通に話し合いで龍牙たんと仲良くなれてた！）


    　頭を抱える俺の横で、トウテツも頭を抱えている。不純な声が内線でダダ漏れだった。


    　……でも杏花ちゃん、これだけは釈明させて欲しい。


    　トウテツが復活した以上、俺がその器だった以上、やっぱり龍牙とは一戦交える必要があったのだ。この第二部を、和解なんて腰砕けの展開にはできなかったのだ。


    　俺にはラスボス役を果たし、龍牙のセミ彼氏を返上し、かつての「主人公の友人キャラ」に戻るという大望がある。そのためなら何だってする。


    　あのポジションこそが、俺の帰るべき安住の場所なのだ。


    　男女の友情などあり得ないというなら、オネエキャラにだってなる覚悟があるのだ。


    （もちろん、杏きよう花かちゃんの思いも分かる。太古より続いてきた【魔神】との戦いを、リューガが終わらせる……それには俺も賛成だ。まさに俺が理想とする、最高の主人公だ）


    　考えただけで興奮する。龍りゆう牙がには是非とも、その偉業を果たして欲しい。ならば。


    　──その方向で話を進めつつ、同時に俺の悲願も叶えるまで。


    　──友人キャラに戻った上で、ストーリーを完全解決へと誘導するまで。


    　第二部は第二部で、しっかり盛り上げる。その中で「一度倒した【魔神】は、『折しやく伏ぶく』によって無害化できる」という流れをきっちり示そう。


    　もはや俺は一般人に戻れなくなるが、それくらいは譲歩する。コントンと同じく、トウテツも弱体化したことにして、今後バトルには関わらなければいいのだ。


    　俺は晴れて日常パート専門の存在となる。残る【魔神】のキュウキ、トウコツが復活した際には、秘密裏に接触して「倒されて和解」の流れを踏とう襲しゆうさせる。力ずくでも。


    （そのためには、テッちゃんの協力が不可欠だ。まあ、こいつはリューガのためなら何でもするだろうし、たまにリューガと遊ばせてやれば満足するはず）


    　瞬またたく間にそんな算段を整えた俺は。


    　たちまち杏花ちゃんにガバリとひれ伏した。恥も外聞もなく、中二の少女に土下座した。


    「杏花ちゃん！　ご相談させて頂きたいことがあります！」


    「えっ？　えっ？」


    「ここは一つ、手を貸してはもらえませんか！」


    「あ、あの、小こ林ばやしさん、頭を上げて下さいっ」


    　おでこを畳にゴリゴリ押しつける俺と、アワアワ慌あわてる杏花ちゃん。


    　同じタイミングで、後ろの三さん姫きがいそいそと立ち上がり、茶の間を退出していく。これは配下たる自分たちが見ていいものじゃない……そう気を利かせたみたいだった。


    「この小林めはご存じのように、リューガに戦いを挑んでしまいました！　もはや引っ込みがつかないのです！」


    「は、あ」


    「なのでここは一つ、円滑かつ劇的に、リューガと和解する形を取らせてくれませんか！」


    　杏花ちゃんが反応に窮している。二人の【魔神】も呆ほうけている。


    　もちろん、「第二部」だの「ラスボス」だの説明したところで、杏花ちゃんにとっては何のこっちゃだろう。だから勢いで丸め込む。同じ【魔神】の器である誼よしみで！


    「対話もいいけど、まず分かりやすく行動で示した方が、リューガたちも聞く耳を持ってくれると思うんです！　お願いしやす杏花ちゃん！　ここは俺の話に乗って下せえ！」


    「その口調と土下座……旦那、俺のキャラが伝う染つってやせんか？」


    　眉まゆ根ねを寄せたトウテツの頭を鷲わし掴づかみにし、強引に押さえつける。一緒に懇こん願がんさせる。


    　その後。プライドをかなぐり捨てた哀訴が功を奏し、杏きよう花かちゃんは「未来のお義兄さんのお願いだから」と協力を約束してくれた。不本意だが、今はお義兄さんでもいい。


    　──かくして俺は、不眠不休でシナリオを再構築し、何とか当日までに書き下ろして。


    　このラストバトルに臨んでいるのだった。
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    　突とつ如じよとして俺を裏切った杏花ちゃんの行動は、瞬またたく間に戦局を一変させた。


    　龍りゆう牙がが未いまだ展開についていけてない様子で、ひたすら妹とコントンを刮かつ目もくしている。


    　当惑しているのは、黒くろ亀がめさんも同じだった。よく見たらガメ夫くんも、その尻しつ尾ぽの蛇へびもポカンとしていた。主人に似て表情豊かな守護神である。


    「きょ、杏花……本当に、杏花なの？」


    　恐る恐る語りかけた姉に、杏花ちゃんがビシリと親指を立ててみせる。その横で、コントンも親指を立てていた。


    「そうだよお姉ちゃん！　さあ、一緒に小こ林ばやしさんを取り戻そう！」


    「おう火ひ乃の森もり龍牙。【魔神】ってのはな、宿主の精神力が強ければ守護神にすることもできるんだよ。そのためには一度、倒して弱らせる必要があるけどな」


    　そんな懇こん切せつ丁てい寧ねいな解説にも、龍牙はまだ不審な色を変えない。そりゃ、にわかには信じがたい話だろう。


    　だからこそ、実際に行動で示すのが一番なのだ。コントンが味方となったことを。昨日の敵は、今日の友であることを。


    「【魔神】が人間と共存するなんて、本当にそんなことが──」


    　龍牙が呟つぶやいた矢先。一方の黒亀さんが目を輝かせて歓喜の声を上げた。


    「そうだったんだ！　【魔神】を手て懐なずけちゃうなんて、杏ちゃん凄すごい！」


    「えっ？」


    「ね、龍ちゃん！　凄いよね！　そう思うでしょ！」


    　釣られて龍牙も「う、うん」と頷うなずいてしまった。勢いで同意させられていた。


    　……黒亀さんのリアクションは、俺の狙い通り。


    　彼女を河か川せん敷じきのバトルに参加させたのは、この単細胞っぷりを期待してのことだった。他のヒロインズなら、こうも素直に信じてくれなかっただろう。


    　ここにきて、彼女がキーとして上う手まく機能してくれた。初めて亀が役に立った。


    （よし、これで杏花ちゃんとコントンの問題はクリアした。あとは──俺だ）


    　龍りゆう牙が、黒くろ亀がめさん、杏きよう花かちゃんが、それぞれの守護神を従え三方から詰め寄ってくる。


    　悪いが、まだやられてやるワケにはいかない。クライマックスには少し早い。


    「やい【魔神】トウテツ！　観念しろ！」


    　戦闘再開の口火を切ったのは、やっぱり黒亀さんだった。性しよう懲こりもなく猪いのししのようにトウテツへと突貫した彼女のあとに、すかさずコントンが続く。


    「くたばれやトウテツ！　マジで死ねや！」


    　俺には構わず、トウテツに同時攻撃を始める黒亀さんとコントン。意外と息の合った連係を見せる二人に、さすがのトウテツも対応に手を焼いていた。


    （痛ててて！　おいコントン！　寸止めの約束はどこいった！）


    　表向きは澄まし顔のまま、トウテツが心でクレームをつけている。ここに龍牙が加われば一気に畳みかけられたところだが、彼女は参戦するタイミングをなかなか掴つかめずにいた。


    　それはコントンと杏花ちゃんが、龍牙が飛び入るチャンスを巧みに潰つぶしているからに他ならない。仲間になっておきながら、見事な妨害工作だった。


    「くっ！　この【魔神】、手て強ごわい……色が黒いだけある！」


    　攻めあぐねた黒亀さんが、仕切り直すべく飛び退すさる。その好機を見逃さず。


    「トウテツさん、覚悟！」


    　杏花ちゃんがコントンと共に、トウテツへと突進した。それは彼女の最後の仕事だった。


    　この展開をあらかじめ知っていた俺は、怒りに任せて吠ほえる。台本通りのセリフを。


    「人間に味方するとは、四凶の面つら汚よごしがああー！」


    　俺の怒号をサインに。トウテツの凶悪な豪腕が、眼前に迫ったコントンを殴り飛ばした。


    　一撃をまともに食らい、コントンの巨体が宙を舞う。杏花ちゃんも一緒に宙を舞う。


    「きゃあああ！」


    　地面に激突する直前、コントンが自身をクッションにして杏花ちゃんを庇かばった。


    　その甲か斐いあって、ポテンと転がっただけで済む杏花ちゃん。しかし【魔神】は力尽きたように動かなくなり、そのままツインテール少女の体へと吸い込まれるように消えていった。


    　うつ伏せに倒れた杏花ちゃんが、一瞬だけ俺をチラリと見る。


    （小こ林ばやしさん、こんな感じでよかったですか……？）


    （お疲れ様、杏花ちゃん。あとはゆっくり休んでて）


    　気絶を装った彼女をアイコンタクトで労ねぎらいつつ、俺は怒りの表情をキープし続ける。


    　当然これは八や百お長ちようである。最初からコントンには、早めに退場してもらう予定だった。第一部とは逆に、今回は杏花ちゃんに狸たぬき寝入りしてもらうのだ。


    　物語のメインは、あくまで龍牙と……その仲間たちなのだから。


    「きょ、杏花！」


    「杏ちゃん！」


    　血相を変えて駆け寄ろうとした龍りゆう牙がと黒くろ亀がめさんの行く手に、それぞれ俺とトウテツが立ちはだかる。杏きよう花かちゃんを介抱などさせない。起きてるとバレたら困る。


    「フッ。もはや隠す必要もあるまい。そう、かつてお前たちに敗れたことで、コントンは極度に弱体化していたのだ。だが、まさか『折しやく伏ぶく』されていたとは……ちなみに『折伏』とは、器であるはずの人間が、逆に【魔神】を支配してしまうことだ」


    　そつなく専門用語の説明をしつつ、俺はコートを無駄にバサリと翻ひるがえしてみせる。


    「本来の力を失っているコントンでは、我がトウテツを倒すことは不可能……だから仲間の振りをして隙すきを狙うという、姑こ息そくな手段を取ったのだろう。浅はかな【魔神】よ……人間の軍門に下り、その手て駒ごまとなり下がったゴミめ！」


    「言い過ぎだよイッくん！　コントンは手駒なんかじゃない！」


    　俺の罵ば倒とうに、期待通りに食いついてくれた黒亀さんが、拳こぶしを振り回して激げき昂こうする。


    「きっと二人は、心を通わせてたんだよ！　私、ちゃんと見たもん！　地面にぶつかる杏ちゃんをコントンが庇かばったのを！　龍ちゃんも見たでしょ!?」


    「うん……確かに私も見たよ」


    　ようやく龍牙も信じてくれた様子で、小さく頷うなずいた。いいぞ亀、役に立ってるよ！


    「フッ。いずれにせよ、もうコントンは戦線を離脱した。あとはお前たちがトウテツになぶられる様を、俺は高みの見物としゃれこむまでよ」


    　邪悪に笑う俺を、龍牙が悔くやしげに見み据すえてくる。


    　そうだ龍牙。幻げん滅めつするんだ。こんな男、セミ彼氏から格下げしてやるのだ。


    　意識を支配されている設定とはいえ、さすがにお前でも憎たらしいだろう！　でも友人までやめないでね！


    「さあトウテツ！　二人を殺せ！　蹂じゆう躙りんしろ！　そのハラワタをえぐり出し、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷでジャグリングしてやるが──」


    「させません！」


    　その時。俺の言葉を遮さえぎって、聞き覚えのある声が飛んできた。


    　見ると、十メートルほど離れた土手の上に──三人の少女が並び立っていた。


    　亜麻色のロングヘアーをなびかせる、やや小柄で華きや奢しやな巫み女こ。


    　その手に木刀を携たずさえた、長身のポニーテール剣士。


    　深しん紅くのウェーブヘアーが鮮やかな、周囲に鬼火を浮かべた吸血鬼。


    　……もちろんそれは、ヒロイン三巨頭だった。雪ゆき宮みや汐しお莉り、蒼あおヶが崎さき怜れい、エルミーラ＝マッカートニーのお三人だった。


    「き、貴様ら、何な故ぜここに……我が配下たちを倒したというのか!?」


    　如によ実じつに狼狽うろたえながらも、俺は内心ほくそ笑んでいた。何というバッチリのタイミング。ここでカッコいいＢＧＭが欲しい！　できたらＣＭを跨またぎたい！


    　密ひそかにテンションを上げている俺をよそに、ヒロインズが土手の斜面を滑り降りてくる。そして龍りゆう牙がの元へと走り寄る。


    「み、みんな……よく無事で……」


    　三人の顔を見回し、龍牙が今日初めての笑顔を浮かべた。心得たもので、しっかり口調や佇たたずまいが男になっていた。


    「どういうわけか、いきなり使徒たちが撤退したんです」


    「気がかりではあったが、とにかくこちらへ向かうべきだと思ってな」


    「約束しましたものね。必ず駆けつけると」


    　口々に告げながら、ヒロインズが改めてこちらに向き直る。


    　次いで、膨ぼう大だいなオーラを解き放ち、その背後にたちまち守護神を顕けん現げんさせる。


    　雪ゆき宮みやさんの【白びやつ虎こ】。蒼あおヶが崎さきさんの【青せい龍りゆう】。エルミーラさんの【朱す雀ざく】。そして黒くろ亀がめさんの【玄げん武ぶ】──第一部では実現できなかった、四し神じんの揃そろい踏みであった。


    （三さん姫きが上う手まくやってくれたか……いいぞ、予定以上に理想的な流れだ！）


    　そう。これが序じよ破は急きゆうの最終段階。


    　急──作戦フェイズ３。仲間が間に合い、龍牙が勝利するお膳立てが整う。


    　三姫による足止め工作は、あくまで「龍牙のピンチ」と「コントンの裏切り」という二大エピソードを消化するための時間稼ぎ。それを果たした今、俺はヒロインズ三人が現れるのを待ちわびていたのだ。


    　やはりクライマックスには、メインキャラ全員で臨んでもらわねば。


    　最後を締めくくるのは、みんなの力を結集した合体攻撃でなくては。


    （ちょっと駆け足気味だったかもしれないけど、充分に盛り上げられたはず）


    　あとはラスボスとして、華々しく倒されるのみ。


    　そして以前の小こ林ばやし一いち郎ろうに戻り……キョトンとトボけてみせるのみ。


    「神カム威イ解放──【黄こう龍りゆう】！」


    　そんな俺の思惑に応えるように。


    　龍牙が裂れつ帛ぱくの気合いと共に、黄金の龍を再顕現させた。
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    　夜の河か川せん敷じきにズラリと並んだ五匹の聖獣は、まさに壮観だった。


    　雪のごとき白麗の虎。気流をまとった群青の龍。燃え盛る紅ぐ蓮れんの鳥。そして、まだポカンと呆ほうけている漆黒の亀。


    　それらを四方に従えて中央に陣取るのは、眩まばゆい輝きを放つ、全長二十メートルはあろうかという四神の長……火ひ乃の森もり家の継承者でさえ制御が困難だという、荒ぶる守護神であった。


    「待っててくれ一いち郎ろう。今すぐ解放してやる」


    　完全にヒーローの顔つきに戻った龍りゆう牙がが、際限なくオーラを増幅させていく。


    　遊ぶつもりはないようだ。一気に決着をつける腹らしい。


    「行くぞみんな！　俺に力を貸してくれ！」


    　龍牙が叫ぶと、四人が力強く頷うなずいた。辺りにゴゴゴゴという謎なぞの地鳴りが響き始めた。


    「「「「「はあああああ！」」」」」


    「「「「「ゴアアアアア！」」」」」


    　龍牙たちの咆ほう哮こうに、守護神たちのそれが重なる。


    　そのまま彼女らは守護神と一体化し、五条の光こう芒ぼうとなって天高く上昇した。そして──色とりどりの輝きを放つ、一つの巨大な彗すい星せいと化した。


    （さて、いよいよっスね旦那）


    （ああ。気合い入れろよテッちゃん！）


    　この四し神じんを取り込んだ「ドラゴン・ファング・ＤＸ（俺の命名）」は、先ほどの【黄こう龍りゆう】単体バージョンとは威力が段違いのはず。


    　でも、きっとトウテツなら上う手まくいなしてくれる。ギリで直撃をかわしてくれる。


    　その上で食らった振りをして、コントンに負けない「やられっぷり」を演出できると俺は信じている。昨日はカラオケ店に連れていき、断末魔の練習もみっちりさせた。


    　……当然ながら、本当にトウテツを弱体化させるつもりはない。龍牙たちには「弱ったところを、何とか『折しやく伏ぶく』できた」と説明する予定だが、実際にはこれまで通り元気な【魔神】でいてもらわねばならない。


    　残る【魔神】のキュウキとトウコツに「和解」を持ちかけるためには、こちらも最低限の武力を有しておく必要があるのだ。


    （ここまでは、全てシナリオ通りに進んだ。あとは仕上げだけ……この一撃を乗りきれば第二部終了だ！）


    　……しかし俺は。最後の最後で、一つだけ読み違えた。


    　小学一年生でも分かる算数を、普通にミスってしまった。


    　隕いん石せきのごとくトウテツへと迫る、高速の彗星。黄金の輝きをベースに、白、青、赤、そして黒の光に鮮やかに彩られた凄すさまじき神カム威イ。


    　──第一部のときより、一色多かった。


    　黒くろ亀がめさんの【玄げん武ぶ】が追加されたそれは、明らかにコントンが食らったものとは比較にならない大きさ、光量、熱量、速度を誇っていた。


    　ＤＸどころじゃない。いくら何でも規模が違い過ぎる。それは【黄龍】と四神がコンプリートされた、究極バージョンの「ドラ・ファグ（略）」だった。


    （ちょっ、これはさすがにヤベえだろ！）


    　直撃どころか、かすっただけでもオシマイのような気がする。咄とつ嗟さにトウテツを見ると、端整な黒面をヒクヒクと引き攣つらせていた。ほらやっぱり！


    （テッちゃん逃げろ！　回避だ回避！　かわして不発に終わらせろ！）


    （そういうワケにはいきやせん！　あっちの最大奥義ですぜ！　避けちまったら、このあとどうするんスか！）


    （言ってる場合か！　あれを食らったら、間違いなく眠りにつくぞ！　そしたらお前、二度とリューガに会えなくなるぞ！）


    　俺たちが騒ぐ間にも、彗すい星せいはぐんぐん【魔神】へ急接近してくる。


    　直径十メートルはあろうかという光弾が、螺ら旋せん状に回転しながら猛然と落ちてくる。


    （おい！　逃げろって！　リューガのことが好きなんじゃねえのか！）


    （……だからこそでさぁ）


    　両手を広げて彗星を待ち構えながら、トウテツが膨ぼう大だいな邪じや気きを発散させた。


    （これをスカしたりしたら、龍りゆう牙がたんに恥をかかせることになりやす。そして無ぶ様ざまに逃げたりしたら──宿主である旦那にも恥をかかせることになりやす）


    　こんなときに、何てセリフを吐きやがるんだ。何な故ぜそこまで俺を立てようとするんだ。


    　俺はお前にとって、決して「いい宿主」じゃなかったはずだ。やりたくもないラスボス役を強要され、自由行動を制限され、風呂とトイレの掃除を押しつけられてきたはずだ！


    　これまでのトウテツとの日々が、走馬灯のように脳裏を駆け巡る。


    　困らせられてばかりだったが、思えばこいつとの暮らしはそれなりに楽しかった。喧けん嘩かをしつつ、宿題を手伝わせつつ、龍牙への熱い思いを夜通し語り合ったりもした。


    　……ああ、今になって分かった気がする。お前はラスボスのパートナーである前に──俺の「友人キャラ」だったんじゃないのか？


    （旦那、楽しかったですぜ。生きてたらまた会いやしょう！）


    「待つんだテッちゃぁぁぁぁん！」


    　なりふり構わず絶叫し、トウテツに駆け寄ろうとした刹せつ那な。


    　俺の体が、横合いから突進してきた何かに吹っ飛ばされた。軽自動車かと思ったそれは、フサフサの体毛をした小柄な人じん狼ろうであった。


    「一いち郎ろう男爵！　お守りするでしゅ！」


    　弾かれた俺の体に、今度は大だい蛇じやの尻しつ尾ぽが絡みつく。直後、さらに高く放り上げられる。


    「一郎様！　どうかここは避難を！」


    　なす術すべもなく虚こ空くうに舞った俺を、滑空してきた鳥影が後ろから抱き止めた。そのまま猛スピードで上昇し、爆心地から離脱する。


    「トウテツ様のご命令よ！　一郎くんだけは、何としても守れって！」


    　それは言うまでもなく、忌キ綺キ、呪ジユ理リ、そして魅ミ怨オンだった。まさか三さん姫きが、そんな密命をトウテツからも受けていたとは。


    「消え去れ【魔神】！　奈な落らくの底へ！」


    　──次の瞬間。地上で凄すさまじい轟ごう音おんが上がった。


    　大気が震え、光が爆はぜ、一帯が昼のように明るくなった。


    　衝しよう撃げきの余波をまともに受け、魅ミ怨オンの体がバランスを失う。それでも彼女は必死に体勢を整えながら、俺を抱いて夜空を旋回し続けた。


    　三さん姫きによる息の合ったパスワークで、辛からくも俺は合体攻撃の巻き添えを受けずに済んだ。しかし。


    　見下ろした河か川せん敷じきは、クレーターのように深くえぐれ。


    　そこにトウテツの姿は、一片すら残されていなかった。


    



    　それから約一分後。


    　着陸した魅怨に地上へと下ろされた俺は、しばらくヘタり込んで放心してしまった。本来なら少しだけ気を失う予定だったのだが、それさえ忘れて途方に暮れていた。


    （テッちゃんが……死んじまった）


    　いや、【魔神】が死ぬことはないから、彼はまだ俺に宿ったままなんだろう。


    　でも、もうトウテツが現れることはない。おそらくあいつは……眠りについたのだ。


    　何百年という、永く深い孤独な眠りに。


    （何が助演のプロだ。自惚うぬぼれて、ストーリーを仕切ったつもりで、ディレクター気取りで悦に入ってた結果が……このザマだ）


    　激しい自責にうちひしがれる俺をよそに、前方では龍りゆう牙がたちが集まっている。


    　そして、俺を守るようにして並び立つ三姫と、剣けん呑のんに睨にらみ合っていた。


    「……『奈落の三姫』といったか」


    　ややあって、龍牙が一歩ズイと進み出て言い放つ。凛り々りしい主人公の声だった。


    「お前たちはこれからも【魔神】の復活を企て、人間界を脅おびやかすつもりか？　互いの世界で静かに暮らすことはできないのか？」


    「フン。今さらだねえ火ひ乃の森もり龍牙。私たち使徒は、【魔神】様のご意思に従うだけよ。もちろん個人的にも、あんたたちは気に入らないしね」


    　龍牙の問いかけに、魅怨が代表して答える。そのままクルリと背を向けると、呪ジユ理リと忌キ綺キもそれに倣ならった。


    「これで勝ったと思わないことね。この借りは必ず返すわ。特に、蒼あおヶが崎さき怜れい……あんたとは必ず決着をつけてやる」


    「……望むところだ」


    　魅怨から名指しされ、蒼ヶ崎さんが小さく頷うなずいた。


    「私は『奈な落らくの三さん姫き』が一人、呪ジユ理リよ。覚えておきなさい、そこの貧乳娘」


    「な……！」


    　呪理に言われ、雪ゆき宮みやさんが思わず自身の胸を押さえる。


    「キキは、そっちの赤くて熱い人に倍返しするでしゅ」


    「まあ、口の減らないワンコですこと」


    　忌キ綺キの指名を受け、エルミーラさんが肩をすくめる。


    　あぶれた黒くろ亀がめさんが「私は私は？」と挙手したが、三姫はそれを無視して去っていった。


    　最後に魅ミ怨オンが「じゃあね一いち郎ろうくん──今までありがとう」と俺に耳打ちし、何かを手渡してきた。杏きよう花かちゃんから借りていた携帯だった。


    　……もしかしたら彼女たちは、もう家には戻ってこないのかもしれない。


    　それはそうだ。トウテツがいないのだから。


    　仕えるべき【魔神】は、すでに眠ってしまったのだから。


    　私はこれからも、トウテツ様に仕えることにしたわ──決戦前に魅怨から受け取ったそんなメールの一文が、俺の脳裏に虚むなしく蘇よみがえった。


    「一郎……正気に戻ったか？」


    　三姫を追うこともなく、龍りゆう牙がが俺の前に膝ひざを折り、顔を覗のぞき込んでくる。


    「リューガ、俺は──」


    　力なく見返すと、龍牙が首を左右に振る。俺を見詰める慈愛の瞳ひとみが、今は心に痛かった。


    「分かってる。僅わずかに意識は残っていたんだろ？　でも、気にしなくていいんだ。あれがお前の本心じゃないコトは、ちゃんと知っているから」


    　違う。俺は最初から最後まで正気だったのだ。むしろトウテツを支配して、けしかけていたのだ。


    　全ての黒幕は、この俺。そんなエゴに──トウテツを付き合わせてしまった。


    （テッちゃん……何であんな無茶をしたんだ。一人でカッコつけやがって……）


    （いやぁ、泣ける話っス）


    （こんな形でお別れだなんて、寂し過ぎるじゃねえか……）


    （本当に、感動的なラストでやした）


    　………………。


    　…………あれ。


    　ショックからか、幻聴が聞こえているようだ。あいつが相あい槌づちを返すことなど、もうないというのに。


    （テッちゃん……お前の勇気ある行動に、俺はどうやって応えられる？）


    （龍牙たんとデートさせて下せぇ）


    （そんなことでいいのかよ）


    （はい）


    （やっぱ相あい槌づちしてんじゃねえか！）


    　心で叫び、俺はガバリと身を起こす。カッと目を見開いた俺に、龍りゆう牙ががビクリとした。


    （おい！　どういうこった！　何で起きてる!?　寝ろ！）


    （いやぁ、さすがに俺もダメかと思ったんですがね。お陰様で何とか無事でさぁ。これも旦那との相性がいいからっスかね）


    （それだけで説明がつくか！　この展開は展開で、結構アリだったろうが！　いいから永く深い孤独な眠りにつけ！）


    （い、嫌っスよぉ。とにかくこれで旦那との約束、きっちり果たしやしたからね。俺はもう無害なテッちゃんでさぁ）


    　能天気な【魔神】の声に、俺は脱力して引っくり返った。精神的＆肉体的な疲労が、ここにきてドッと押し寄せてきた。


    「大丈夫か一いち郎ろう！」


    　そんな俺を、龍牙が慌あわてて抱き起こしてくる。


    　至近距離まで彼女の顔が迫り、トウテツが「のほぉぉー！」と奇声を上げた。もちろん龍牙は【魔神】の叫びには気付かず、何な故ぜかいきなり俺に謝ってきた。


    「一郎、ゴメン……最後の一撃、実は直前で手加減してしまったんだ」


    「て、手加減……？」


    「本当の『みんなでドン』の威力は、あんなものじゃない。でも……杏きよう花かを庇かばったコントンを見て、つい迷いが生じてしまったんだ。このままトウテツを封印するのは──本当に正しいことなのか、と」


    　復活した【魔神】を倒して眠らせるだけでは、戦いは永遠に終わらない。龍牙はそれを独力で悟ったのか。トウテツと対話する余地を残したというのか。


    　ちょっとメンタルが打たれ弱いところもあるが、やっぱりこいつは天晴あつぱれな主人公だ。


    　とはいえ、技名には強くダメ出しをしたい。『みんなでドン』とは何事だ。主人公たる者、ネーミングセンスも必要だぞ。


    「【魔神】トウテツは、おそらく眠りにはついていない。それでも甚じん大だいなダメージを与えたはずだから、それが一郎にもリンクしてるんだと思う」


    （というコトは、俺が無事だったのは龍牙たんのお陰……何て優しいんだ！　これは間違いなく、旦那が言うところのフラグでさぁ！　俺と龍牙たんが結ばれるフラグでさぁ！）


    「さあ一郎、念のため病院へ行こう。杏花と一緒に、怪け我がしてないか診てもらわないと」


    （できたら、ナース龍牙たんに触診してもらいたいなぁ。俺の次じ郎ろうを。ヘヘヘヘ）


    　トウテツのセクハラ発言にやっぱり気付くことなく、龍牙が俺をお姫様抱っこして立ち上がる。いつもと立場が逆だった。


    　固辞する元気もなくおとなしく身を任せていると、そこへヒロインズも歩み寄ってきた。


    「小こ林ばやしさん、本当に無事でよかった……」


    「全く、一時はどうなることかと思いましたわ」


    「イッくん。またトウテツが動き出したら、すぐに言ってね。ぶん殴りにいくから！」


    　そう告げてくる彼女たちの中で……蒼あおヶが崎さきさんだけが、何な故ぜかその場から動かず佇ちよ立りつしていた。未いまだ浮かない表情で地面を見詰めていた。


    　またしても魅ミ怨オンと決着をつけられなかったことが不本意なのだろうか。だとしたら、つくづく侍さむらい気質な人だ。さすがは龍りゆう牙が不在時における、ヒロインズの指揮官だ。


    　そんな『斬ざん舞ぶの剣士』に何となく気を取られていたところ。不意に俺の耳元で、龍牙が短く囁ささやいた。


    「おかえり、一いち郎ろう」


    　──こうして俺をラスボスとした最終決戦は、何とか大団円を迎え。


    　まだ夏休みを二週間ほど残して「第二部・完」となった。

  


  
    エピローグ


    



    



    　ラストバトルが終わると、俺は第一部の再現のごとく病院に運ばれた。


    　医者に診てもらうと、「健康そのものですが、左腕にヒビが入ってますね」と言われた。もちろん黒くろ亀がめさんの仕し業わざだ。


    　例によって杏きよう花かちゃんが自宅静養となった一方で、俺は他にも負傷していないかを検査するため、一泊だけ入院することになった。美少女たちに担ぎ込まれては短期入院を繰り返す少年を、果たして医者はどう思ってるんだろうか。


    （はあ、疲れた……とにかく今日はもう、ゆっくりと休もう）


    　ずっと付き添ってくれていた龍牙とヒロインズも、面会終了時間となったことで渋々帰っていった。


    　彼女たちも疲れているだろうに、気を遣わせてしまって申し訳ない。ただ、病室でもやっぱり蒼ヶ崎さんだけは言葉少なだったが。


    （何はともあれ、ひとまず一件落着だな）


    　……色々とハプニングはあったが、ようやく終わった。


    　小林一郎をラスボスにした第二部は完結し、俺は龍牙の元へ帰ってくることができた。第一部でやたらと活躍してしまった謎なぞも、これで辻つじ褄つまが合うだろう。


    （何だかんだで、テッちゃんも頑張ってくれたよな。うん、さすがは俺の【魔神】だ）


    　ちなみにそのトウテツも、病院に来てからは全く話しかけてこなかった。「二、三日ほど仮眠させてもらいやす」と言って、ずっと引っ込んだきりである。


    　手加減された合体攻撃だったとはいえ、加えて辛かろうじて直撃を避けたとはいえ、それでも結構な力を消しよう耗もうしたのだろう。


    　お陰で俺も朝までぐっすり眠れる……と思いきや、そんなことはなかった。


    「一いち郎ろうくん、起きてる……？」


    　その夜遅く、病室の窓から三さん姫きが忍び込んできたのだ。


    　どうやら入院した俺の容態を心配して、最後に会いにきてくれたらしい。が、そこからが長かった。


    「えっ！　トウテツ様、ご健在なのっ？」


    「ああ、よかった……じゃあ私たち、これからも一郎様のお側そばにいられますのね」


    「家でお祝いの準備をしておくでしゅ！」


    「よぉし、明日は奮発しちゃうわっ。鯛の尾頭付きよっ」


    「もちろんお刺身にして、私の体に盛るのよね？」


    「お肉の方がいいでしゅ。魅ミ怨オンはシラサギ型なので、お魚ばかりでしゅ」


    　そんなワケで、三姫はあっさり出しゆつ奔ぽんを撤回し、居い候そうろうの継続宣言をして帰っていった。


    　親が戻ってきたとき、何て説明しよう……。


    



    　翌朝になり、改めて検査で「他には異常なし」と診断された俺は、早くも退院するため身支度を整えていた。


    　今日は横に全裸の女がいなかったので、爽さわやかに起きられた。左腕も、激しく動かない限り痛んだりしない。これなら生活に支障はないだろう。


    （さて、これからどうしたもんかな……）


    　確かにラスボス役からは解放された。でも、まだ若干の事後処理が残っている。


    　トウテツは『折しやく伏ぶく』され、無害になった──それを龍りゆう牙がに伝えなければならないのだ。


    （どうやって引き合わせるべきか……なるべくテッちゃんに好印象を持ってもらう必要があるよな。スーツを着させて、髪を七三分けにさせて、菓子詰めを持たせて……名刺も作らせておくか）


    　そんな算段をしていると。いきなり病室の扉とびらが開き、当の龍牙がやってきた。


    「あれ一郎。もう帰るトコか？」


    　爽やかに言ってきた龍牙だったが、室内にいるのが俺だけだと分かった途端、たちまち男の子モードを解除する。


    　そしてタックルするように俺へ飛びつき、あろうことか頬ほっぺにキスをしてきた。部屋には計四台のベッドがあるが、運悪く同室の患者が誰もいなかったことが災いした。


    「おい、やめろって！　もうフライングってレベルじゃねえぞ！」


    「あんなコトがあったんだから、少しくらいはいいでしょ？　昨日の一いち郎ろう、ずっと私に冷たかったんだから。スッゴく傷ついたんだからっ」


    　頬ほおを目一杯に膨らまし、龍りゆう牙がが恨めしげに俺を睨にらんでくる。


    　どうやら本気で怒っているわけじゃないみたいだが、多少根に持ってるようだ。非常に遺い憾かんながら、この様子だとセミ彼氏から格下げされる望みは薄い。


    「も、もちろん悪かったと思ってる。【魔神】のせいだけど、お前にはひどいセリフを……」


    「埋め合わせとして、残りの夏休みは私と毎日会うことっ。その時に、最低でも二十回は『好きだよ龍牙』って言うことっ」


    「いや、悪いのは全て【魔神】であってだな……」


    「で、その【魔神】はどうなってるの？　やっぱり……眠りにはついてない感じ？」


    「ああ。でも、もう俺の精神を支配できるだけの力はないと思う。すぐに『折しやく伏ぶく』して、近くお前に土下座させにいくから」


    「あはは。さすが一郎だね。ただ、困っちゃったな」


    「な、何が？」


    　とりあえずベッドに腰掛け、話を聞くことにする。龍牙もそれに続いたが、案の定というべきか、俺の膝ひざの上にチョコンと座ってきた。


    　窓から見える空は快晴で、今日も蝉せみの合唱がやかましく飛び交っていた。


    「お父さんに何て説明しようかな、って……私の彼氏が【魔神】の器だって知ったら、結婚に反対するかも……」


    「なるほど、確かにそうだ……【魔神】を宿した人間を、火ひ乃の森もり家の戸籍に入れられるワケねえもんな！　こうなった以上、もう友人関係に戻るしかないな！　な！」


    　渡りに船とばかりに頷うなずいてみせたものの、龍牙は意思を曲げなかった。


    「ううん、諦あきらめない。絶対に説得してみせる。私、今回のことで改めて思い知ったもん。私にとって、どれだけ一郎が大切な存在かを」


    　昨日の苦戦を乗り越えたからか、皮肉にも龍牙のメンタルが強くなっていた。


    「ま、待つんだリューガ！　ここでもう一度確認しとくが、あくまで俺は『恋人修行』に付き合ってるだけだぞっ？　どちらかといえば、むしろ師匠に近いんだぞっ？」


    「妹だって器なんだもん。お婿むこさんが器だって、別にいいよね」


    「火乃森家がカオスになっちまうだろ！　というか、結婚なんて早過ぎ──」


    　と、その時。


    　龍牙のポケットで携帯が鳴った。すぐに途切れたことから、メールの着信らしかった。


    「あ、ちょっとゴメンね一いち郎ろう」


    　俺の鼻先をチョンと人差し指で押し、龍りゆう牙がが携帯を取り出して確認する。「あれ、怜れいさんからだ」と独りごちて間もなく──彼女はポカンと口を開けた。


    「え……ど、どういうこと？」


    　何が書かれてあるのか、龍牙が激しく動揺している。ふと俺の胸に、やけに浮かない顔をしていた昨日の蒼あおヶが崎さきさんの姿が去来した。


    　まだ結婚の話が終わっていないのだが、俺はひとまず尋ねてみることにする。


    「蒼ヶ崎さん、何だって？」


    「怜さん……結婚することになったって……」


    「…………へ？」


    　龍牙を膝ひざに乗せたまま、俺もまたポカンと口を開けてしまった。


    



    　トウテツの事後処理がまだ終わらない中。


    　次なる第三部の【魔神】が、いつ現れるのかも不明の中。


    　変なサイドストーリーが始まろうとしていた。


    



    


  


  
    



    あとがき


    



    　皆様、ご機嫌いかがでしょうか。伊だ達て康やすしです。


    　この度は『友人キャラは大変ですか？２』を手に取って頂きまして、まことにありがとうございます！　こうして再びお会いすることができて、とても嬉しいです！


    　今回は『ラスボスキャラは大変ですか？』という感じになりましたが、いかがでしたでしょうか……二巻にして早くも混こん沌とんとしていますが、三巻では何とかタイトルに偽いつわりない展開にしたいと考えております。


    　とはいえこの作品、小こ林ばやし一いち郎ろうが苦悩にのたうち回っていれば、それでいいような気もしています。悲劇と喜劇は紙一重であると聞いたことがありますが、その通りかもしれません。


    　彼に安息の日が訪れることのないよう、これからも頑張って参ります。


    



    　登場キャラクターもやや増えまして、イラストの紅べに緒お先生にとても素敵にデザインして頂きました。


    　先生が描かれるキャラはみんな魅力的なので、もっともっと新キャラを出したい衝動に駆られてしまいます。敵キャラの三姫を、三十姫にすればよかったかもしれません。


    　ともあれ、イラストに負けない文章を書けるよう精進していく所存です。


    　今後とも、どうぞ宜しくお願い致します！


    



    　担当さんをはじめとする、ガガガ文庫編集部の皆様。


    　イラストレーターの紅緒様。


    　出版に携たずさわって頂いた多くの関係者の皆様。


    　そして読者の皆様。


    　今回もありがとうございました。そして今後とも、どうぞ宜しくお願いします。


    　それでは、またお会いできることを祈って。失礼致します。


    



    
      伊達 康

    

  


  
    伊達　康


    Yasushi Dat


    



    兵庫県出身。最近、地球を防衛するテレビゲームをしています。ちっとも防衛できませんが……。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ
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